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序

青森県教育委員会は、国土開発計画に基づいて建設される東北縦

貫自動車道八戸線建設予定地内の埋蔵文化財の保護と活用を図るた

め、昭和53年度から分布調査、試掘調査を実施してまいりました。

昭和55年度は、この予定地内に所在する馬場瀬（1）、馬場瀬（2）遺

跡について、記録保存のため発掘調査を実施しました。

本報告書は、その調査結果をまとめたものでありますが、今後の

埋蔵文化財の保護と研究にいささかでも役立てば幸いと思います。

ここに、調査及び本報告書の作成にあたり、御指導、御協力をい

ただいた調査員をはじめ、関係各位に心から感謝申し上げるもので

あります。

昭　和　57 年　3 月

青森県教育委員会

教 育 長 二ッ森　重　志





例　　言

1 本報告書は、昭和55年度に実施した東北縦貫自動車道八戸線建設に係る三戸郡南

郷村馬場瀬（1）遺跡及び馬場瀬（2）遺跡の発掘調査報告書である。

2 本報告書の執筆者の氏名は、それぞれの文末に付した。

3 遺構の番号は、確認順に付したが、欠番もある。

4 本報告書に掲載した地形図は、日本道路公団、南郷村役場から提供されたものを

使用した。

5 実測図等の縮尺は、それぞれスケールを付してある。写真図版の縮尺は、統一し

ていない。

6 資料の同定、鑑定は、次の諸氏に依頼した（敬称略）。

樹種同定　元奈良教育大学教授　　　　　嶋倉巳三郎

石種鑑定　県立八戸高等学校教諭　　　　松山　力

陶器鑑定　東北歴史資料館考古科長　　　藤沼　邦彦

〃 金沢大学文学部助教授　　　　佐々木達夫

7 発掘調査並びに本報告書の作成にあたっては、次の諸氏から御教示を賜わった

（敬称略、順不同）。

石本省三、近藤義郎、野村　崇、林　謙作、富樫泰時、嶋　千秋、菊地郁雄、小

井川和夫、渡辺　誠、本堂寿一、石岡憲雄、栗村知弘、市川金丸、工藤竹久、名久

井文明、上野佳也、葛西　励、藤村東男、高橋　潤。

8 引用、参考文献は巻末に、また、単なる注は文末に記した。

9 青森県教育委員会が刊行した埋蔵文化財調査報告書については、遺跡名、報告書

番号、刊行年のみを記載した（○○○遺跡　県埋文○○集：西暦年）。
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― 1 ―

Ⅰ　はしがき

1 調査に至る経過

県内の東北縦貫自動車道建設に係る埋蔵文化財の調査については、文化庁と日本道路公団の

覚書によって、県教育委員会（文化課）が担当してきた。

県内の高速自動車道建設予定路線は二つある。ひとつはすでに開通した（昭和55年10月29日）

秋田県から青森市に至る路線である。この路線内にある18箇所の遺跡については、昭和46年11

月の第一次路線発表以来、分布・試掘、発掘調査を実施して、その成果をその都度報告書にし

て刊行してきた。もう一つの予定路線が、岩手県二戸市と八戸市を結ぶルートである。この予

定路線は、昭和46年 6 月に基本計画が策定され、昭和52年 9 月に実施計画の認可とともに本県

と岩手県内の路線が同時に発表された。総延長41.88kmのうち、県内分は14.28kmであった。県

教育委員会では、昭和53年 4 月と11月の二度にわたり路線内（南郷村、福地村、八戸市）の遺

跡分布調査を行ったが、周知の遺跡を含め13箇所（161,230㎡）について発掘調査に入る前に

試掘を行って遺跡か否かを決定することが必要となった。そこで県教育委員会では、日本道路

公団仙台建設局と協議の上、用地買収が未了であったが、昭和54年 8 月から10月まで 3ヶ月間

にわたって、13箇所のうち 6 箇所（99,600㎡対象）の試掘調査を実施した。試掘調査の結果、

No. 1（16,200㎡）とNo.10（10,000㎡）は除外され、No. 3 、 4 、 7 、13の調査対象面積が確定

（延63,200㎡減）した。また、八戸ＩＣに関連して分布調査が行われて、 2箇所（10,000㎡）の

遺跡が確認された。

昭和54年10月、日本道路公団仙台建設局長から南郷村内 5遺跡の発掘調査の依頼があり、翌

11月24日付けで埋蔵文化財発掘調査通知書が県教育委員会経由で文化庁に送付され、昭和55年

4 月から発掘調査を実施することになった。なお、これまでNo.で呼称していた遺跡名につい

ては地元教育委員会と協議のうえ、下表のとおり確定した。

No. 遺跡名 所布地 試掘の有無 備 考 No 遺跡名 所在地 試掘の有無 備 考

1 南郷村 有 除 外 8 鴨 平 (2) 八 戸 市 無 昭和56年発掘

2 右エ門次郎窪 II 無 昭和55年発掘 ， 昼 巻 沢 八戸市 無 II 
輻地村

3 合 山 ＂ 有 ＂ 10 八 戸市 有 除 外

4 石 ノ 窪 ＂ 有 ＂ 11 韮 窪 ＂ 無

5 馬場瀬 (1) ＂ 無 ＂ 12 艮 者 森 II 無 昭和56年発掘

6 馬場瀬 (2) ＂ 無 II 13 白山平 (2) II 有 ＂ 
7 鴨 平 11)

南郷村
有 昭和56年発掘八戸市
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昭和55年 4 月、青森県埋蔵文化財調査センターの設置に伴い、東北縦貫自動車道関連遺跡の

発掘調査業務は、文化課から当センターに移行された。 （北林）

2 調査要項

（1）調査目的

東北縦貫自動車道八戸線建設の工事着工に先立ち、当該路線に所在する遺跡の発掘調査

を行い、その記録保存をはかり、地域社会の文化財活用に資する。

（2）遺跡名　所在地　遺跡略号

馬場瀬（1）遺跡　青森県三戸郡南郷村大字市野沢馬場瀬41 80馬（1）

馬場瀬（2）遺跡　　　同　　　　　　　上　　　　　　26 80馬（2）

（3）調査期間　調査対象面積

馬場瀬（1）遺跡　昭和55年 4 月23日～ 5月 1日、 5月19日～ 8月30日　　6,500㎡

馬場瀬（2）遺跡　昭和55年 5 月 2 日～ 5月17日、 8月21日～10月31日　　6,100㎡

（4）調査依頼者

日本道路公団仙台建設局

（5）調査担当者

青森県教育委員会

（6）調査担当機関

青森県埋蔵文化財調査センター

（7）調査関係協力機関

南郷村役場、南郷村教育委員会

（8）調査参加者

調査指導員　　小井田幸哉　　青森県文化財保護審議会委員

〃　　　　村越　　潔　　弘前大学教育学部教授

調査協力員　　岩織　文弥　　南郷村教育委員会教育長

〃　　　　本多　辰巳　　南郷村文化財審議委員

〃　　　　村上　四郎　　南郷村文化財審議委員

調　査　員　　松山　　力　　青森県立八戸高等学校教諭

〃　　　　滝沢　幸長　　光星学院高等学校教諭

調査補助員　　奈良　清隆、吹田　光広、吉田　智、福士　静子、浅利　哲世

青森県埋蔵文化財調査センター

北山峰一郎　　所長
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古井　睦夫　　次長

工藤　泰博　　調査第三課課長

北林八洲晴　　主査（調査担当者）

工藤　　大　　主事（ 〃　　）

高谷　重彰　　総務課主任主査

成田　静男　　　〃　主事　

3 調査方法と調査経過

（1）調査方法

馬場瀬（1）、同（2）遺跡は、昭和53年の分布調査によって確認されたが、その後、試掘調査は

実施されていなかった。しかし、本遺跡に近い三合山、石ノ窪、鴨平（1）などの遺跡を試掘し

た結果からみて、各種の降下火山灰が厚く堆積して地表から八戸火山灰層上面まで相当深いこ

と、降下火山灰層を鍵層として分層発掘を行い易いことなどが予想されていた。

発掘調査に先立ち、現地調査担当者の間では、東北縦貫自動車道関係遺跡発掘調査方法を記

した小冊子を用意したが、ここでは前記 2点を加味して、現地で実際採用した調査方法の概要

について記してみたい。

調査の手順

調査は、馬場瀬（1）、同（2）の順に実施する。

ア　道路公団が設置した路線内の中心杭を利用して、グリッド（調査単位）を設定する。

イ　試掘を行い、遺物包含層、遺構の有無、土層の厚さなどを把握する。

ウ 表土の粗掘り→Ⅰ、Ⅱ層（中掫浮石層上面）まで全面的に掘り下げ、遺構の確認、遺

物包含層の有無を調査する。粗掘り出土の遺物は、グリッドごとに一括取り上げる。

エ　遺構確認一精査、実測、写真撮影、遺物取り上げの順とする。

遺物出土→平面分布図作成、遺物台帳へ記録、必要に応じて写真撮影し、遺物を取り

上げる。

オ 次に、 5ｍ× 5 ｍの面積（ 1グリッド相当面積＝25㎡）を調査の 1単位として、その面

積の2/5（ 5 ｍ× 2 ｍ＝10㎡、又は相当面積）を南部浮石層上面まで掘り下げる。遺物、

遺構などが出土した場合は、周辺のグリッドを拡張して、エの調査を繰り返す。

カ エのグリッドは、検出遺構、出土遺物が確認できない場合でも、その2/5（ 5 ｍ× 2

ｍ＝10㎡）の面積を八戸火山灰層上面まで掘り下げる。確認できた場合は、付近のグリッ

ドに調査区を拡げてエの作業を行う。

グリッド設定

5 ｍ× 5ｍを 1 単位とする。グリッド名は、南郷地区5遺跡を共通させて、アルファベッ
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トを東西基準線（西→東）、算用数字を南北基準線（南→北）に配して、組み合わせ表示

する。

基本土層の実測と注記

基本土層は、調査地区の南北、東西ラインで最長箇所を選んで実測する。土層観察用溝　

は必要に応じて設ける。基本土層はローマ数字（Ⅰ、Ⅱ～）、遺構覆土は算用数字（ 1 、

2～）で注記する。

遺構の番号、精査、実測方法、Ｂ．Ｍ．

遺構の番号は、確認順にとおし番号を付ける。精査の結果、遺構でないことが判明した

場合は欠番とする。精査は、 2 分法、 4 分法による分層発掘とする。遺構の完掘後は、

“ダメ押し”をする。遺構の実測は、簡易遣り方と平板実測を併用する。縮尺は、1/20、

1/10を原則とする。Ｂ．Ｍ．（ベンチマーク）は、公団設置のものを利用する。

遺物の取り上げ

第Ⅰ層以下の遺物は、各層ごとに必要に応じて、平面図、遺物台帳に記録する。遺物を

取り上げて収納する場合は、白（土器）、青（石器）、赤（その他）の遺物カードを使用し

て、 1点（一括） 1袋とする。

写真撮影

35ミリ判 2台でモノクロとカラースライドのフィルムを使用する。撮影前に遺跡名、年

月日、遺物、遺構No.（被写体名）、撮影方向などを記載した小黒板を撮影しておく。

自然科学の分野の応用

地質、石種、樹種、炭素年代測定などは必要に応じて専門家に依頼する。

（北林）

（2）調査経過

南郷地区の調査は、 2チームが同時に実施するため、発掘作業員の確保が懸念されたが、地

元南郷村同村教育委員会の献身的な応援によって予定人数を確保することができた。

調査開始前に、作業員には雇用に関する説明会並びに発掘調査打ち合わせ会議を開催すると

ともに、調査器材を現地に搬入した。調査は試掘調査を先行させて、まず、遺跡の概要を把握

することから始めた。

4 月23日から馬場瀬（1）遺跡の試掘調査を開始して、 5 月の連休前日に終了した。グリッド

の設定は中心杭（ＳＴＡ324＋00～323＋60 真北－27°－西）を利用した。

5月初旬から馬場瀬（2）遺跡の試掘に入り、バックホーを導入して、中旬に終了した。

5月下旬から再び馬場瀬（1）遺跡へ移動して、調査地区の南端から粗掘りを開始した。第Ⅰ、

Ⅱ層から完形土器、土偶、石器などが出土し、大小 9箇所の落み込みを確認した。粗掘と精査
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を併行して調査を進めたが遺物、遺構は調査地区の南西部に集中していた。 6月中句、八戸火

山灰層上面から貝殻文系土器片が出土した。

6月23日から 7月 1日まで、新築になったセンターヘ移転するため調査を休み、7月半ばで調

査対象地区の南半部を終り、北半部の調査に移るが、抜根作業を伴うため調査は困難を極めた。

お盆前に北半部の粗掘りを終了し、お盆休み後、遺構確認と精査に入った。

8 月21日、精査要員を残して馬場瀬（2）遺跡に移動し、草刈り後粗掘りに入った。 8 月下句

は、連日雨天が続いたが 8月末日、馬場瀬（1）遺跡の調査を終了した。

9月中旬になって、これまで葉煙草栽培のため調査ができなかった調査地区北半部の調査を

開始した。

10月22日、霙から初雪となった。10月29日、現地の調査を終了して、午後から調査器材を搬

出した。 （北林）
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Ⅱ　遺跡の概観
1 遺跡の立地と周辺の地質

松山　　力

（1）地形の概観

青森県南東部の、馬渕川～名久井岳東麓～岩手県境～階上岳の西麓から北麓～太平洋岸に囲

まれた、東西およそ25㎞、南北およそ20㎞の地域は、馬渕川沿い及び海岸沿いにみられる。平

坦面のよく残された中・低位の洪積段丘及び沖積低地を除けば、大部分が標高80～250ｍ、と

ころによっては300ｍ余のゆるやかに起伏する丘陵地（蒼前平段丘）となっている。

この広い地域は、岩手県軽米町を通り抜け、北々東方の八戸湾に向け流れ下る新井田川によ

って東西に 2分される。この川の途中、岩手県境から 4㎞ほどの区間は、屈曲しながら北上す

る峡谷となり、南部には世増（南郷村）の小盆地が、北端から東北東方には島守盆地が開けて

いる。その間の峡谷部の両壁は、標高差100ｍ前後の急崖となっている。この峡谷部の西方ほ

ぼ 2～ 3 ㎞の丘陵部に、東北自動車道八戸線の予定地がほぼ南北にのび、それに沿って南から

右エ門次郎窪・三合山・石ノ窪・馬場瀬（1）・馬場瀬（2）などの遺跡群が、ほぼ 3㎞の間に分布

している。

新井田川と、西方の馬淵川にはさまれた丘陵地は、さらに南郷村頃巻沢を通る谷（以下、頃

巻沢の谷と呼ぶ）によって 2分される。頃巻沢の谷は、南郷村鳩田の南の県境付近に谷頭をも

つ谷で、右エ門次郎窪遺跡の西方 3㎞ほどから次第に東へ向きを変えて北東流となり、馬場瀬

の北1.5㎞から曲流しながら一たん東へ向かったあと、上頃巻沢付近から北北東へ流れ下り、

島守盆地の島守中心街から北方4.5㎞付近（八戸市是川の差波部落）で新井田川と合流する。

この谷は、馬場瀬の北北東の泥障作付近からは数10～100ｍの急な谷壁を刻んでいる。なお、

この谷と西方の馬淵川下流部とはほぼ平行しており、その間の距離は5.5～ 7 ㎞ある。

新井田川と頃巻沢の谷とにはさまれた丘陵地（蒼前平段丘）は、全体として南から北へ少し

づつ高度をさげ、もっとも高い県境付近で標高300ｍをこすところもあるが、おおむね260ｍ前

後～180ｍ前後である。この地域の丘陵地はかなり開折されている部分が多く、ところどころ

を小谷で切られながら波状に起伏している。

（2）遺跡の立地

馬場瀬（1）・馬場瀬（2）両遺跡は、南郷村市野沢中心街からほぼ北方へ1.5㎞、八戸湾（新井田川

口）の南南西方約14㎞の地域に位置している。両遺跡は南東～北西方向に約300ｍほど離れてい

る。両遺跡の西方約 1 ㎞から、北方約 1 ～1.5㎞付近を抜けて、北北東方 2 ㎞の泥障作付近まで
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A:'./穴久保 AO泥障作 BB馬場瀬 IC市野沢中心街 KYI E頁巻沢

MK向家前 MS増田 OM大森 SA下洗 SM島守盆地 ss笹子
ST七枚田 UE右ェ門次郎窪 YM世増 PK頃巻沢の谷 RN 新井田川

R340国道 340号線

第2図 遺跡周辺の地形分類図

DJ沖積低地

仁且急傾斜地

ロ蒼前平段丘低位面

• . .. :.:: に日扇状地性緩傾斜面

\0~ 菱］沖積低地

〇遺跡

ー主要道路

S1 右ェ門次郎窪遺跡

S2 三合山遺跡

S3 石ノ窪遺跡

S4 馬場瀬(1)遺踪

S5 馬場瀬(2遺跡
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屈曲しながら流れる頃巻沢の谷に、泥障作南南西約500ｍ付近で合する小支谷があって、両遺

跡はこの小支谷合流点から上流1.5㎞付近にある。この小支谷は、両遺跡の手前で 2 つに分か

れ、西への枝谷の約300ｍ上流の北岸（左岸）に馬場瀬（2）遺跡が、南南西への枝谷の約200ｍ

上流の西岸（左岸）に馬場瀬（1）遺跡が、それぞれの中心を置いており、両枝谷の分岐点には

南南西よりくさび状の丘陵峯部がつきだして、両遺跡を分ける。

馬場瀬（1）遺跡は、前述のように、南南西への枝谷の西岸にあるが、枝谷西岸部は、幅約40

ｍほどで、谷に沿って北北東方へのびる細長い低位段丘部と、その西の丘陵部東側斜面部に分

けられ、発掘は谷際から両部分にまたがって行われた。低位段丘は幅15～40ｍほどで、細長く

のびる谷底部と標高差 3～ 5 ｍの段丘崖で接し、ゆるく谷際に傾斜するが平坦である。東側斜

面の勾配はほぽ 5～14度の間を変化する。対岸は直接丘陵西斜面と谷底が接し、谷際が標高差

2～ 4ｍの急崖となっているものの、全体的には西側丘陵斜面と同様の勾配である。

馬場瀬（2）遺跡は、前述のように、西への枝谷の北岸にある。この谷は遺跡のところで急に南

西方に折れ曲がり500ｍ先で谷頭となる。遺跡付近での谷底は屈曲部の東で約70ｍ、南西では

40ｍ以下の幅をもち、屈曲部付近で全体的に 3 ～ 8 度の勾配で南東にゆるく傾斜する。発掘は

この部分を主体に、一部北側のやや急な斜面にかけて行われた。遺跡のすぐ北西に市野沢中心街

第 1表地質層序表

地 質 年 代 層 序

ー中撒浮石層一
沖積低地 泥• 砂・硬など

沖積柑・ fl 黒色土層
ー南部 浮 石 層ー 台 地部一

火山灰層 （浮石層）

‘‘‘ゞ … ---
八戸火山 灰層 火山灰層・浮石層

（田面木段 丘）

第四紀 レヽノッツッ -- --、--

高舘火山灰層 枯土質褐色火山灰層 （ローム）・浮石層

根城段丘堆梢物 河成礫

洪積世
高舘段丘堆積物 シルト・砂・砂礫

._, ._, ._, ..... ._, 'ク 、｀‘~ 、.,,ツ、.,,._, ,._ ,._ ,._ ...., ＾ 

天狗岱火山灰層 粘士質褐色火山灰層 （ローム）・浮石層

天狗岱段丘堆積物 砂鉄質砂・砂礫

-- ----
鮮新世 斗川層相当層 泥岩• 砂岩.i疑灰岩、（軟体動物化石）

第三紀 ＾^ ＾^ ッ ＾ ＾ ＾^  ッツ、て
中新世 名久井岳安山岩類相当府 火山砕屑岩（ 含溶結凝灰岩 ） •安山岩

第三紀 古 期 岩 類 チャート・輝緑凝灰岩・粘板岩• 砂 岩
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をのせる丘陵頂部から北へわかれてのびる丘陵峯部があり、その両側は勾配10～14度の斜面で、

その南東斜面から谷底に発掘地が拡がっている。

（3）地　　質

新井田川と頃巻沢の谷及び岩手県境に囲まれた丘陵地域の基盤は、主に先第三系の古期岩類

及び第三紀中新世の安山岩や同質の火山砕屑岩類である。市野沢中心街と島守盆地とを結ぶ線

の南側では、チャート・輝緑凝灰岩・粘板岩・砂岩などの古期岩類が、北側では第三系が卓越

する。第三紀中新世の安山岩は、両輝石安山岩で、多くは板状あるいは柱状節理の発達したい

わゆる「鉄平石」である。なお、頃巻沢の谷の泥障作より下流域と、島守盆地周辺の一部地域

とには、第三紀鮮新世の地層が分布する。

第2表 青森県南東部～岩手県北部の沖積世火山砕屑物黒色土層等の層序

年 代 記号 土 層 火山噴出物 備 考

I 暗 褐 色 土 層
未命名 火山 灰屑

耕作土• その他の表土

歴 史時代

II 灰 黒 色 土 層
十和田 a降下火山灰層

続縄文時代
十和田b降下火山灰層 '. 

晩 期 黒 褐 色 土 層 黒色土層の下半は中振浮
III 

縄 後期 暗 褐 色 土 層 石への漸移部で暗黄褐色

中 期
枯土 質黒 褐色 土層

中 振 浮 石 層 土層の特徴から編年的区

文 I 分をするこ とは困難な部

早期
枯土質 暗褐 色 土 層

分、下部は南部浮石層中

時
後半

N 粘土質浮石質暗褐色土層
南 部 浮 石 層 の浮石 と混合

早 期 （粘七質黒褐色～暗褐色） （ ）中の土層は南部浮

前半 ～灰褐色土層 ニノ倉 火山 灰層 石層を欠く 所では不明瞭

中・旧石
褐色火 山灰層（ローム） 八戸火 山 灰層 八戸浮石流凝灰岩を含む

V 泥 砂
器 時 代

礫 層 高 館 火山 灰層 大不動浮石流凝灰岩を含む

基盤 岩の風化土陪 天 狗岱火山 灰層
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これらの基盤岩類を覆って、洪積世の水成段丘堆積物・褐色火山灰（ローム）と、沖積世の

火山砕屑物、黒色土類が全地域に分布し、河谷底には沖積世の軟弱な地層が存在する。

洪積世の水成段丘堆積物は主に厚さ数ｍ程度の砂礫層で、チャートや安山岩の礫が多い。褐

色火山灰類は、下位より天狗岱火山灰層・高舘火山灰層・八戸火山灰層の 3 層にわけられる。

天狗岱火山灰層は、厚さ数ｍ以内の、しまって固い暗褐色（チョコレート色）火山灰である。

高舘火山灰層は、天狗岱火山灰層よりはやわらかい、明るい色調の褐色火山灰で、中に数枚以

上のそれぞれに特徴ある厚さ数～10数㎝の粘土化浮石層をはさみ、全層厚は数ｍ程度である。

八戸火山灰層は、灰白色～明黄褐色の粘土質火山灰と浮石層の互層及びその上位の明褐色火

山灰層で構成される。互層部の下半では灰白色の粘土質あるいは砂質の火山灰が、上半では粒

径0.5～ 1 ㎝程度の浮石を主とする浮石層が卓越する。上位の明褐色火山灰は粘性に乏しく、

上方の黒色土層に漸移する。八戸火山灰層下底部で13.770±510年Ｂ.Ｐ.（大池昭二ら、1977）、

互層部上限で12.700±260年Ｂ.Ｐ.（大池昭二、1964）の絶対年代測定例がある。

地表直下の黒色土類中には、下から南部浮石層・中掫浮石層・十和田ｂ降下火山灰層・十和

田ａ降下火山灰層・未命名降下火灰層など、少なくも 5枚の火山砕屑物層がはさまれる。

南部浮石層は、粒径0.3～1.5㎝程度の黄橙色～明褐色～赤褐色の浮石が密集した、未膠結で

くずれやすい厚さ20～40㎝の浮石層で、ほぼ全域に分布する。中掫浮石層は、主に砂粒大の黄

色浮石が未膠結状態で密集した浮石層である。しかし、本地域では、厚さ10～30㎝以上の連続

した地層となっているところや、厚さ 5～20㎝の浮石塊として断続するところもあるが、大部

分の地域では黒色土と混合して、黄色がかった相対的に明るい土層となっている。黒色土と混

合した部分は二次的な形成層であるから、年代の大まかな示標とはなっても、厳密な年代示標

層としては使用できない。

十和田ｂ降下火山灰層は、噴出源である十和田湖から東側20㎞以内では、下半が白色浮石、

上半が青灰色火山灰の 2層で構成されるが、その外側には白色浮石部のみが分布する。本地域

では、粒径0.2～0.6（最大 2 ）㎝の固い白色浮石の集まる厚さ 1 ～ 5 ㎝の浮石層で、各地にご

く局部的に確認できるにすぎず、その浮石が黒色土中に散在する状態のところが多い。

本地域の十和田ａ降下火山層は、灰白色～淡灰黄色のやや粘土化したシルト状細粒火山灰で

あるが、本地域では厚さ数㎝のものが各所に断片的に認められるにすぎない。

以上の、黒色土類にはさまれる沖積世降下火山砕屑物の降下年代については、第 3図及び第

3表を参照されたい。

最近の数年間、県内各地で十和田ａ降下火下灰層よりも新しい火山灰層の存在が明らかにさ

れてきた。本地域では、馬場瀬（2）遺跡、右エ門次郎窪遺跡でその存在が認められている。いず
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れも淡黄灰色～淡黄褐色で、厚さ数㎝の粘土状火山灰として局部的に存在した。町田洋ら

（1981、科学－岩波書店－ 9 月号）によれば、青森市近野・八戸市根城・その他県内各地の遺

跡にみられる新しい火山灰は、朝鮮半島基部の白頭山に由来すると推定される苫小牧火山灰で

あろうという。三辻利一（奈良教育大）の蛍光Ⅹ線分折の結果（未公表－八戸市鶉久保遺跡発

掘報告書で公表の予定）をみると、十和田ａ降下火山灰より新しい火山灰には 2つのタイプが

あり、馬場瀬（2）遺跡のそれは、町田洋らの述べる火山灰とは別のものの可能性が大きい。同

様の特徴は黒石市板留遺跡の火山灰にもみられた。 2つのタイプの上下関係は、いまのところ

はっきりしないが、相互の降下時期はそれほど離れたものではない。十和田ａ降下火山灰の降

下時期とは、遺物・遺構との関係からみて、一世紀程度の開きがあると推定される。

第 3表 十和田 a• b両降下火山灰の14c年代

層 位 1,c年代（年 B.p .) 測定資料 採 集 者 発表年度

1450土 100 泥 炭 八甲EB湿原グループ 1969 
直 上

十和田 a降下火山灰 1280土 90 木 炭 平山ら 1966 

（八甲田a火山灰） 2140士 90 泥 炭 松井ら 1969 
直 下

2170士 80 沢 炭 八甲田湿原グループ 1969 

十和田 b降下火山灰
直 上 1180士 80 腐 柚酸 大池ら 1974 

（八甲田 b火山灰）
直 下 2220土 100 腐 植酸 大池ら 1974 
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第3図 十和田火山完新世火山灰編年図（大池・中川、 1979)

編 年 火山灰 14 C 年代 遺 伯亦

~-
B.P. 

1-- 1,000年

← - 2,000 

f-- 3,000 

← - 4,000 

1-- 5,000 

1- 6,000 

← 7,000 

1---- 8,000 

1---- 9,000 

← 10,000 

← 13,000 

毛馬内浮石流
1 1280士90(平山ら、 1966)

土帥器
ド｀十和田一 a

時代
I 

~
 

晩

文に期

時

代

期

I 

早

先 I へ

〈るみ館遺跡一平安中～末期

て堀野遺跡ーA.0.810(草間、 1965)
1180±80 (大池ら、 1974)

2200土100(大池ら、 1974)
e斗ー泉山遺跡II層 大洞A'式

-r{ 認り~~ll'" ク J二良塁麟J ClO (渡辺、 1966)
3920土140(松井ら、 1969)
泉山遺跡III 層—4440 士 140 (青森県教委、1976)

玉
泉山遺跡III層 F部 円筒上屑 d式
4200土110(八甲田湿原研究グループ、1969)
6550土170(松井ら、 1969)

←十—三戸町境ノ沢遺跡

f類家自然貝層 5280土100(大池ら、 1972)
←七 日ヶ久保貝層 5850士105(大池ら、 1972)

l ~~ 家貝塚、長七谷地貝塚

←十三戸町館遺跡

K南部浮石 1---8600士250(大池ら、 1970)

三戸町寺 ノ沢遺跡 田戸下層式

期 I ←十—三戸町亦坂追跡
ニ ノ倉火山灰

I I 

← ? • 階上村角柄折遺跡 無文土器

晩

縄期
旧

文 石
器 A戸浮仁流 12,700土260(大池、 1964)： ；~~ 三〗ぃl;;'.fu,JY'0 土 51() I大池ら、1977)
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2 周辺の遺跡

馬場瀬（1）、同（2）遺跡の周辺には、多数の遺跡が所在している。ここでいう、周辺の遺跡と

は、便宜上三戸郡南郷村内の遺跡に限定した（第 4表）。

昭和53年10月に県教育委員会で刊行した遺跡地図と遺跡地名表によると、南郷村内には53箇

所の遺跡が確認されている。その後、昭和53年頃から実施した八戸平原関係（県埋文64、65集

1981）及び東北縦貫自動車道八戸線関係の遺跡分布試掘調査によって、更に 9箇所の遺跡が追

加された。中には、館跡と記録されたところも 2 箇所知られている（盛田稔1980）。また、全

村の遺跡分布図は、すでに同じタイトルで報告書（県埋文65集：1981）が刊行されているので、

ここでは一部を割愛した。これら62箇所の遺跡は、縄文時代から藩政時代にわたるものである

が、ここでは、これら遺跡の時代、時期の特徴を遺跡地名表から概観してみたい。

遺跡の内訳

62箇所の遺跡のなかで、縄文時代の単独遺跡は13箇所、歴史時代の単独遺跡が 8箇所で、合

計21箇所である。縄文時代の単独遺跡の時期的内訳は、早期がなく、前期 1箇所、中期 3箇所、

後期 6箇所、晩期 2箇所、時期不詳 1箇所である。歴史時代の遺跡 8箇所中 5箇所は、藩政時

代の一里塚である。そのほかの41箇所は、複合遺跡である。その内訳は、縄文時代と歴史時代

とが複合している遺跡は 7箇所で、そのうち、縄文時代の時期不明が 2箇所、残り34箇所が縄

文時代の複合遺跡となっている。なお、弥生時代の遺跡について公式な報告書は刊行されてい

ないが、馬場瀬（1）遺跡の分布調査の際、採集された遺物のなかに弥生時代の土器と思われる

ものがあったといわれている。

縄文時代の複合遺跡と歴史時代の遺跡と複合している縄文時代の遺跡を時期別に区分する

と、早・前・晩期 1箇所、早・中期 2箇所、中・後期 3箇所、中・後・晩期 2箇所、後・晩期

20箇所、時期不明 2箇所である。なお、草創期（先土器期）の遺跡は、まだ発見されていない。

これらのことから、南郷村の縄文時代の遺跡で、時期的に多いのは後期であるが、早期から

晩期にかけて連続していること。特に、後期と晩期の遺跡が複合している例が全体の70％強を

占めている。早期の遺跡が少ない点は、降下火山灰層が厚く堆積していることと、これまで発

掘調査が少なかったことに起因しているようである。

なお、昭和53年度に発掘調査が行われた外長根（1）、同（4）、同（5）遺跡及び昭和54年度に調査が

実施された田ノ上遺跡については、県埋文64、65集に収録されている。また、昭和55年、同時

に調査を行った右エ門次郎窪、三合山、石ノ窪遺跡については、県埋文69集として刊行された。

（北林）
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第4表南郷村遺跡地名表

番号 地図 遺跡名 所 存 地 立地 種別 時代 地目 出 土 品

1 135 下山遺跡 島守字崩向10
台地

住居跡
歴史

山林 土師器片、焼石(i,J岸段丘） （奈良乎安）

2 135 畑内遺跡 島守字畑内4 ＂ 
包含地 縄文 畑 縄文土器片、石斧、石鏃、石皿、石錘

（前～晩）

3 135 市野沢笹子遺跡 市野沢字笹子15
台地

II 
縄文

II 縄文土器片（壺形、注口土器）
（針面） （後・晩）

4 126 辻花沢遺跡 島守字江花沢 ” ＂ 古墳
II 土師器、須恵器

5 126 高山遺跡(1) 島守字高山4-7 ” ＂ 
縄文

II 縄文土器（円筒下層式、大洞A式、貝殻文）
I 吊•前.,免）

6 126 高山遺跡(2) 島守字小林25 ＂ ＂ 
縄文前_,免I

II 縄文土器片、七師器
古墳

7 126 高山遺跡(3) 島守字門前22の2 ＂ ＂ 
縄文

II 縄文土器片135 （中）

縄文
縄文土器片 (FIJ筒下層 a、b式、円筒上

8 135 荒谷逍跡 島守字下荒谷4の2
台地

＂ 
（前～晩）

畑 層 a釣、b手式壺、大洞B、BC、A、A'、c, 
（河岸段丘）

歴史
水田 式、 形、注口土器）、土偶、土師

器、人骨、石皿他

9 135 三合山遺跡 市野沢字三合山
台地

＂ 
縄文 畑

縄文土器片（鉢形土器）、土隅
（針廊） （後・晩） 山林

JO 135 松石橋遺跡 島守字松石橋9番地 ＂ ＂ 
縄文 畑 縄文土器片、緒締型大珠
（中・後・晩）

11 135 田屋久保遺跡 中野字田屋久保4のI
台地

II 
縄文 畑

縄文土器（壺邸、深鉢形）、石棒
（舌状） （晩） 宅地

12 135 中野遺跡 中野字館の下
丘陵

II 古墳
水田
土帥器片

（端） 山林

13 135 田ノ沢遺跡 市野沢字田ノ沢 台地 II 
縄文

山林 頸飾
（後・晩）

14 1351砂子崎遺跡 大森字砂子崎24 ＂ 
II 
縄文 畑 縄文土器片
（後）

15 135 大森西山遺跡 大森字西山 ＂ ＂ 
縄文

＂ 縄文土器片（浅鉢形、壺形）（後・晩）

16 135 泉清水遺跡(1) 泉清水字大沢 II 
縄文

＂ 縄文土器片（鉢形）（後）

17 135 泉清水遺跡(2) 泉清水字大久保
丘陵

II 縄古 墳文 山林 竪穴住居跡、空濠跡（三重）
（頂）

18 135 泉清水遺跡'(3) 泉清水字居守渡
台地

II 
縄文 畑 縄文土器片(i可岸段Iii （後・晩）

19 135 -f・ 日沢遺跡 中野字千日沢 台地 ＂ ＂ ＂ 縄文土器片

20 135 八地役遺跡 中野字八地役 ” II ＂ ＂ 縄文土器片

21 135 下洗遺跡 中野字大久保
丘陵

＂ 
縄文 水田

縄文土器片（注口士器、壺形）
（斜面） （後） 山林

22 126 沢口遺跡 市野沢字沢口 台地
＂ ＂ 畑 縄文土器片

23 126 下坂遺跡 市野沢字下坂
丘陵

II 
縄文

/I 縄文土器片、石鏃、石斧
（斜面） （後・晩）

24 135 増田遺跡(1) 島守字坂の沢13 丘陵 ” ＂ 
水田
縄文土器片（浅鉢形、大洞B、C式）、石匙

（端） 山林

25 135 増田遺跡(2) 島守字提森 ＂ 
II II 

牧草地
縄文土器片、石匙

畑

26 135 増田遺跡(3) 島守字秋館 ＂ ” 縄文 山林 縄文土器片

27 135 秋館遺跡(1) 島守字井戸尻2
丘陵

” （縄古後 晩文墳） 牧草地
縄文土器片（十腰内式、大洞式他）、石

（頂） 皿片、磨石片、土師器片、竪穴住居跡

28 135 状館遺跡(2) 島守字坂の」-_11 台地 ” 
縄文 畑 縄文土器片（貝殻文、物見台式）
（早・晩）

29 136 野場遺跡(1) 島守字長坂長根7
丘陵

” 
縄文

II 縄文土器片、石匙
（端） （後・晩）

30 136 野場遺跡(2) 島守字長坂長根5 台地 " ＂ ＂ 縄文土器片、石斧、石鏃
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番号 地屈 遺跡名 所 在 地 立地 種別 時代 地目 出 土 品

31 135 四 y 役遺跡 島守字四ソ役
丘陵

包含地 （縄古中 . 1頃文炎） 牧草地 縄文土器片、土師器（糾面）

32 135 持金沢遺跡 島守字持金沢 II 

＂ 
縄文 畑 縄文上器片（後・晩）

33 135 田ノ上遺跡 島守字田ノl: II II /I 山林 縄文土器片、 h斧

34 135 馳下り遺跡(1) 島守字馳下り II 

＂ 
縄文 畑 縄文土器片（円筒式）、石斧（中後晩I

35 
135 
馳下り遺跡(2) 島守字馳下り ＂ 

縄文 牧草地 縄文土器片
136 ” （後・晩｝

36 136 馳下り遺跡(3) 局守字馳下り
台地

” II 畑 縄文土器片、石斧（斜面）

37 135 外長根遺跡 島守字外長根40
丘陵

II // 

＂ 縄文士器片、珪器（斜面）

38 136 駒木沢遺跡 島守字駒木沢 ” ＂ 
I! II 縄文土器片、異形土製品、未完成石器

39 136 多越遺跡 島守字古里多越 山地 II 
縄文

山林 縄文土器片(THJ （後）

40 136 若宮遺跡 監守字若宮14
台地

II 
縄文 畑 縄文土器片（針面） （中・後）

41 136 売井坂遺跡 島守字売井坂
丘陵

II 
縄文 畑

縄文土器片、石槍（斜面） （後） 山林

42 136 田代遺跡 島守字番屋
台地

II 
縄文 畑 縄文土器片（斜面） （中・後）

43 135 下荒谷遺跡 島守字下荒谷7 台地 II 
縄文

/I 縄文士器片、石鏃1巾）

44 135 向山遺跡 島守字向山根黒13 台地 II 
縄文

山林 縄文上器片（円筒下層式）（河岸設丘） （前）

45 135 ト文字遺跡 島守字卜文字20のl台地 II 
縄文 畑

縄文土器片（円筒上層 c式）（中） 宅地

46 127 石橋遺跡 島守字石橋 II II 
縄文 畑 縄文土器片 (1-Y筒下層 d式）
哺i・ 中！

47 
127 
駒坂遺跡 島守字駒坂9の1

畑
縄文土器片、石鏃136 ” II II 

宅地

48 135 島守館跡遺跡 島守字館 ” 包含地
縄文 畑 縄文十．器片（中・後）

49 126 南郷村一里塚(I) 頃巻沢字長久保19-1 丘陵 一里塚 ＂ 
50 135 南郷村一里塚(2) 市野沢字新田28 台地 II 山林

51 135 南郷村一里塚(3) 中野字大久保22 II II 

＂ 
52 135 南郷村一里塚(4) 大森字林崎36 II 

＂ 
53 135 南郷村一里塚(5) 大森字砂了崎52 ＂ ＂ 山林

54 135 馬場瀬(1)遺跡 市野沢字馬場瀬41 ＂ 包含地
縄文 畑
（阜・ 後） 山林

55 135 馬場瀬(2)遺跡 市野沢字馬場瀬26 ＂ 
II 
縄文

＂ （射・晩）

56 135 石ノ窪遺跡 市野沢字石ノ窪13 ＂ 
II 
縄文

畑（歴史)

57 135 右ェ門次郎窪遺跡
市野沢字右ェ門次

＂ 
II 
縄文

山林郎窪13-22 (II免）

58 136 外長根(1)遺跡 島守字外山根23 ” II 
縄文

畑（中～晩）

59 136 外長根(4)遺跡 島守字外山長根5 ＂ ” 
II 

＂ 
60 135 外長根(5)遺跡 島守字外山長根18 II 

＂ ＂ ＂ 
61 136 前平 (2)遺跡 島守字前平23 II ” 

縄文
II 

(II免）

62 135 田ノ上逍跡 島守字田／上31-34 II ” 
縄文

II 
［県・中・後｝



馬場瀬（1）遺跡
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Ⅲ　馬場瀬（1）遺跡
1 調査の概要

本遺跡の調査は、遺物、遺楕の有無、その分布範囲、堆積土の厚さ、遺物包含層などを把握

するため試掘調査を行ってから発掘調査に移行した。

調査方法は、グリッド法と分層発掘法を採用して、遺構、遺物の分布、地形、排土地などを

考慮しながら、調査地区の南側から北側に向けて行った。

調査地区内の基本層序は、 8層に分層したが、基本層序ごとの堆積を呈していないところも

ある。

検出した遺構は、竪穴住居 5 、竪穴 4 、特殊竪穴 3 、フラスコ状土壙 6 、その他の土壙 6 、

湧水を伴う落ち込み 1である。竪穴住居と竪穴からは縄文時代後期の土器を伴出した。

出土した遺物は、縄文時代早期、前期、後期及び晩期の土器片約7,200点、完形及び復原で

きた後期の土器50点、土製品 6点、石器89点、石製品 2点などである。出土遺物の多くは、縄

文時代後期後半のものである。 （北林）

2 調査区の基本層位

調査区内の堆積土は、次のように区分される（第 5～ 8図）。

表土

第Ⅰａ層　灰黒色土層　下位に十和田ｂ火山灰を少量含む。

第Ⅰｂ層　十和田ｂ火山灰層。

第 Ⅱ 層　暗褐色土層　下位に中掫浮石を少量含む。

第 Ⅲ 層　中掫浮石層。

第Ⅳａ層　黒褐色土層　南部浮石を少量含む。

第Ⅳｂ層　黒褐色土層　南部浮石を多量に含む。

第 Ⅴ 層　南部浮石層。

第 Ⅵ 層　暗褐色土層。

第 Ⅶ 層　八戸火山灰層。

第 Ⅷ 層　高館火山灰層。

調査区北側の小高い部分では、第Ⅰ～Ⅵ層を欠き、表土下に薄い漸移層を隔てて、直接第Ⅶ

層があらわれる。逆に標高の低い部分では、第Ⅰ～Ⅵ層がかなり厚く堆積している。第Ⅰｂ層

は、標高の低い部分及び遺構内に散在するのみである。

遺物の出土層は、次のとおりである。
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第Ⅰａ層　縄文時代後・晩期の遺物。

第 Ⅱ 層　縄文時代後・晩期の遺物。

第 Ⅳ 層　縄文時代早期の遺物。

第 Ⅵ 層　縄文時代早期の遺物。

第Ⅰｂ層（十和田ｂ火山灰層）は、縄文時代晩期末葉以降の降下火山灰である。従って、

後・晩期の遺物の本来の包含層は第Ⅱ層である。 （工藤　大）

口
~
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3 第Ⅰ、Ⅱ層の調査

（1）遺構、遺物の分布（第 9・10図）

第Ⅰ、Ⅱ層における遺構と遺物の分布は、第 9・10図に示すように、大きく 3群に分かれる。

これをそれぞれＡ、Ｂ、Ｃ地区とする。Ａ地区には、縄文時代後期の遺構と遺物、Ｂ地区には、

後・晩期の遺物、Ｃ地区には、晩期以前とみられる遺構と後・晩期の遺物が分布する。

第 9図における等高線は、第Ⅲ層（中掫浮石層）上面での計測であるが、ほぼ縄文時代後・

晩期の生活面に近いものとみなすことができる。これによると、調査区を設定した台地は、農

道を境として、北西側の斜面と南東側の平坦面とに分かれる。Ａ地区の遺構群は、南東側平坦

面の南端に位置し、Ｃ地区の遺構群は、北西側斜面が、丁度緩斜面から急斜面に移行する部分

に位置している。 （工藤　大）

（2）検　出　遺　構

ここでは、第Ⅲ層（中掫浮石層）上面で確認した遺構及び縄文時代後・晩期に属するとみら

れる遺構について記載する。ただし、後述するように、調査区の北側斜面で検出した遺構の時

期に関しては、確定しえない部分がある。

検出した遺構は、24基である。平面形は、すべて円又は楕円を基本としているが、これを次

のように分類する。

竪穴住居　　　………焼土（炉）を伴うもの　　　第 3・ 7・10・13・15号遺構

竪穴　竪　穴　　　　………焼土（炉）を伴わないもの　第 1・ 2・12・14号遺構

特殊竪穴　　　………壁に段を有するもの　　　　第20・21・22号遺構

フラスコ状土壙………断面がフラスコ状のもの　　第18・19・23・25・27・28号遺構
土壙

土　壙　　　　………その他の土壙　　　　　　　第 6 ・ 9 ・24・26ａ・26ｂ・29号

遺構

竪穴と土壙の区別は、遺構の規模（長径×短径）と深さの比率による。すなわち、深さに対

して規模の大きなものを竪穴、規模の小さなものを土壙とした。いずれも確認面を基準とした

計測で、便宜的な分類にすぎないが、一応、規模：深さ＝1000： 1 を目安とした。竪穴につい

ては、柱穴の確認が不充分であるため、焼土（炉）の有無によって、竪穴住居と竪穴に分けた。

特殊竪穴としたものは、壁の下半部に段を有するものであり、竪穴の中では、特に深く掘り込

まれている。

ア　Ａ地区の遺構（第11図）

,
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すべて第Ⅲ層（中掫浮石層）上面で検出したものである。中掫浮石が希薄になっている部分

があるため、平面形を明瞭に把握できなかった遺構がある。第 6・ 9 ・13号遺構を除いて、底

面が第Ⅳ層中に構築されているため、遺物の出土状態、炉のレベル等から底面を推定せざるを

えない場合もあった。また、床面のレベルでは、柱穴を充分確認できなかったので、精査後、

再精査の形で床面を削平したが、検出できたのは、第 3・13号遺構のみである。竪穴住居にお

ける炉は、すべて地床炉である。石組の痕跡は、確認されていない。また、出入口等の施設も

把握できなかった。

＜竪穴住居＞

第 3 号遺構（第12・13図）

第14号遺構（竪穴）と重複している。平面プラン及びセクションからは、新旧関係を把握で

きなかったが、覆土の遺物の流れから、本遺構の方が新しいものとみられる。平面形の基本は

楕円であるが、谷側南半部のプランは明確にすることができなかった。床面は第Ⅳ層中に構築

されており、北西に向ってやや傾斜しているが、ほぼ平坦である。床面を削平した結果、10個

のピットを検出したが、主柱穴は 4 個とみられる（Pit l ～ 4 ）。床面中央からやや南東寄りに

位置する炉を中心として、台形に配置されている。炉は、床面が約 8㎝ほど掘り込まれ、掘り

込み部分に焼土が堆積しているだけのものである。

床面からの出土遺物は、西半部に集中している。土器はすべて後期のものである。完形品と

して、無文の壷、磨消文様をもつ注口、羽状縄文の施文された小型の鉢があり、ほかに注口又

は壷の口縁部、口縁部を欠いた注口、台付浅鉢の台の部分 2点、磨消文様をもつ深鉢、無文の

鉢及び縄文のみ施文された深鉢の破片が出土した。磨消文様をもつ深鉢の破片は、本遺構及び

第10号遺構（竪穴住居）の覆土出土のものと接合し、ほぼ完形に近いものとして復原され、壷

又は注口の口縁部、無文の鉢及び縄文の施文された深鉢の破片は、本遺構覆土出土のものと接

合している。完形品は、床面北西部に分布し、接合資料は、床面南西部に分布するが、注口土

器は、完形品、口縁部欠損品、いずれも壁際から出土した。石器は、床面中央から北西寄りで、

基部を欠損した磨製石斧が 1 点出土した。ほかには、焼けた凝灰岩のかなり大きな礫（7.6kg）

が出土しただけ、炉の周囲からは、ほとんど遣物が出土していない。

住居廃絶後は、自然埋没したものとみられるが、覆土からの出土遺物は、北西側に多く、南

東側に向かって希薄である。したがって、地形的にやや高い北西側から、主に廃棄あるいは流

入したものとみられる。後期の土器が多量に出土しており、ほかに、早期の土器が少量混入し

ている。完形品として、無文の注口、縄文の施文された浅鉢、手づくねの浅鉢、原形を復原で

きるものとして、台付浅鉢、手づくねの注口等が出土した。また、本遺構内覆土中の接合資料
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として、壷又は注口、磨消文様をもつ鉢又は深鉢、無文の鉢、縄文のみ施文された深鉢、手づ

くねの浅鉢、第 7号遺構（竪穴住居）覆土及び遺構外出土のものと接合する資料として、磨消

文様のある深鉢、第13号遺構（竪穴住居）覆土及び遺構外出土のものと接合する資料として、

縄文のみ施文された深鉢、第15号遺構（竪穴住居）床面出土のものと接合する資料として、台

付浅鉢、遺構外出土のものと接合する資料として、磨消文様のある鉢又は深鉢、縄文のみ施文

された深鉢、手づくねの浅鉢等がある。完形品及び復原資料は、北壁寄りに多く、接合資料は

西壁寄りに多く分布している。石器は、刃部を折損した磨製石斧 1点、Ｒ－フレイク 3点、剥

片石器の欠損品 1点、石核 1点、剥片16点、原材 1点、打製石斧 1点、破損した石皿 1点が出

土したが、北西壁及び南東壁寄りに多く分布している。礫は、壁寄りに散在する形で、32点出

土した。

第 7 号遺構（第14・15図）

Ａ地区で検出した竪穴住居の中では北東端に位置する。平面プランは不整な円形を呈してい

る。床面は第Ⅳ層中に構築されており、ほぼ平坦である。柱穴は確認できなかった。床面中央

からやや北寄りに焼土が薄く堆積しており、地床炉とみられる。掘り込みはされていない。

床面からの出土遺物は、北西壁際で、後期に属する完形の無文の壷及び注口部を欠いた手づ

くねの注口、東壁寄りで石核が 1点出土しただけである。

住居廃絶後は、壁際から自然埋没したものとみられる。覆土からの出土遺物は、この埋没過

程で、堆積土に廃棄あるいは流入したものである。土器は、すべて後期のものであるが完形品

として、南壁寄りから手づくねの注口が出土した。また、本遺構内覆土中の接合資料として、

磨消文様のある鉢又は深鉢、無文の深鉢、手づくねの浅鉢、第 3号遺構（竪穴住居）覆土及び

遺構外出土のものと接合する資料として、磨消文様のある深鉢（前出）、第10号遺構（竪穴住

居）覆土出土のものと接合する資料として、縄文のみ施文された浅鉢、遺構外出土のものと接

合する資料として、磨消文様のある壷、台付浅鉢、縄文のみ施文された浅鉢及び鉢等がある。

石器は完形の尖頭器 1点、完形の石錐 1点、石核 3点、剥片12点、礫は 3点出土した。土器・

石器、いずれも壁際ないし壁寄りに分布しているが、東側に空白がみられる。

第10号遺構（第16－17図）

西半部が調査区外にあるため、全体形は不明であるが、東壁の一部が竪穴内に張り出す変則

的な楕円形のプランになるものとみられる。床面は第Ⅳ層中に構築され、ほぼ平坦である。床

面中央付近に掘り込みのある地床炉が設けられ、これを挟んで、柱穴が 2個確認された。また、

炉の周辺には、崩れ落ちたような状態で、炭化材・炭化物が堆積土に多く混っている。
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第 2層 暗褐色土微砂、中撤浮石、南部浮石を含む。炭化物を含む。

第 3層 暗褐色土 微砂、中撤浮石、南部浮石を多量に含む。炭化物を含む。

第14図 第7号遺構床面出土遺物
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床面から遺物は出土していない。

住居廃絶後は、自然埋没したものとみられるが、覆土出土の遺物は、壁際から廃棄あるいは

流入した状態を呈している。ただし、廃絶時の事情を示すものとみられる炉周辺の炭化物を多

く含む堆積層において、遺物は、まばらになり、乱れている。覆土出土の遺物は、遺構全面に

散在している。出土土器の多くは後期のものであり、接合資料として、縄文のみ施文された深

鉢及び小型の鉢がある。また、第 3号遺構（竪穴住居）及び遺構外出土のものと接合した資料

として、磨消文様をもつ深鉢（前出）、第 7 号遺構（竪穴住居）覆土出土のものと接合した資

料として、縄文の施文された浅鉢（前出）、遺構外出土のものと接合した資料として、磨消文

様をもつ深鉢又は鉢、無文の深鉢、手づくねの浅鉢等がある。石器は、欠損した磨製石斧 5 点、先
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端部を欠いた尖頭器 1 点、完形の石匙 1 点、Ｒ－フレイク 1 点、石核 1 点、剥片15点、原材 2

点、完形のすり石 2点、完形の円盤状石器 1点、破損した石皿の破片 1点が出土し、ほかに礫

が13点出土した。

第13号遺構（第18・19図）

台地末端部に位置し、一部傾斜面にかかっている。平面形は基本的に楕円であるが、谷側－

南東壁の一部が竪穴内に張り出している。壁は垂直に近く、八戸火山灰層上部まで掘り込まれ

ている。床面はほぼ平坦である。覆土に炭化物の細粒を多く含んでいるが、床面上に有機物の

置かれた痕跡はない。床面レベルで13個のピットが検出された。かなり深く掘り込まれたもの

が多く、主柱穴を判断できない。炉は、床面中央からやや南東寄りに位直している。浅く掘り

込まれた面に薄く焼土が堆積している。

床面から遺物は出土していない。

覆土の堆積状態から、住居廃絶後、壁際より自然埋没したものとみられる。覆土からは、多

量の遺物が出土したが、その垂直分布は堆積土の流れに一致している。遺構埋没の過程におい

て、廃棄あるいは流入したものとみられる。土器の多くは後期のものであるが、早期及び晩期

のものが少量混入している。完形品及び原形を復原できるものとして、無文の注口、縄文の施

文された浅鉢、手づくねの壷、浅鉢があり、接合資料として、磨消文様のある壷又は注口、鉢

又は深鉢、無文の浅鉢、縄文のみ施文された深鉢、手づくねの浅鉢等がある。また、第 3号遺

構（竪穴住居）覆土及び遺構外出土のものと接合する資料として、縄文のみ施文された深鉢

（前出）、遺構外出土のものと接合する資料として、磨消文様のある鉢又は深鉢及び縄文の施文

された深鉢等がある。完形品及び原形を復原できる資料は壁際に限られ、接合資料は、南北の

壁寄りに多い。石器は、先端部を欠いた尖頭器 3点、完形の石匙 1点、Ｒ－フレイク 2点、剥

片 4 点、石皿の破片 1 点が出土しており南側を除く壁際に分布する。礫は、25点出土したが、

南側を除いて散在する。

第15号遺構（第20・21図）

不整な円形のプランを呈している。床面は、第Ⅳ層中に構築されているが、中央部がくぽみ

その部分に、炭化物を多く含む層が堆積している。柱穴は確認できなかった。炉は、床面のほ

ぼ中央に位置し、掘り込み部分に焼土が堆積している。床面上で、浅い土壙を検出したが、本

遺構に伴うものとみられる。土壙内から遺物は出土していない。

床面出土遺物は、後期のものである。完形土器として、縄文の施文された小型の鉢、手づく

ねの壷があり、原形を復原できるものとして、無文の壷、縄文の施文された深鉢及び第 3号遺
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（竪穴住居）覆土出土のものと接合し復原された台付浅鉢の台の部分がある。いずれも壁際な

いし壁寄りで出土したが、縄文の施文された深鉢は、土壙上面に倒立した状態で出土したもの

である。石器は、北壁際で刃部のつぶれた磨製石斧が 1点、床面中央から南西寄りで、剥片が

1点出土した。

住居廃絶後は自然埋没したものとみられる。覆土出土遺物の多くは、後期のものである。遺

構全体に散在しており、垂直分布は、かなり不規則な状態を呈している。中央のくぽんだ部分
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第15号遺構床面出土遺物
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からは全く遺物が出土していない。覆土出土の接合資料は少ない。磨消文様のある鉢又は深鉢、

縄文のみ施文された小型の鉢等があるだけである。他の遺構及び遺構外出土のものと接合する

資料はない。石器は、完形の尖頭器 1点、石核 5点、剥片37点、原材 1点、円盤状石器の破片

1点、石製品として、石剣又は石刀状の破片 1点が出土した。礫は、 9点のみである。

〈竪　穴〉

第 1 号遺構（第22・23図）

ほぼ円形のプランを呈している。第Ⅳ層まで掘り込まれており、かなり凹凸のある床面は、
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第 1層 暗褐色土 微砂、中振浮石を含む。炭化物を多量に含む。
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第22図 第 1号遺構床面出土遺物
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全体に北東に向かって傾斜して

いる。柱穴は確認できなかった。

床面壁際から、完形の壷及び

小型の鉢が出土している。いず

れも磨消文様が施文されてお

り、後期のものである。

竪穴廃絶後は自然埋没したも

のとみられる。覆土出土の遺物

には、土器と石器においてレベ

ル差がみられる。土器は、後期

のものである。接合資料は、遺

構外出土のものと接合した縄文

の施文された深鉢が壁際で出土

しただけである。石器は、剥片

が 7点出土した。

第 2 号遺構（第24・25図）

平面プランは、楕円形を呈し

ている。床面は第Ⅳ層中に構築

され、北東に向かってやや傾斜

しているが、ほぼ平坦である。柱穴は確認できなかった。

床面から遺物は出土していない。

竪穴廃絶後は、自然埋没したものとみられる。覆土出土の遺物は少なく、接合資料はない。

後期の土器片が遺構中央部から出土しただけで、石器は出土していない。

第12号連携（第26・27図）

ほぼ円形のプランを呈するとみられるが、本遺構周辺では、中掫浮石が希薄であり、平面形

及び床面を明瞭に把握できなかった。

覆土出土の遺物は少量であるが、西壁際及び南壁寄りに多く、相互にレベル差をもっている。

接合資料は、磨消文様のある壷、無文の鉢があり、ほかに、遺構外出土のものと接合する資料

として、磨消文様のある鉢又は深鉢がある。いずれも後期のものである。石器は、西壁際から

完形のすり石が 1点、剥片が 4点、礫は、 2点出土した。
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第23図 第 1号遺構覆土出土遺物
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第14号遺構（第28図）

第 3号遺構（竪穴住居）によって、南東部を切られている。平面形は、ほぼ楕円形のプラン

を呈するとみられるが、明瞭には把握できなかった。柱穴も確認できなかった。

床面西壁際から、横転しつぶれた状態で完形の深鉢が出土している。磨消文様をもつ後期の

土器である。

覆土出土の遺物は、西壁寄りに多く、垂直分布と対比しても、遺構西側から、埋没過程にお

いて廃棄あるいは流入したものとみられる。早期と後期の土器片が少量、剥片 1点、礫 1点出

土したが接合資料はない。
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第 1層 暗褐色上 微砂、 中撤浮石を含む。炭化物を多量に含む。

B 暗褐色土 微砂、十和田b火山灰を多量に含む。

第24図 第2号遺構
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〈土　壙〉

第 6 号遺構（第29図）

平面形は不整な円形プランを呈

し、第Ⅴ層（南部浮石層）上面ま

で掘り込まれており、底面には細

かい凹凸がある。

底面中央からやや西寄りで、縄

文のみ施文された深鉢の破片が出

土したが、後期のものである。

土壙廃絶後は自然埋没したもの

とみられるが、遺構中央部に、浮

き上ったような南部浮石を含む層

が堆積している。覆土から早期及

び後期の土器片が少量出土してお

り、接合資料として、磨消文様の

ある鉢又は深鉢がある。

第 9 号遺構（第30図）

平面形はやや楕円状を呈し、第Ⅵ層上面まで掘り込まれている。底面は、中央がやや低くな

っている。

土壙廃絶後は自然埋没したものとみられるが、第 6号遺構（土壙）と同様、中央部に浮き上

ったような南部浮石を含む層が堆積している。

遺物は出土していない。

イ　Ｃ地区の遺構（第31図）

前述したように、Ｃ地区遺構群の分布する斜面上部では、第Ⅲ層（中掫浮石層）及び第Ⅴ層

（南部浮石層）を欠いており、表土下に薄い漸移層を隔ててすぐ第Ⅶ層（八戸火山灰層）があ

らわれる。従って、Ｃ地区遺構群の多くは、八戸火山灰層上面で確認したものである。

〈特殊竪穴〉

第20号遺構（第32・33図）

第23号遺構（フラスコ状土壙）と重複関係にある。本遺構精査中に第23号遺構を検出したた

．
 
．
 
．
 

第25図 第2号遺構覆土出土遺物
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め、新旧関係を示す土層断面図を作成できなかったが、第23号遺構内の堆積土を切って本遺構

が構築されているので、本遺構の方が新しい。斜面につくられているためやや歪んでいるが、

平面プランは基本的に円形である。八戸火山灰層を掘り込み、床面は一部高館火山灰層に達し

ている。壁の下半部に段を有し、段の上下で掘り込みの角度を変えているが、斜面下方の壁で

は、段がやや不明瞭になっている。全体に壁の傾斜が緩いので、竪穴の規模に比べて、床面積

が小さくなっている。壁が粗く掘り込まれているのに対して、床面は平坦でしっかりしている。

柱穴、付属施設等は確認できなかった。
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第 1層 暗褐色土 微砂、中撒浮石、南部浮石、炭化物を少晨含む。
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床面から遺物は出土していない。

覆土の堆積状態は、竪穴廃絶後、自然埋没した様相を示しているが、覆土出土遺物の垂直分

布は堆積土の流れに一致し、遺構中央部では、かなり床面近くまで達している。遺構北西側及

び西側から、廃棄あるいは流入したものとみられる。後期又は晩期の土器が出土しているが、

接合資料としては、縄文の施文された深鉢がある。いずれも近距離で接合したものである。石

器は剥片が 2点、礫は凝灰岩が 6点出土し、焼けたものが多い。

第21号遺構（第34・35図）

西半部が調査区外に位置するため、東半部のみの精査であるが、第20号遺構（特殊竪穴）と

同様、基本的に円形プランを呈するものとみられる。構造的にも第20号遺構とほぼ同様である
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第28固 第14号遺構覆土出土遺物
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第 1料 里褐色上 微砂、南部（名石を含む。炭化物少址合t、2
第 2層 II斉褐色上 徴砂、南部存石、中諏；学石、炭化物少般合も。

第 3料 II在褐色士 激砂、南部浮仁を含も。

．
 
． ． 

゜
2m 

第29図 第 6号遺構床面・覆土出土遺物

A
 

B
 

A
 

B
 

第 1層 黒褐色士微砂、南部＃石在合も'.

第 2層 暗褐色土 微砂、南部浮石、中！恥手石 を少祉含む。

第 3層 暗褐色十 微砂、 南部浮石を含む。

゜
2m 

第30図第9号遺構
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第 2層 暗褐色士 微砂、八戸火山灰、炭化物を微量含む。

第 3層 黒褐色土 八戸火山灰、炭化物を少量含む。

第4層 暗褐色土 微砂、八戸火山灰、炭化物を少量含む。

第5層 灰褐色土 八戸火山灰を多量に含む。炭化物を少量含む。
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第 lI蒋尼褐色上微砂c

第 2層黒褐色土徴砂。

C I) 
第 3層 里褐色土微砂、八戸火山仄を少凪合も，

第 4層 II乳褐色十^ 微砂、八戸火山灰合少景含す入

・表土 第 5層 II胄褐色土 微砂、八戸火山I火を含む，

第 6層 褐色土 徴砂、八戸火山灰を少鼈合も'cs

第 7層 暗褐色上 徴砂、八戸火山灰を含むリ

第 8層 II胄褐色十'. 1牧砂、八戸火山J:f,在多景に含む J

第9層 褐色L 徴砂、八戸火山阪を多雇に合む，

第10層 褐色上徴砂、八戸火山灰を含む。

第]1柑 褐色土 八戸火[[」I火を多景に合も。

第12層 灰褐色士 八戸火山I火左多量に合むく）

第Ll層 明褐色上 八戸火山灰を多用に含む J

- 第14層 灰褐色土 八戸火山I火を多蟻に含む．，

第34図 第21号遺構
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が、床面はかなり荒れており、床面中央部に柱穴状のビットがある。

床面から遺物は出土していない。

竪穴廃絶後は自然埋没したものとみられるが、覆土出土の遺物は、遺構北側の斜面上方から、

廃棄あるいは流入した状態を呈している。土器は後期又は晩期及び晩期のものが少量出土して

いるが、接合資料として、三叉文をもつ鉢、縄文の施文された深鉢がある。石器は、遺構中央

部から完形のすり石 1点、北東壁寄りから破損したすり石 1点が出土した。礫は凝灰岩が 4点

出土した。接合資料は、北壁寄りに多い。

第22号遺構（第36・37図）

平面形、規模、構造とも、第20・21号遺構（特殊竪穴）と基本的に差異がない。ただし、本

遺構では、壁上部で柱穴状のピットを 4個検出した。それぞれほぼ等間隔に位置し、上屋構造

を想定させるが、北西隅の 1個を除き、掘り方が荒れているため、明確に柱穴とは断定できな

い。また、西側の壁上端で落ち込みを確認し精査したが、やはり掘り方がだらだらしており、

一種の付属施設とみなすべきか、判断できなかった。

床面から遺物は出土していない。

竪穴廃絶後は、自然埋没したものとみられ、覆土出土の遺物は、主に遺構西側の斜面上方か

ら、廃棄あるいは流入した状態を呈している。垂直分布は、堆積土の流れに沿っており、遺構

中央部では、床面近くに達しているものがある。土器は、後期又は晩期及び晩期のものが少量

出土しており、接合資料として、羊歯状文の施文された鉢、磨消文様のある壷、縄文の施文さ

れた深鉢がある。石器は出土していない。礫は、 7点出土したが、凝灰岩が多い。

〈フラスコ状土壙〉

第18号遺構（第38図）

土層観察用トレンチのため、中央部をカットされているが、平面プランは、不整楕円形であ

る。第Ⅶ層（八戸火山灰層）を掘り込み構築され、底面は、ほぼ平坦であるが、かなり凹凸を

もつ。

土壙廃絶後、自然埋没したものとみられるが、壁をなす八戸火山灰の浮石質の部分が、堆積

土中にかなり崩れ落ちている。

遺物は出土していない。

第19号遺構（第39図）

第Ⅳ層調査用グリッドのため、南半部をカットされているが、平面プランは、ほぼ円形であ
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第36図

2m 
...J 

第 1層

第 2層

第 3)怜

D 

第4層

第 5層

VI 
第 6射

第 7料

第 8I竹

黒褐色上微砂。

暗褐色土微砂。

焦褐色土 微砂、八戸火山）火を少址含む。

炭化物を微斌に含む。

黒褐色土 微砂、八戸火山灰、炭化物を少星含む。

陪褐色士 微砂、八戸火山/tiを少址含む。

炭化物を徽址に含む。

褐色七 微砂、八戸火山灰を少拭含む。

炭化物を微l,tに含む。

褐色上 徽砂、八i'火山灰を多litに含む3

褐色土 微砂、八戸火山灰を少l,t含むヘ

炭化物を微：，しに含む。
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第37図 第22号遺構覆土出土遺物
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る。第Ⅶ層（八戸火山灰層）を掘り込んで構築している。底面は、南西－斜面下方に向かって

傾斜しており、全体にやや荒れている。

土壙廃絶後は自然埋没したものとみられるが、壁をなす八戸火山灰が、かなりブロック状に

落ち込んでいる。

遺物は出土していない。

第23号遺構（第40図）

第20号遺構（特殊竪穴）によって、東半部を切られているが、平面プランは、ほぼ円形にな

るものとみられる。底面は第Ⅷ層（高館火山灰層）まで、掘り込まれており、ほぼ平坦である。

土壙廃絶後の埋没過程において、八戸火山灰が、かなりブロック状に崩落している。底面直

A
 

第 1層 褐色土 微砂、南部浮石を少屈含む。
第2層 暗褐色土徽砂、南部浮石を含む。
第 3層 暗褐色土微砂、八戸火山灰を含む。
第 4層 灰褐色土 微砂、八戸火山灰を含む。
第 5層 灰褐色土微砂、八戸火山灰を多拭に含む。
第 6層褐色土微砂、八戸火山灰を含む。
第 7層 灰褐色土徴砂、八戸火山灰を含む。
第 8層 褐色土 微砂、八戸火山灰を多鼠に含む。
第9層 褐色土 微砂、八戸火山灰を少祉含む。
第10層 褐色土 微砂、八戸火山灰を多限に含む。

A
 B

 

゜
2m 

第38図第18号遺構
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上に有機質に富む腐植土が薄く堆積しており、この層から、完形の尖頭器が 1点出土している。

第25号遺構（第41図）

第27号遺構（フラスコ状土壙）と重複関係にある。本遺構を精査中、第27号遺構を確認した

ため、新旧関係を示す土層断面図を作成していないが、第27号遺構内の堆積土を切って構築し

ている本遺構の方が新しい。平面プランは、ほぼ円形である。第Ⅷ層（高館火山灰層）まで掘

り込まれており、底面は、ほぼ平坦である。

土壙廃絶後は、自然埋没したものとみられ、その過程で、八戸火山灰の主に浮石質の部分が、

多量に落ち込んでいる。また、壁際に、高館火山灰の崩落がみられる。

遺物は出土していない。

第27号遺構（第42図）

第25号遺構（フラスコ状土壙）によって、北東部を切られている。平面プランは、円形になる

とみられるが、ほかのフラスコ状土壙に比べて、かなり規模が小さい。底面は、高館火山灰

B 

A 
第 1層暗褐色土微砂。

第 2層 暗褐色土微砂、八戸火山灰を含む。

第 3層 褐色土 徽砂、八戸火山灰を多益に含む。

第4層 灰褐色土 八戸火山灰を多屎に含む。

゜
2m 

毬淡i

第39図 第19号遺構
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層上部につくられ、ほぼ平坦であるが、中央部がややくぽんでいる。

覆土の堆積状態は、土壙廃絶後、自然埋没した様相を呈しているが、底面直上に、崩落した

火山灰の薄層を挟んで、有機質に富む腐植土が堆積している。

遺物は出土していない。

第28号遺構（第43図）

平面プランは、ほぼ円形である。八戸火山灰層を掘り込み構築されている。底面は、ほぼ平

坦であるが、かなり荒れている。精査した範囲では、他のフラスコ状土壙にみられるような開

口部を欠いている。
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I 
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゜
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c:o I 
....J 

第 1層黒褐色土微砂

第 2層 暗褐色土微砂、炭化物を微足に含む。

C D 第 3層 明褐色土 徽砂、炭化物を微量に含む。

第4層 暗褐色土徴砂、八戸火1!1/1<を少旦含む。

炭化物を微拭に含む。

第 5層 褐色士微砂、八戸火山灰を少量含む。

炭化物を微量に含む。

第 6層 褐色十． 微砂、八百火ii)/火を多量に含む。

炭化物を微量に含む。

第 7層 暗褐色土徴砂、八戸火山灰を少最含む。

第8I怜褐色土 八戸火山灰を少景含む。

第9層 暗褐色土微砂、八戸火山灰を少且含む。

第10層褐色七 八戸火山灰を多鼠に含む。

第41図 第25号遺構
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土壙廃絶後は、自然埋没したものとみられるが、その過程で、八戸火山灰が、ブロック状に

崩落している。また、後期又は晩期の土器片が少量出土したが、底面近くに位置するものもあ

る。

〈土　壙〉

第24号遺構（第44図）

第Ⅲ層（中掫浮石層）上面で検出した。円形のプランを呈する。第Ⅴ層（南部浮石層）上面

まで掘り込まれており、底面は、北東に向かって傾斜している。

土壙廃絶後は、自然埋没したものとみられる。覆土から、礫が 3点出土したが、いずれも焼

けたものである。
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第 1層褐色土微砂ヘ

第2層褐色土徽砂、八巨火山灰を

少景含む。

第 3層 明褐色士微砂、八戸火山灰を

含む。

第 4層灰褐色土微砂、八戸火山灰を

少贋含む

第5層 灰褐色土 1敗砂、八戸火山灰を

含む。

第 6層 明褐色土微砂、八戸火山灰を

I 知第 7洒 黒褐色土微妙、八戸大山灰を

,jノヽ 旱早Z，o む。

゜
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第42図第27号遺構
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第26ａ号遺構（第45図）

第26ｂ号遺構（土壙）と重複関係にある。セクションから判断するかぎり、本遺構の方が新

しいものとみられる。平面プランは楕円形である。八戸火山灰層を掘り込んでつくられている

が、底面は凹凸が激しく荒れている。壁面は、部分的にオーバーハングした状態を呈している。

廃絶後、自然埋没したものとみられる。

遺物は出土していない。

第26ｂ号遺構（第45図）

第26ａ号遺構（土壙）によって、その大部分を切られており、全体形は不明である。

遺物は出土していない。

第29号遺構（第46図）

平面プランは円形である。底面は第Ⅶ層（八戸火山灰層）上部につくられ、ほぼ平坦である
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第43図 第28号遺構覆土出土遺物
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が、かなり荒れている。

廃絶後は、自然埋没したものとみられる。

遺物は出土していない。

（工藤　大）
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蒋怨翠や..:;a....す…サ•······ ぷ•：必：各：翠：殻：❖:•:心：·ふ••
第1層

第2層

第 3層

第4層

第 5層

虫褐色I:

里褐色士

暗褐色上

賠褐色七

暗褐色土

_:;:;.;,•.·.· 
.·.·.•.•:-:-:- ill >:-:-:-:-----・ 
・心．：

Na 

・----Nb 
微砂、南部浮石を含む。炭化物を徴冦含む

徴砂、南部浮石，炭化物を1敗砥含む 。
徴砂、中1販浮石を多歴に含む。南部浮石、炭化物を激肘含む＾
徴砂、南部浮石を含む。埃化物を微埜含む。

徽砂、南部浮石を多塁に含り炭化物を徴蜻含む。
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第44図 第24号遺構覆土出土遺物
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叫
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第45図第26a・b号遺構

A
 

A
 

B
 

第 1層 褐色土徽砂、八戸火山灰を少旦含む。

第 2I曽 褐色土 微砂、八戸火山灰を多量に含む。

第 3層 暗褐色士微砂、八戸火山灰を多祉に含む。

゜
2m 

第 1層 黒褐色土 徽砂、八戸火山灰を少鼠食む。

第 2層 賠褐色土微砂、八戸火山／火を少塁含む。

第3層 暗褐色t 微砂、八戸火山灰を多星に含む。

゜
2m 

第46図第29号遺構
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（3）出　土　遺　物

ア　土　　器

第Ⅰ、Ⅱ層から出土した土器は、遺構内の床面及び覆土並びに遺構外の遺物包含層のものに

大別して記載する。本来、遺構に伴い時期を決定する遺物は、竪穴住居跡においては、床面上、

ピット内、焼土、炉跡などから出土した土器に限られるが、整理作業の都合で、各遺構の覆土

から出土した土器も併せて図示してある。

出土土器のうち本書で図化したものは、完形

品、復原した土器及び器形、文様等の観察が可

能な破片である。個々の土器の観察所見は、観

察表によって記載する。また、土器分類基準は、

第 5 表のとおりに大きく分けて、更に細分した

第Ⅲ群土器については後節で述べる。

土器分類表、土器観察表について

1 土器分類表の（ ）は、該当型式名が不詳あるいは時期を決定する特徴を欠いているが、

比定できる類を一括した。

2 完形　　完形品及びごく一部分を欠損している土器。

3 復原　　復原して器形の1/3以上を把握できる状態の土器。

4 口縁部　口縁部から胴体部までの破片。

5 胴体部　口縁部及び底部（台部）を欠損した破片。

6 底部　　底部から胴体部までの破片。

7 台部　　台付土器の台部の破片。

8 不明　　極細片あるいは剥離によって部位が不詳な破片。

9 外面施文のⅠ、Ⅱａ、Ⅱなどは、山内清男氏が提唱している文様帯の部位を示す。

10 観察表中の（ ）は、推定値、×は現存値、分類表中の〈 〉は推定個体数を示す。

Ａ　遺構出土の土器

床面及び覆土から遺物が出土した遺構は、第 1、 2、 3、 6 、 7 、10、13、14、15、20、21、

22、28号（現地でのNo.）である。出土した土器は、本書において第Ⅰ群から第Ⅳ群までに分

類したものである。

以下、遺構出土の土器については、各遺構ごとに土器実測、拓影図及び分類表、観察表で図

示する。

第5表 出土土器分類表

~ ＼ 状
笥 If,f(旱期） 第II群訟： 第Ill群（後期） 第N肝 II免囮i:

l紐2類31/14船5!Aat l雑2類 叶 ll≪2傾3!/i4Wit l類2類.1祁計

し（蛍ム i,,A、 贔 縄無沈底 大大撚姜
穀斎 沢 :i11d店P 線 消

洞 iJol
出 [l 

A I 文系 堂 V 縄 B C 縄文
- II式 ー式 l!i 文文 文文 式式

完 形

復 原

口緑部

部胴体部

底部

位庄ロ・把1

不明

計

個体数
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第 1 号遺構出土土器（図版42、44）

床面上から完形土器 2点（第47、48図）と覆土から破片が 4点出土した。出土土器の分類と

図示した土器の観察結果は、第 6、 7表に示した。

第 2 号遺構出土土器（図版44）

土器は、覆土から破片のみ 4点出土した。図示できる土器は、第48図 3 の 1 点である。分類

別数量は第 8表、観察表は第 9表に示した。

第 3 号遺構出土土器（図版42～47）

床面上及び覆土から第Ⅰ群並びに第Ⅲ群土器の完形品、復原できたもの17点及び約500点の

破片（第49～58図）が出土した。床面上から出土した土器は、組成関係を把握できるものであ

る。分類及び部位別の数量は第10表に、また、土器観察表は、第11～15表に示した。主な接合

関係は、第 7 、10、13、14号跡の覆土の土器及びＣ－ 4 、Ｃ－ 5 、Ｄ－ 6 、Ｅ－ 4 、Ｇ－ 7 、

Ｈ－ 4、Ｈ－ 5グリッド出土の土器である。

第6表 第 1号遺構出土土器分類表

ロ
第 1 群（片＇期） 第 II群（前期） 第 Ill 群（後期） 第 W 群（晩期）

lドfl 2岱II :lfl, 4{/{ 511{ 1類 2類 ］類 2類 3類 4類 l類 2類 3類

（嬰望）（誓点）合r(委繁）沿焚 阜v稲紐田 （ ） 卜腰 1人I N 群 人測
B大C洞式B式

,t ti 縄文 無文 沈楳文 塁塁 計 ＝叉文
羊歯 ；夏 計状文

,フ,し, 形 2 2 

復 原

11 緑部 I 1 2 

部伽If本部 1 1 2 

底 部

付けII.把手

不 明

,ii・ I I 2 4 

侶」（本数 1 I 4 6 

第 7表 第 1号遺構出土土器観察表
単位 cm

挿図 図取

『+
器侶 器 LJ 底 汲 内向 その他の特徴 分類

大 外面地文 備 f; 

香号 番り 現状 高 怪 径 径 翌序 u仔部 底部 その他 群 l'A

47図 41 1宋 這冦F I Ile-'f牙i!l'i消縄文 接合柏 廂なし

135 4J lJ 93 卜げ1氏 III 4 g 

-1 -1 号面 元 Ii II一人祖状磨消縄文 残 It 底面まて縄文あり 底

4K図 42 )lj' 小鉢 Iーキ行Ii状縄文 横 福なし

111 123 44 123 lけ底 [TI 4 g 炭化物内外面に付名

-1 -2 万ロ阻-・l 元形 11, JI一人祖状序消縄文 縦 B器彬

44 l覆 小鉢 I II,-平行刈状縄文
111n, 横 術なし III 4 i 

-2 -9 号土 n a IIー入紐状磨消縄文
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1の展開模式図

゜
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10cm 

第47図 第 1号遺構出土土器実測図
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第 6 号遺構出土土器（図版48）

第Ⅰ群 3類土器 3片と第Ⅲ群 1類、 4類土器12片計15点13個体が、壙底面と覆土から出土し

た。完形品はなく、図示できる破片は 3点（第59図）である。分類別の数量は第16表、土器の

観察所見は、第17表に示した。

第8表第2号遺構出土土器分類表

>
第 I 群（早期） 第 II群（前期） 第 III 計（後期） 第 1V 群（晩期）

1 t頁 2 委員 3 委ri 4 t良 5 菜月 ］類 2類 1類 2類 3類 4類 ］類 2類 3類

（嬰訂（閃訊合f(要閲度蟹 買凰( ) +膀|人l N 群 大B式i伺 B大C洞式

吋 ~I 縄文 無文 沈楳文 霊塁 計 三叉文 点慶 ；度 ~I 

完 形

復 I京

口緑部 I 1 

部枷］体部 3 3 

底 部

位叶n• 把手

不 明

JI 3 1 4 

個体数 2 1 3 

第9表 第2号遺構出土土器観察表
単位 cm

●取
大
任

底

径
n

径

器

高

形

状
器

現

層

位
遥
構
名

暉

印
仰

釦 外 面 砲文 I I I I I I I I I面
内向I その他の特徴 I分類

調整In 竹音'I底部Iその他 I群I類
名

叫引 44 12覆I狂「1

-3 1-101号tlu縁
(8.il) I.Ilaーキff磨肖縄文 (LR) I 横 I横割突起付 ml 41 f 

第10表第3号遺構出土土器分類表

口
第 1 群（早期） 第 II群(jiJ期） 第 III 群（後期） 第 N 群（晩期）

I t~ 2 哀且 3 塁j/ 1 ! 且 5 r月 l類 2類 1類 2類 3類 4類 ］類 2類 3類

（文叫系 （蛍A沢ll) ム1) 1/ I (文条痕系） 堂赤御式 早v稲類田 ( ) I 腰内 N 群 大B式油］ R大C洞式

討 註 縄文無文鵡文誓嬰 註 二叉文： 状羊文出 撚縄文糸 計

完 形 1 1 1 6 

復 原 1 4 1 5 11 

n 縁部 2 2 
(12〉 く 5) 〈26〉 (43) 
17 5 33 55 

部 胴体部 29 29 
<105> (42) (86) <233) 
245 44 92 381 

底 部 I I 8 4 4 
(16〉
16 

位 沖ロ・把T

不 明 69 I 4 74 

叶 32 :12 339 54 129 S22 

個体数 3 29 3 29 199 60 1 124 384 
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 10cm 

第49図 第 3号遺構出土土器実測図 (1)
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第50図 第 3号遺構出土土器実測図 (2)
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第51図 第3号遺構出土土器実測拓影図 (3)
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第52図 第 3号遺構出土土器実測拓影図 (4)
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第54図 第 3号遺構出土土器実測拓影図 (6)
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゜
1 : 3 10cm 

第57図 第 3号遺構出土土器拓影図 (9)

第II表 第3号遺構出土土器観察表(I)
単位 cm

挿図 因版 遺層 器形 器 日 底 最 内面 その他の特徴 分類
構 大 外面 施 文 傭 考番号 番号 名位 現 状 高 径 径 径 調整 ロ唇部 底部 その他 群類

49図 44 3床 深 鉢 I lh-平行磨消羽状縄文 横 2個ll且 2 押しJ lO 14号一C-45 
235 26 0 8 0 26 0 1個 2 A器形 ill 4 e 

-1 -12 号面 復原 II一材状縄文 斜 ダ 交五突起 げ底 H-4と接合

41 3床 小 鉢 平藷 やや
IO 3 137 4.2 137 0段多条 ・LR・RL羽状縄文 横 上げ底 ffi I c 二次火熱有

-2 -4 号面 完形 肥厚なし 気味

42 3床 長頚壺 横 押し上
!6 0 72 30 115 無文（全面研磨） 平は m 2 b 

-3 -6 号面 完形 縦 げ底

43 3床 庄口 I Ila-平行磨消縄文 （剥熊） 肘部瘤付2個 注口甚部
72 55 104 縦割突起4個 m 4 d 底部をアス7ァルト-4 -I 号面 完形 II一連孤状磨消羽状縄文 丸底 小橋状把手1個 ト状で補修

42 3床 注 n 小印注日下瘤付 注口の反対側に小橋8 1 5 0 87 無文（全面研磨） 不 良 小突起4個 丸底 丸底胴体部に 2個l対 Ill 2 a -5 -5 号面 完形
酋付 状把手

50図 44 3床 台付 横 2個l対
浅鉢 128 151 8 8 15.2 I Ila-平行磨消縄文 m 4 1 

-1 -11 号土 復原 「寧 横割突起411!

44 3覆 '- 横
注口 47 23 14 52 撫文 縦割小突起3個 器形雑． 歪 ID 2 a 

-2 -1 号t復原 糾め

44 3覆 ミニ鉢 横
15 2 9 09 29 撫文 器彩雑． 歪 m 2 b 注口のみ

-3 -2 号士 光形 斜め
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第12表 第 3号遺構出土土器観察表(2)
単 位 cm

挿図 M載 遺層 器形 器 「l 底 最 内 柑l その他の衿徴 ヶ) lit訊
構 大 外面施文 節 Y, 

番号 番号 名位 現状 高 径 径 径 閥 序 口 'i 部 斑部 そ の 他 群 類

5討図 44 3覆 ミ ニ 横
浅鉢 34 7 8 34 79 無文 キ緑 11•1体部U[ ヽ低状把 J Ill 2 , 

-4 -3 号十一完形 料め

42 3覆 小 鉢 横
II 8 131 45 135 LR多条縄文 肥厚気•t B器彬 Ill 1 , 

-5 -3 号」 復~ 原 縦

44 3覆 ミニ鉢
35 65 27 65 無文 横 平棟 111 2 b 

-6 -4 号土 復原
斜 ダ）

44 3覆 台 1寸 横
浅 鉢 (42) 10 I 101 I Ilaーキ行沈線＋磨消縄文 縦割突起01 111 3 b 

-7 -5 号土 口 籍 名＋め

44 3覆 ミ ニ 横
浅鉢 41 76 16 76 撫文 丸底 Ill 2 b 

-8 -6 号士 復原 合; " 

44 3覆 ミニ四

脚付鉢 53 72 36 72 無文 小突起!OlllfJ、1 ［月脚什 終形雑 Ill 2 a 抑沿を久（
-9 -7 号上 復原

50 44 3覆 ミ ニ I lla-2条l組の平行入組状縄文
-10 

長預壺 68 23 13 48 上げ底 ミニァチュア 「I3 , 
51 -8 号I: 復 1点 II一）注文沈線浅いl-] 

51図 43 3覆 台付鉢 特りIJ椙割突起 5個 台経
70 16 5 75 165 I IIー半行入紐状庶消縄文 小突起相互忙墳 Ill 4 g 

-2 -s 号土 復原 念人 5個 2cm 

43 3覆 台付 台硲 器1村1Hi-H形の刺突を
浅 体 8 7 99 73 99 I Ila II一平行序消縄文 横割突起4糾 Ill -1 f Ll討％な、

-3 -5 号土 復原 6げ 円杉：虻す

47 3床 台付鉢
(22 8) I lla-f行磨消羽状縄文 横 III~f 

-4 -1 号雁lロ 棟

47 3覆 台付鉢
I Ila-'fir磨ii'i材状縄文 Ill 4 f 

~5 -6 号土 Cl 籍

47 3覆 台付鉢
(254) I Ila一平行序消羽状縄文 横 Ill 4 f 

-6 -3 号土 D 緑

43 3覆 台it鉢 9」、刑'~ 
9.8 Il-0I'fi入紐状1岱消縄文 lll 4 g 

-7 -7 サ土 台 台付袢

47 3覆 台付鉢
132 II一平h磨消材状縄文 横 Ill 4 f 

-8 -2 号七 台

52図 43 3覆 台付 横 三条1糾7)匁＇み 脚森 粒内'"'一縄文を円形：こ
浅体 93 116 84 116 Ila II-I而序消縄文 斜め III ,! f 

-1 -6 号七 復原 人含甘 6cm 施文

44 3床 台付 椙

浅 体 122 128 IIー入船凜消j;J状縄文 枇 Ill 4 g _, 
-13 号面 台 料 f

43 3床 台付鉢 大 I''
112 II一平行人紐状序消罷文 Ill 4 g 

-3 -9 号面 合 今付鉢

47 3覆 台付鉢 椙
:220 I Ila-'/'行序消；J;J状縄文 Ill 1 f 

-4 -4 号i n枯 組

47 3床 台付鉢
I Ila lfl哄消材状縄文 横 Ill 4 f 

-5 -5 サ面 l」蘇
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第13表 第 3号遺構出土土器観察表(3)
単位 cm

柏図 図版 遺'Ii席彬 苫 Ll 底

> Iり向 その他の特徴 分類

t仁 外伯l 苑文 備 ~ 
番り 番号 現 11、 呵白~ 径 i> 調整 ロ苔部 底部 その他 詳梵

5,1同 43 3覆 ;t ll 現
120 1211 Ilb II-? 行入紐状磨消縄文 入念 注n-n縁部欠 上げ底 桐休部に貼瘤3個 Ill 4 g 

-1 -2 号十 麻 81 

ぶ' :1床 ;+「l 横 1山形小突起
106) I !fa-平行磨消縄文 III 4 f 

-2 -3 号面 ロ孜 4個

B :, 覆 i±LJ 横割山形小突起
(106) I lh一平tr麿消縄文 m 4 r 

-:l -4 り土 n緑 4個

-j 46 3覆 庄 □-6 IIー入船I,爵肖羽状縄文 不良 胴体部瘤41固 Ill 4 , 
4; 

-5 -; 号1 11, f本

47 3覆 名付鉢
IIー入船1:隠糾4状縄文 横 m 4 g 

-(i -9 号!・ 阻体

4; 3覆 深鉢
I Ila -i,. 紐状磨消縄文 横 A器形 m 4 g 

-7 -; 号t. u 討

541対 4り 3覆 深鉢 横
281 181 RL多条縄文 平抹 III 1 a 

-1 1 号t II 球 斜め

45 3覆 ，桑~ 鉢

:251) LR多条縄文 横 B器彬 III 1 , 
-2 - ., 号1 口秘

41 3覆 深鉢
',44 11, LR縄文 横 半柑肥厚 煤状炭化物 Ill 1 a 

-3 ， 岳土 u 緑 B器形

45 1覆 If 鉢 横
i:l511) RL単ふ絹文 肥国 B器形 III 1 a 

-4 -3 号t ロ緑 縦

45 3覆 小鉢
140: RL縄文 横 B届形 III 1 a 

-, -6 号:i U 註

45 3覆 小鉢
(1511) IR縄文 横 B器I! Ill l a 二次火熟有

-6 -7 号土 n縁

45 3蹟 深~ 鉢

縄文：原休') 横 平底 111 I b 
; -8 号土 脹］体

45 3覆 深鉢
94 RL縄文 l横．鉗立1 Ill l , 

-8 -11 り土 底

45 3覆 深鉢
LR多条縄文不特定） 横 B器形 Ill 1 b 

-9 -10 号l I~I本

5認 1i 3覆 深鉢 横
(470) IR早斜縄文 肥旧 B器形 III 1 a 

-I -4 号j 日枝 紅

46 3覆 深鉢 I Ila 刈状縄文
(210 横 Ill 4I  ・ 

-2 -:, 号1 LJ 投 IIー入紐状磨消羽状縄文

45 :1覆 深鉢
:2:-i o:: LR多条縄文 横 B器形 III 1 a 一次火熱村

-3 2 号土 U 縁

iiiドI46 3覆 合付鉢 横
(:l2ili I Ilaーア行鹿消羽状縄文 III 1 f 

-I 
-,, 
号十 ［］練 縦
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第14表 第3号遺構出土土器観察表(4)
単位 cm

挿問 図版 遺層 器形 器 口 底 最 内面 その他 の特徴 分類
構 大 外面歴文 傭 考

番号 番号 名位 現状 高 径 径 径 調整 ロ唇部 底爺 その 他 群類

5硲 46 3覆 壺
21 0 IIー入紐状磨消羽状縄文 雑 Ill 4 g 

-2 -5 号土 刷体

46 3覆 深鉢 （底面
(67) IIー入組状磨消羽状縄文 Ill 4 g 二次火紙有

-3 -4 号土 底 欠I
： 

57図 3覆 深鉢 横
(455) RL単節糾縄文 平緑肥厚 B器形 III I a 

-1 号土 ロ縁 縦

第15表 第3号遺構出土土器観察表(5)
単位 cm

挿図 図版 遺層 器形 晋 ロ 底 最 内面 その他の特徴 分類
揖 ＊ 外面旅文 偏 考

番号 番号 名位 現状 高 径 径 径 調整 ロ唇部 底部 その他 群類

5咽 47 3覆 深鉢 Iー斜沈線 （鋭角的） 斜 内面条痕
224 鋭角的 切り込み I 3 

-1 -10 号土 日縁 Ilaー斜位連紐沈線 内面沈線 紅色・焼成貶緻

47 3覆：深鉢 外面赤褐暗赤褐
平行・格千状の微陪起線文 I 3 

-2 -11 号土 胴体 内面煤状炭化物

47 3覆 深鉢 外面赤褐・暗赤褐
平行 ・格子状の微怪起線文 I 3 

-3 -13 号土 胴体 内面煤状炭化物

匡 巨覆 深—鉢
P2ll l 条痕文 条痕 I 3 接合

-4 -14 号土 桐体 P.273 

47 3床 深鉢 外面赤褐・陪赤褐
条痕文 I 3 

-5 -12 号面 胴体 内面煤状炭化物

47 3床 深鉢 外面赤褐・暗赤褐
条痕文 l 3 

-6 -15 号面 胴体 内面煤状炭化物

46 3覆 深鉢 煤付
(20 5) I Ila一連孤状磨消縄文 横 肥耳 D械波状 Ill 4 d 

-1 -1 号土 日緑 花弁形 5 

第16表第6号遺構出土土器分類表

>
第 1 群（早期） 第 II群（前期） 第 M 群 （後期） 第 1V 群 （晩 期）

］類 2類 3類 4類 5類 I類 2類 l類 2類 3類 4類 I類 2類 3類

（嬰繋）（哭臀）合t(委塁）閤製 言() 十 腰内 N 群 大B涸式 B大C洞式 （晩期）

計 計 縄文無文力梨文羹嬰 ~t 三叉文 状羊文歯 撚縄文糸 計
完 形

復 原

口縁部 2 2 4 

部胴体部 3 3 6 2 8 

底 部

位注ロ・把手

不 明

計 3 3 8 4 12 

個体数 I I 8 4 12 
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a
 

aー内面

bー外面

a
 

2
 
b
 

a
 

6
 

゜
1 : 2 10cm 
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b
 

第58図 第 3号遺構出土土器実測拓影図 (10)

第17表 第 6号遺構出土土器観察表
単位 cm

挿図 図版 ~: 器形 器 LI 底 ; 内面 その他の特徴 分類
外 面施文 傭 考

番号 番号 現状 高 径 径 調 整 日唇部 底部 そ の他 群難

59問 48 6底 深鉢
(25 0) RL複節縄文 横 III 1', 

-1 -1 号面 ロ 縁

48 6覆 小 鉢 I II, ー無文
(130) 横 Ill 4 i 

-2 -2 号土 口 縁 IIー半行序I肖縄文

48 6覆 深鉢 浅 い 外面ー黄橙色色化•・砂物黒付,混色J避合炭苅三□月状連絞剌突文T微怪起線文
内面一灰黒

I 3 3片接合
-3 -3 サ土 脂I体 条狼
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第59図 第6号遺構出土土器拓影図
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第 7 号遺構出土土器（図版48）

第Ⅲ群 1、 2 、 4 類土器が、完形品を含めて48個体58点が、床面及び覆土から出土した（第

59、60図）。分類別、部位別の数量と主な土器の観察所見は、第18～19表にまとめて示した。

完形品と復原して器形の全体を把握できる土器が 7個出土した。ミニァチュア形土器と無文

土器が多いことが特徴である。

第18表 第 7号遺構出土土器分類表

>
第 1 群（早期） 第 II 群(HiJ期） 第 III 肝 （後期） 第 1Y 群 （晩期；

］類 2類 3類 4類 5類 l類 2類 l lli 2 rn 3類 4 Iii I tfi 2類 3類

（閏翠）（哭;Dfi'1 (委悶）度開 胃() 十 腰 [hj IV 群 大B式珈l 大詞
BC式

Jt 言I 縄文 無文 沈線文 喜塁 註 三又文 >? :i 計
.元.. 

形 2 2 

後 原 1 :J 4 

ロ 縁部 6 3 4 13 

部 胴体部 27 5 11 4:l 

底 部 2 ') 

位 注ロ ・把手

不 明

計 :l3 8 17 58 

個体数 28 12 7 48 

第19表 第7号遺構出土土器観察表(1)
単位 cm

挿屁 I~ 恥 渭H器 形 器 u 底 t |休l面1I ぞ の他の特 徴 ';/ ti. 
構 外 ［川 施文 f,i 月

番号 番号 名位 現 状 高 径 がは(. 脊 講I•.欠 LJ 柊部 ＇｝）（ 部 そ の 他 併"

6咽 48 ;rj、長頚存 横
123 5 8 36 8 l 無文 ーぶ火熱h Ill 2 b 

-I -4 号面 完彬 針め

48 71未 、一 冠付 Jft!I 
注 11 13 48 年文 雑 Ill 1 a 

-2 -5 号面 底 じ和1離

48 7覆 ミニ鉢 横
i 251 18 位文 Ill 2 b 

-:l -6 号t 狐 針 ダ

48 7覆 ミ ニ 横
itロ 40 21 14 45 証文 Ill 2 t 江u部欠

-4 ~7 号オ~ 完形 全し ク）

48 7覆 ミニ鉢 小窄文凶
3:, '58i 18 58 無文 雑 Ill 2 , 

-5 -8 号t復 1月、 頃離｝

48 7覆 ミニ林
2r, 1621 28 i 62) 佃文 対 III 2 b 

-Ii -9 g」 仮「原

48 7覆 ；；； 
95i I lh―平行＇詳消］：］状縄J_ 横 III l f 

-i -Ill 号l 日 稼

48 7覆 深鉢 梢
18 5 246 62 249 嵐文 針 か R器,t Ill 2 b 

8 -11 号上 復原 雑
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第60図 第 7号遺構出土土器実測図 (1)
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第10号遺構出土土器（図版48～50）

第Ⅰ群 2 類、 3 類土器 4 片、第Ⅲ群 1、2、 4 類土器が25個体30点出土した（第62図）。分類

別、部位別の数量及び主な土器の観察表は、第20表と第21表に示した。

遺構の約50％より調査していないため土器組成は不確実な要素を含んでいる。また、第Ⅰ群

土器も 4 片含まれている。Ｃ－ 4、5 グリッド出土の土器と接合、又は同一個体の土器がみら

れる。主体は本書における第Ⅲ群土器である。

挿図 隣h
闘構名位 II 1 器 形

器

番号 番号 現状 灼

61「~ 48 
7サ覆lI 1I 深鉢

-L -12 口該

48 7覆，菜鉢

-2 -i:,I号上 [J 縁

!8 7覆 深鉢

-.1 --14 号」・, u i,、

口 1' 底
径径

260' 

(210)1 I 

,22: I I 

0 1 : 2 
I I I I -

第61図 第 7号遺構出土士器拓影図 (2)

第19表 第 7号遺構出土土器観察表(2)

最 内面 その他の特徴

大 外 flu 徳文
径 脚杯 n 唇師 底部 その他

横

RL龍文 肥げ B器杞

A 含

Rし縄文 横 肥固 B器形

横

RL縄文に巽節混る 肥団 B器形
人を

第20表 第10号遺構出土土器分類表

第 1 群ば戸期） 第 II群i前期） 芍 III 桁f (後期）

口1 fit 2 tit ふ委良 4菜ii 5 f且 1類 2知 1 委R 2 ぶ頂 3 委頁 4 虔頁

（文具殻系） （蛍A沢n)ム')ンI (文条狼系） 亦常祖式l 早v稲類田 ( ) ト腰内 1V 群

計 叶 縄文無文 1噂文塁塁 計

完 形

復 原 1 I 

口籍~ 部 1 1 2 3 5 
部
胴体部 3 3 15 ， 1 25 

底 部

注 n• 把手
位
不 明

計 I 3 ,1 17 12 1 :io 

個体数 l :; 4 13 11 .] 25 

10cm 

単佼 cm

分罰

LLII 考

群問

Ill 1 a 

Ill 1 a 

Ill I , 

第 1V 群（晩期）

］ 類 2 類 3 度頁

大洞大測
B式 BC式

三叉文 状">'歯文 撚縄糸文 計
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第62図 第10号遺構出土土器実測拓影図
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第12号遺構出土土器（図版49、50）

覆土から第Ⅰ群 2類 1 片、第Ⅱ群 1類とみられるもの 2片、第Ⅲ群 1、 2 、 4 類土器が 6片

4個体出土した（第63図）。分類別、部位別の数量及び土器観察結果は第22表、第23表に示した。

第21表 第10号遺構出土土器観察表
単位 cm

挿図 図出 迅屑 器形 器 LJ 底 紋 内前l その他の特徴 分類

構
在

外 ilii 施文 信 月
番号 番号 名岱 現状 高 径 il 森 l;< 口柊部 底部 その他 計傾

62同 50 JO覆 小鉢 横
96 136 43 142 RL縄文 B器形 Ill l a 二次火熱有

-I -1 号」．復原 針ダ）

49 10覆 小鉢 横 2侶l絹横・,¥11 二次火銭有
136 176 54 182 無文 料灼 ドf底 Ill 2 , 

-2 -2 号土 復原 入念 小突起4絹 A器形

48 10撹 深 鉢 横
121 01 RL縄文 B器形 Ill I a 

-3 -15 号土 LI 縁 縦

48 IO覆 ミニ壺
(4 0) 1 0 蕊文 横 ト:If底 Ill 2 b 

-4 -Ii 号.L 底

48 10覆 ミニ鉢
(5 0) 8 4 84 無文 箭 中緑 Ill 2 b 

-5 -16 号土 「l社

48 JO覆 深 鉢
12101 細文 11mしの沈粒 l条） 横 折込し状 B器形 Ill 2 b 

-6 -19 号」． u積

48 10覆 小体
I 7 8! RL縄文 i科位一税1立変化） 横 Ill 1 , 

-7 -18 号十一 口枯

48 10覆 深 体 貝殻腹粒横位 ・斜位交紆 斜位 叫少徴廿の薮維を含t・
尖底 (2441 刹離 I 2 

-8 -20 り土 「I舘 押引差文 連粒刺突般 賠赤褐色 焼成・堅緻

48 IO覆 深 鉢 黄橙色 l灰褐色
間隔叫欠い条痕 条恨 I 3 

-9 -21 号土 刺休 焼成・竿傲

第22表 第12号遺構出土土器分類表

， ~ 分翔
第 1 群 （早期） 第 FL群（前期） 第 Ill 群 （後期） 第 N 群 （晩期）

I知 2没Ji 3類 4類 5頚 l Ui 2類 1 lfi 2 Iii 3類 4類 1類 2灯(3類

（斐撃）（突臀）合'(委繁）念哭 悶噌（ ） 十 腰内 IV 群 大 ii•/ BkC加式］ 
B式

計 計 縄文無文碑文誓度 計 三叉文 状羊 文歯 撚縄文糸 計

-プ~ , 形

復 原

ロ縁部 l 1 

部胴体部 l 1 2 2 3 2 5 

底 部

位注n-把手

・イヽ 明

計 1 j 2 2 3 l 2 6 

個体数 1 I 2 2 2 1 I 4 
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第13号遺構出土土器（図版49～52）

第Ⅱ群 1類とみられる土器 3片、第Ⅲ群 1～ 4 類土器537点429個体及び第Ⅳ群 1類17片 1 個

体が出土した。分類別、部位別の数量及び土器観察結果は、第24表及び第25表に示した。第Ⅲ

群土器には、完形品、復原して器形を把握できるものが 6個体（第64～70図）あるが、いずれ

も覆土から出土した。

5 

第63図 第12号遺構出土土器実測拓影図
1 : 2 

第23表 第12号遺構出土土器観察表

挿包 同版 逍層 器彬 器 口 底 ! 内面 その他の特徴
棋 外而施文

番号 番号 名位 現状 硲 径 径 径 調整 日笞部 底部 その他

f;J回 49 11覆 尖底 暗赤褐色焼成良
深 鉢 貝を月腹縁押弓1文 剌離

-1 -4 号t→ 桐 休 粗砂，I稔を含も

49 12覆 深 鉢 赤9阻褐黄橙色紐砂
0段多条LR縄文 横 浮石層を含むC 裁維微

-2 -5 号上 桐休 祉含む

49 12覆 深 鉢
（）段多条LR縄文 横 火紙

-3 -6 号土 脂，体

49 12買 台付江 横
248: 血文 小突起

~4 -2 号土 口蘇 雑

50 12覆 深鉢
65 I Ila一平行磨消羽状撚糸文 横 平桔

-5 -2 号土 ロ 桔

49 ］凋 深鉢
II一八糾ll状序消縄文 横

-6 -3 号土 胴体

分類

肝 l!

I 3 

II 1 

11 I 

III 2 a 

III 4 g 

Ill 4 h 

6 

10cm 

単位 cm

偏 考
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第24表 第13号遺構出土土器分類表

分類 第 I 詳 （早 期 ） 第 II群（前期） 袷 Ill 群 （後 期） 弟 IV 群 （晩期）

1類 2煩 ：1類 4類 5類 1類 2類 l類 2類 3類 4類 l類 2類 3類

'¥'! 
式

悶）心）
ム シ(t::) 赤 御 叫 u( ） 

大訓 大 il•l
名

'JI 棠式 v類
十 腰 内 1Y 群

B式 RC式

現状 註 叶 縄文 無文 沈線文
降消 ,1 三叉文

羊 L'>f 撚 糸
社

縄文 状 文 縄文

完 形

復 原 3 I 4 

口 球部
(20) (2) 〈22〉 (1〉 (l) 

23 
3 1 

3 30 l 1 
部

刷 休部
く275)

45 
く275>

3 3 
379 
26 2 

452 
16 16 

底 部
(12) (2) <14〉

1:i 6 19 

注II・ 把手

位

不 明 36 36 

叶 3 :J 451 29 3 54 537 17 17 

個 体 数 343 32 3 51 429 I l 

第25表 第13号遺構出土土器観察表(1)
単 位 cm

挿図 目薮 遺層 器 形 器 ロ 底 ; 内面 そ (1) 他の 特徴 分煩

構 外面施 文 倫 考
番号 番号 名位 現状 高 径 径 径 』 整 日竹 部 底 部 その他 群顧

64図 51 1遁 深 鉢 描
33 0 355 LR多条縄文 庫斜縄文） 斜 の 肥 I~ 底部欠 III l , 

-I -,1 号土 ロ緑 人、e、人・ 

51 13覆 深 鉢 横
(:i2,) LR縄文 ,I[ 町 B器形 m l , 

-2 -3 号土 u縁 樅

65図 51 lJ覆 深 鉢 横 煤什
"'1 ' 30 6 249 8 3 2i3 L R縄文~ 肥 阻

~I -I 号土 復 I兒 斜 め B器形

6舘 49 13覆 深 鉢
Ill I " RL縄文 横 B器形

-I -') 号土 D I, 

49 13覆 深 鉢
(2/0i RL縄文 横 肥 序 B器形 III I a 

-2 -IO 号tu株

49 13覆 深 鉢
/206) LR多条縄文 精 B器形 111 l a 

-3 -7 号上 n積

51 13覆 浜 鉢 椅 二次火駐有
RL縄文，斜'Ki.施文一縦走縄文！ II! 1 a 

-4 -5 号土 胴 f~ 巌 B器形

50 l遁 深 鉢 糀
8 闊縄文：部1れこよ リ横斜位に変化） Ill 1 , 

-5 -5 号士 底 斜ダ
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゜
1 : 3 10cm 

第64図 第13号遺構出土土器実測拓影図 (1)
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1 
0 1 : 2 10cm 

第65図 第13号遺構出土土器実測図 (2)
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第66図 第13号遺構出土土器実測拓影図 (3)
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0 1 : 2 10cm 

第67図 第13号遺構出土土器実測拓影図 (4)
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第68図 第13号遺構出土土器実測図 (5)
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第69図 第13号遺構出土土器実測図 (6)
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 0 1 : 2 10cm 

第70図 第13号遺構出土土器拓影図 (7)
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第26表第13号遺構出土土器観察表(2)
単位 cm

挿図 図慨 遺層 器彬 器 u 底 I 内面 その他わ特徴 分類

~f,) 
外面粒文 偏 考

番号 番号 現状 窃 径 径 径 調粒 口唇部 底部 その他 群罰

671社 51 ]3覆 小鉢 上げ底
185 150 65 160 LR縄文 悶 外面煤（寸音 III 1 a 

-J -2 号i 復原 気味

49 13覆 深鉢 補修孔有
(298) LR縄文 横 肥り気蘇 IIT 1 a 

-2 -13 号J: u 椋 B器形

49 13覆 深鉢 煤付着
1253) IR縄文 横 Ill 1 , 

3 11 号l u 粒 B器形

52 1: 頃 深鉢

幅広い材状縄文阻体2種！ III 1 d 
-4 -4 号土 n杖

49 13覆 深鉢
RL縄文（不特定/ifl,Ji 横 Ill 4 c 

" -8 号i 門緑

52 l逍！ 深鉢
RL縄文他文hH小特定！ Ill 1 b 

-6 -:l 号tロ社

4q 13覆 深鉢

RL縄文（施文方向不特定 9 III 1 b 
-7 -12 号十 !~]休

52 13覆 深鉢
(.122) RL多条縄文 横 肥匝気吐 B器形 Ill 1 , 

-8 -1 号_l 門給

51 13覆 深鉢
(336) LR縄文 横 B器形 III 1 a 

-9 2 号土 u 枯

68図 50 13覆 小鉢 横 二次火熱有
84 136 46 136 RI、多条縄文 回転幅坦い9 Ill 1 a 

1 -8 号l 復原 斜め B器形

511 13覆 注 u 横 押しt脂］部瘤3個
96 B 20 1()2 無文［研磨！ 小突起5個 甜2個と止□部を Ill 2 a 

-2 -6 り土 完形 斜め げ底 欠〈

50 l遭 艮頚立
(120 125 I.Ila —乎打磨消;;1状縄文 横 m 4 f 

-3 -J() 号ナ 口蒻

52 13覆 ミニ鉢

ll'!I 86 匝文 横 III 2 b 
-4 -J:l 号土 fl 緑

52 13覆 戊鉢 横
42 (126) 28 (126i 紐文 III 2 b 

-, -10 号上 伐原 念入

so 13覆 ミニ 現 横 J.:f底
I長角壺 22 53 拉文 []枕欠く III 2 b 

-6 -9 号土 521 斜ダ 気味

50 13覆 壺 横
60 I Ila-平行II¥消羽状縄文 III 4 I 

-7 3 号rLI 枯 雑

69図 5il l:l覆 庄 u I II, —千行l弁）打ー入船I-羽状縄文 21~1 組
190 ]]j 35 195 横 上げ底 祠体部貼瘤3個 Ill 4 c 

-I -7 号le復原 II一疑1立ii状縄文 横割小突起4個

冗図 52 13覆 小鉢

: 80> I Ihー乎行：t緑3条 梢 IIT 3 b 
-1 -6 号土 u 椋
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第14号遺構出土土器（図版53）

床面と覆土から、第Ⅰ群 3 類と第Ⅲ群土器が出土した（第71～74図）。分類別、部位別の数

量は第27表に、また、実測、拓影図の土器観察表は第28表に示した。器形の全体を把握できる

土器は、床面上から出土した第Ⅲ群土器 1 点（第71図 1 、72図 1 、73図 1 ）である。

第26表 第13号遺構出土土器観察表(3)
単 位 cm

挿屈l包版 遺層 器形 器 D 底 1 内 ilii そ の他の 特徴 分 頂
揖 外面誨 文 備 考

番号 番号 名位 現状 高 径 径 径 調枝 n 唇 部 !i1部 そ の他 群難

70図 52 l遁 深鉢 A器形
I Ilaー入組状磨1肖縄文 横 肥厚 m 4 g 

-2 -8 号土 n 緑 大波状n籟

52 1項 台付鉢 I一平行磨i肖 肥厚なし
(192) f'I 3 1114 f力入

-3 -15 号土 ロ緑 Ila-LR縄文 2個l哀且小突起

52 13覆 小鉢
Ila IIー平行沈線6条 士げ底 Ill 3 b 

-4 -7 号ナ 厠 体

52 1項 深 鉢
II一平行磨消羽状縄文 JIJ 4 f 

-5 -9 号:t.脱体

52 l遭 深鉢
IIー入組状磨消縄文 横 m 4 h 炭化物付着

-6 -5 号土 胴 体

52 l冴 深鉢 二個l絹
(250) I II一三叉文十LR縄文 横 N 1 

-7 -14 号土 u縁 山形小突起

52 13覆 深 鉢
0段多条LR縄文 II 1 

-8 -11 号土 肘体

52 13覆 深 鉢
0段多条LR縄文 俄雑混入 II l 

-9 -12 号上 胴体

第27表 第14号遺構出土土器分類表>分顆

第 1 群 （早期） 第 II群（前期） 第 Ill 群 （後期） 第 1V 群 （晩期）

］類 2類 3類 4類 5類 1類 2頷 1類 2類 3魏 4類 類 l類 2類 3類

（文叫系 （蛍A沢ll)ムリ ;,, ］ (文条痕系） 村堂御式 早v稲類田 ( ) 1 腰内 IV 群 大 il•l 大洞
B式 BC式

・ 計 計 縄文 無文麟文 悶度 計 '-'. 叉文 羊状文歯 撚縄~ 文系 ,r 
完 形

復 原 1 1 

口緑部 7 7 

部 朋 体 部 l 1 16 2 3 21 

底 部 I I 

位 注ロ・把手

不 明

計 I 1 24 2 3 29 

個体 数 I I 15 2 4 21 
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ん
0
r"ハ出羞
3
 

4
 

゜
1 : 2 10cm 

第71図 第14号遺構出土土器実測拓影図 (1)
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第72国 第14号遺構出土土器展開図 (2)
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第15号遺構出土土器（図版53、54）

床面と覆土から、第Ⅰ群土器と第Ⅲ群土器が出土した（第74、75図）。分類別、部位別の数

量は第29表に、また、実測、拓影図の土器観察表は第30表に示した。

床面上から、 6個の完形又は復原して全体の知れる土器が出土した。これらの土器は、本書

中の第Ⅲ群土器に該当するものである。

第71図1

口唇部

〇 1 : 2 10cm 

第73図 第14号遺構出土土器拓影図 (3)

第28表 第14号遺構出土土器観察表

挿図 図版i: 器 Ii 器 ロ 底 £ 内 面 その他 ；,, 特 m り, in 
外由歴文 伯 考

番サ 番号 現状 庇 径 仕 ff 調¢ 口 悴部 底部 そ の 他 群傾

71 5.J 14床 森 鉢 I JI, ー入机柘躯訟揖罷文 横 大波状日稼 §弁 73図 l
-] 

72 
23 8 275 75 27S M固l糾小突起 平 低 !TI 1 h 

-I 1 サ而 復 9釈 11-i-組状内消羽状縄文 縦 A若彬 参阻

71閃 5:l 11覆 深 鉢 Ila 平行序消羽状縄文 横

i!8o: III l g 

-2 -2 サ土 桐体 II一人組状磨消羽ik縄文 入念

5:1 14覆 深 鉢
倍隆起的文 条 恨 I 3 

-3 -3b 号土 腑体

53 14穫 小 林 横
(154) n縄文 B器形 111 I e. 

-4 4 号土 日 緑 良

73図 53 14覆 深~ 鉢 横

(280) LR縄文 縦 肥厚 B器形 Ill I , 

-2 ~5 り士 日 禄 良 好

単位 cm
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第29表第15号遺構出土土器分類表

>
第 1 群 （早 期） 第 II群（前期） 第 Ill 郡 （後期） 袷 IV 群 （晩 期）

1類 2類 3類 4類 5類 1駈 2穎 1 r月 2,r1 3t/i 4t月 l類 2類 3類

（文只殻系） （点A;II/() ム'/ ;; I (文条狼系） 常ガq式卸 四v類出 ( ) 十 腺内 IV 群 大B式洞 B大C涸式

計 計 縄文無文紐文 貫度 叶 三叉文 状羊文歯 撚縄文糸 ；t 

完 形 I 2 3 

復 原 2 1 3 

口緑 部 2 2 10 14 

部脂］ 体 部 1 '.1 4 39 8 
く24)
80 

3:J 

底 部 6 4 10 

位注ロ ・把手

不 明

計 l :; 4 47 10 47 104 

個体数 I :l 4 so 12 39 101 

第30表 第15号遺構出土土器観察表(1)
単位 cm

挿団］同点!:: 器"
器 ロ 底 最 内面 その他 の特徴 分碩

大 外面他 文 I令 l, 
番g 番号 現 状 高 径 径 径 設 整 LJ 与i部 底部 そ の他 群類

74[可 53 15床 深 鉢 横

366 350 88 .]56 RL多条縄文 余斗 め 肥 I~ 上げ底 B器形 Ill I a 

-I -6 サ面i役原 磨

53 15覆 合ft鉢
I (250) I !fa-平行磨消縄文 横 Al器形 m 4 r 

-1 -7 号土 u縁

75同 54 15床 小 鉢 横

125 105 :l9 119 LR多条縄文 料ダ 底頂l欠 B器形 Ill 1 a 

-1 -I 号liJ復原 雑

53 15沐 小鉢 KL多条縄文 横 二次火妹有
72 97 38 'ik 地久“ Ill 1 a 

-2 -10 号面 完 形 灼文方向不特定 斜め B器形

53 15床 証頚壺 横

51 35 :i 0 ''0 0 無文 ｛なでつけ！ 斜め 上げ底 小偽状肥手付 m 2 a 器形不均祁
-3 -8 号面 完形 雑

Sa 15床 司揖 脚硲

64 娯文（縦序き） 糀 Ill 2 a 

-4 -6 号面 台 :10 

5:l 15宋 ミ ．一

及頚壺 60 23 16 45 無文 1なでつけ） [:if底 m 2 b 
-5 -9 号OO 完形

54 15覆 尖底
（研1料： 研熙 なし I I 

6 -2 り士 剤 休

54 15覆 尖 瓜
条衰文（不群朗） 縦 砂 小荘 I 4 

-7 -3 号土 底

54 15覆 深 鉢 条痕文
不明 砂粒多 I 4 

-8 -4 号土 祝 体 叩り、凸叫2ミリ ）

54 15殺 ；采~ 鉢

(280) しR縄文 横 肥 回 Ill I a 

~9 -7 号ナ u 緑

54 15覆 深 鉢
n-r行底消縄文 横 Ill ,¥ a 

-10 -8 号ナ 胴 体
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゜
1 : 3 10cm 

第74図 第15号遺構出土土器実測拓影図 (1)

第30表 第15号遺構出土土器観察表(2)
単位 cm

挿図 閃版 靡竹 器 形 器 LL 底 t 内由 その他の 特 徴 分罰
外 面施文 伍 考

番号 番り 名¥!!現状 高 径 径 径 調仔 LI TI 部 底部 その 他 詳 IA

75図 54 15覆 深 杯 粂痕文

不琲l 砂粒多 I 4 
-11 5 号土 胴体 （凹Iり転15-20ミリ：

54 15覆 小林 I Ila一羽状縄文
(104! 横 III 4 , 

~ 12 -10 号土 n粒 II-AまII次序I屈］状塊人

54 15覆 台付鉢 横
:226: I JJ, ーキ行唸餌］状縄文 III 4 f 

-13 -9 号土 口 秘 入念
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第20号遺構出土土器（図版54）

第Ⅲ群土器が78点47個体、第Ⅳ群土器16点 3 個体が出土した（第76図）。分類別、部位別の

数量は第31表に、また、実測、拓影図の観察表は第32表に示した。本遺構と23号遺構出土の土

器は接合関係が認められた。

第31表 第20号遺構出土土器分類表

ロ
第 1 群（早期： 第 II計（前期］ 第 Ill 群し後期） 約 w 群 i晩期）

1類 2類：｝類 4類 5類 l茂Ii 2 #i IえA 21!¥ 3i且 4m 1顧 2穎 3類

（貝殻）（産尺）ム;,-(~ 噂）す徊l 四岬（ ） ＋腰内 N 群 ki.l 大洞
文系 All IJ I 文 咋式 v類 l B式 BC式

,t 計縄文無文 f虞文昌夏計 三叉文 状干文出 撚縄糸文 = "I 

完 形

復 原

口禄部 6 I 7 

部加］体部
(35) 

66 
(3) 
16 66 16 

底 部 4 1 5 

位注U・ 把手

不 明

叶 76 2 78 16 16 

個体数 4S 2 47 3 3 

第32表 第20号遺構出土土器観察表(1)
単位 cm

挿団 利版

『グ
器彬 器 LI 底 i 内 面 その他の特 徴 分類

外洵他文 偏 名
番号 番号 現状 高 径 径 i斧 調繁 II TT 祁 底部 その他 群雑

76t>」54 20覆 深鉢
i28 ii' LR縄文 樅 B芥f 111 I e 

1 -11 号土 n森

54 20覆 沿鉢
(211! LR縄)_ 横 胎士片選 N :、＇ 媒II

-2 -12 り土 口稼

54 20覆 深鉢 船広い，1,1状縄文原iti,;玖糸ど縄文， 横
III 1 d 

-4 -13 号L利 休 1杯糸BL、縄文L代： 且好

54 20覆 ,i鉢 縦

LK控糸文，単~一方11,」 1 N :i 
-; -14 号土 莉 休 且好

54 20覆 洪鉢 和
L'l撚糸文 i単一hit,Ji N 3 

8 -15 号土 脂i沐 良好
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第21号遺構出土土器（図版54）

第Ⅲ群土器が 4 点 2 個体、第Ⅳ群土器が22点21個体出土した（第77図）。分類別、部位別の

数量は、第33表のとおりである。実測、拓影図の観察表は第34表に記載した。

第Ⅲ群土器と第Ⅳ群土器が混在しているが、いずれも流れ込みであろう。

第33表 第21号遺構出土土器分類表

~ 
第 1 群 （早期1 第 II群（前期） 第 Ill 群（後期） 第 N 群（晩期）

l類 2類 3類 4類 5類 1類 2類 1類 2類 3類 4類 1類 2類 3類

（文口系 （位AII尺） ムリ / ］ (文条眼系） 赤堂御式 早v稲類田 ( ) 十腰内 1V 群 大B洞式 B大C派式］ 

計 計 縄文無文泊鯰塁塁 計 三叉文 状羊歯文 撚縄文糸 訂

完 形

復 原

口緑部 5 1 6 

部 胴体部
(2> 

4 
(7〉

13 
4 13 

底 部 3 3 

位 注U・ 把手

不 明

,1 • 4 4 5 17 22 

個体数 2 2 5 16 21 

第34表 第21号遺構出土土器観察表(I)
単位 cm

挿図 図版 遺層 器彬 器 ロ 底 ! 内面 その他の特徴 分類

？位
外面猜文 ilii 考

番号 番号 現亀 状 高 径 径 調整 日唇節 底部 その他 群類

77図 54 21覆 深鉢 斜め

LR縄文芦節I III 1 , 

-1 -19 号土 桐体 良好

54 21覆 深鉢 Ila一磨消縄文

I入念 IV 3 !III群］類か）
-2 -20 号上 11•1 体 libー縄文（施文方向不特定｝

54 21覆 壺
粋起滞2条十LR縄文 横 I'/ 3 

-3 -21 号土 桐体

54 21覆 深鉢

訊縄文焦節） 横 III 1 a 
-4 -22 号t 胴体

55 21覆 壺 I Ila-! 脊，柑無文
100 横 Tl 3 

-5 -2 号t.n緑 II-LR縄文（細粒・:

54 21覆 深~ 鉢

I Ilaーニ叉文 みか芦 W 1 
-6 -23 号土 日緑

54 21覆 深鉢
2011 l II, 一三叉文 横 !/ 1 

-7 -24 号上 u枯
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O 1 : 2 10cm 

第77図 第21号遺構出土土器拓影図
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第22号遺構出土土器

覆土から第Ⅲ群土器が13点 1 個体、第Ⅳ群土器 6 点 6 個体が出土した（第78図）。分類別、

部位別の数量は、第35表のとおりである。拓影図の観察表は第36表に示した。第20号遺構出土

の土器と接合したものがある。

第34表 第21号遺構出土土器観察表(2)
単位 cm

挿図 tA肋 『器形 器 n 底 設 内血 そ の 他の特徴

大 外面施文 偏 考

番号 番号 名位 視サ、 し'ざ"' 径 径 径 闘梓 日 怜部 底部 その他 群験

77図 邸 21覆 ，采~ 鉢

LR撚糸文 縦 IV 3 

~8 -] 号± 胴 体

54 21覆 深 鉢 横

LR撚紋 N 3 

-9 -25 号士 枷］（本 不良

54 21覆 森~ 鉢

LR撚紋 不明 JV 3 

-10 -26 号土 胴 I+

第35表 第22号遺構出土土器分類表

i~ 分粒
第 1 群 （早期） 第 II群（前期） 第 Ill 群 （後期） 第 W 群 （晩期）

1類 2頴 3類 4類 5類 l類 2類 l類 2類 3類 4顧 I 哀月 2 J頁 3 l頁

（嬰繋）（哭靡）合'i(委悶）誓悶 守誓( ) 十腰内 IV 群 大B式洞 B大C洞式

計 H 縄文無文沈線文貫嬰 計 三叉文 羊状文歯 松範文糸 計

完 形

復 原

ロ縁部 4 4 

部胴体部
< I〉 12 2 2 
12 

底 部 l 1 

位注ロ ・把手

小 明

計 13 13 6 6 

個体 数 l 1 6 6 

第36表 第22号遺構出土土器観察表
単位 cm

挿図 図脱i: 器形 器 D 底 最 内面 そ の 他 の 特徴 分顆

人 外而施文 脩 考

番号 番号 現状 在 径 径 怪 調粒 □ 柊部 底郁 その 他 肝類

18図 55 22覆 深鉢 jげ底

81 柁広い羽状縄文 ILR、RL! 入念 m I h 

-1 3 号土 底 気味

55 22覆 小 鉢 I II, 一羊世状文

9 0 142 46 150 人念 N 2 

-2 -4 号土 復 I~ II一磨消縄文
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第78図 第22号遺構出土土器実測図
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第23号遺構出土土器

第Ⅲ群土器が 8点 5 個体出土したが、切り合い関係から、出土土器は第20号遺構に伴うもの

とみられる。従ってこれらの土器については、第20号遺構出土の項に加えて表示及び図化して

ある。

第28号遺構出土土器

第Ⅲ群 1 類土器が 7 点 2 個体出土したが（第37表）、図示できる土器はない。いずれも流れ

込みとみられる。 （北林）

竪穴遺構出土土器

第Ⅲ群土器のなかで、竪穴遺構の床面上及び覆土から出土し器形を把握できる土器をまとめ

ると次の第38表のとおりである。

第37表第28号遺構出土土器分類表

~ 分•
第 1 群（早期） 第 II群（前期） 第 III 群（後期） 第 IV 群（晩期）

1類 2類 3類 4類 5類 1類 2顆 1 類 2 委員 3 類 4 類 1類 2類 3類

（文貝殻系） （蛍A沢ll）ムリ 1/ I (条文痕系） 赤堂 御式 胃~() 卜腰内 N 群 大B式洞 B大C涸式

註 計 縄文無文沈線文月嬰 計 三叉文 羊状文歯 撚縄文糸 ti・ 

完 形

復 原

ロ縁部
(2) 

7 
7 

郊胴体部

底 部

位注ロ・把手

不 明

al 7 7 

個体数 2 2 

第38表 竪穴遺構出土完形復原土器一覧表

遺構名 出土層 挿図番号 器 種 分類記号 形状 遺構名 出土層 挿図番号 器 種 分類記号 形状

第 1号 床面 47-1 長 頸壺 III-4 -g 完 第 3号 覆土 50-6 ミニ浅鉢 III-2-b 復

＂ 
48-1 小 鉢 IIl-4-g II // 50-8 

＂ 
III-2-b 
＂ 

第 3号 床面 49-2 小 鉢 III-1-c 全プL、 II 50-10 ミニ長頸壺 III-3 -b II 

＂ 
49-5 注 u m~z~a 

” ” 51-3 台付浅鉢 III-4 -f ＂ 
＂ 
49-3 長 頚壺 Ill-2-b ” ＂ 

52-1 
＂ 

III-4 -f 
＂ 

＂ 
49-4 注 口 lll-4-d II 

＂ 
51~2 
＂ 

lll-4 -g 
＂ 

＂ 
49-1 深 鉢 Ill-4 -e 復 第 7号 床面 60~I 長頸壺 III-2 -b 完

＂ 
50-1 台付浅鉢 111-4-1 

＂ 覆土 60-5 ミ 二 鉢 III-2 -a 復

覆土 so~5 小 鉢 ll!-1-a ＂ ＂ 
60-8 深 鉢 III-2-b II 

＂ 
50-2 ミニ注口 m~2~a 

” ＂ 
60~4 ミニ注口 III-2 -a 完

＂ 
50-4 ミニ浅鉢 m~2~a 完 ＂ 

60-6 ミ 二 鉢 Ill-2 -b 復

＂ 
50-9 ミニ四脚付鉢 Ill-2-a 復 第 10号 覆土 62-1 小 鉢 m~1~a 復

II 50-3 ミニ浅鉢 III-2 -b 完 ” 62-2 
II III-2 -a 

＂ 
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Ｂ　遺構外出土の土器

第Ⅰ、Ⅱ層の調査で、遺構外から出土した土器の分布は、第Ⅲ章 3、（1）で述べられている。

前述のように各遺構の覆土から出土した土器もこの項に含めるべきであるが、整理の都合上分

割した。

ここでは、第Ⅰ、Ⅱ層の、遺構外から出土した土器（第79～90図）の分類、数量、比率を第

48表に、個々の土器の観察所見は第40表以下に示す（第40～47表）。これらの出土土器は、遺

構内出土の土器と同様、第Ⅰ群から第Ⅳ群までのものである。土器の分類基準は遺構内出土の

土器と同様である。また、遺構出土の土器と接合した破片は、遺構内出土の数に含めてある。

出土数量の比率には、完形土器及び復原した土器を含めていない。

第48表出土土器分類表と第40～47表土器観察表をまとめると、第Ⅰ群（縄文早期）土器が54

片（0.90％）、第Ⅱ群土器（縄文前期） 3 片（0.05％）、第Ⅲ群土器（縄文後期）5,671片

（98.40％）、第Ⅳ群土器（縄文晩期）38片（0.60％）である。第Ⅲ群土器には、これらの破片以

外に完形土器 2点、復原した土器10点がある。従って、第Ⅰ、Ⅱ層の調査で遺構外から出土し

た土器の主体は、第Ⅲ群土器である。 （北林）

遺構名 出土層 挿図番号 器 種 分翻記号 形状 遺構名 出土層 挿図番り 器 種 分顆記号 形状

第 13号 覆土 65-1 深 鉢 IIl-1-a 復 第 14号 床面 71-1 深 鉢 IIl-1-h 復

＂ 
67-1 小 鉢 III-1-a II 第 15号 床面 75-1 小 鉢 lll-1-a 復

＂ 
68-1 小 鉢 III-1 - a II ” 74-1 深 鉢 III-1 - a II 

＂ 
68-2 注 口 III-2-a 完 II 75-2 小 鉢 IIl-1-a 完

＂ 
68-5 浅 鉢 III-2-b 復 ＂ 

75-3 ミニ無頸壺 III-2 - a " 

＂ 
69-1 注 口 [][-4-g II II 75-5 ミニ長頸壺 Ill-2-b II 

第39表遺構出土土器分類表

~ 
第 1 群（阜期） 第II群 1前期＇, 第 Ill 計（後期） 第 N 計•!晩期9

1 類 2 類 3 類 4 罰 5 莉 ］類 2 紐 l 穎 2 類 3 知 4 知 l 類 2 耕：l訊
合

（文貝殻系）蛍沢ムノ（条痕` 赤御 早v稲類田 （ ） 十腰内 W 群
大洞大利

A II リ］ 堂式 B 式 BC式 ii 

計 計 縄文無文，沈線文， 庶縄消文 計 →叉文 り羊、 出文撚縄 糸文 叶" 

完 形 、，一 ， 3 14 M 

復 原 6 ， 1 8 24 24 

u 緑 部 3 3 73 18 1 53 145 6 ， 11 159 

部 胴体部 I 1 33 6 41 5 5 811 95 fi 190 1,102 16 .11 47 1,195 

底 部 1 ］ 32 5 13 50 3 3 54 

位 庄日 把手 1 l l 

不 明 l⑯ I 4 114, 61 114 

計 1 1 37 6 45 ' 5 1,025 119 あ1 1.412 22 39 l泣3

比率％ 295 0.12 (7259 8 42 0 50 1848) 9271 4 00 9)98 
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第79図遺構外出土土器実測図 (1)
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゜I I I 第80図 遺構外出土土器実測図 (2)
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第81図 遺構外出土土器実測図 (3) ，
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第82図 遺構外出土土器実測図 (4)
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゜
10cm 

第83図 遺構外出土土器実測図 (5)

第40表遺構外出土土器観察表(I)
単位 cm

挿図'図忙

! ~:: 

器形 器 [] 底 i 内向 その他の竹 悦 分類

外 」咆, ~ ' li,1 
番号蒋り~ 現状 高 ィ各 伶 調炉 「lH :::, 「.と, 汁"' そ 他 群類

7叩15ざ G ,Jヽ 鉢
156 195' 811 iJ'l5) LR隼囁又 描 B岩if: Ill I a 

-] -5 611 復 i

55 G 洪鉢
]¥10 IR早糾縄文 Ill 1 a 

2 -6 221 底

--~· 
55 c-深鉢

' 
72 LK炉秤縄文 梢 Ill I 

3 -7 り］ 庇

55 I・ ― 深鉢 横
58) ，鼠縄文 欠く Ill 1 , 

4 8 Fl I氏 iiめ
！ 
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第84固 遺構外出土土器実測拓影図 (6)
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第85図 遺構外出土土器実測図 (7)
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第86図 遺構外出土土器実測図 (8)
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第88図 遺構外出土土器拓影図 (10)
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第41表遺構外出土土器観察表(2)
単位 cm

挿図 図欺 発肘 器形 器 日 底 >
内面 そ //J 他の特徴 分類

lli, 外洵施文 脩 1' , 

番サ 番号 区位 視状 翡 径 径 講粒 口怜部 底部 その他 群 類

8暉 57 G- 小鉢 二次火熱有

151 18 8 55 197 無文 111 2 h 

-] I 51 復 1点 1B器形に近＼寸

57 F- 小体 紺
14.2 172 40 172 無文 ふ器形 111 2 b 

-1 -8 61 復原 横

57 G- 切1鉢
(2101 無文 横 肥厚 m 2 b 

-3 -3 411 u往

81図 56 G- 注 [l 小突起 4筒所 胴部瘤 3個

93 49 28 91 無文 Ill 2 , 

-1 -1 511 完形 吹捐I 甘u欠(

56 E- 往• n 
75 40 20 74 舞文 横 上げ底 Ill 2 b 

-2 -2 61 復原

62 P- ミ C
長紐壺 40 18 46 箕文 Ill 2 b 

-3 -16 61 底

56 F- 台付 入念

戊林 (48) 阜文｝ 梢 脚高 1 ,cm IT! 2 b 
-4 -JO 711 台 丸〈

56 c-台什鉢 横割小

(53) 112 (39¥ 112 無文 突起 台部欠く 二次火熱有 III 2 , 

-5 -7 411 復原 41固有

56 G- 台付鉢 入念
73 I]一平行磨消材状縄文 脚高 2 7cm Ill 4 f 

-6 -11 811 台 椙

56 c-台付
浅鉢 4 8 （無文） 雑 m 2 b 

-i -8 41 台

油 H- 小鉢 I Ila一平行磨消縄文 縦割小突起

137 144 4 0 144 横 丸底 ふ器形 Ill 4 I 

-8 -5 8 II 復原 II一平行磨消縄文 4箇所

ss G- 深 鉢 乎 底
95 6 4 II一平行磨消縄文 縦 Ill 4 f 

-9 -1 411 底 煕滅

8叩 -0/ - H- 台什鉢 2個1紐小突起 小突起と入紐状モチー

240 240 I.Ila一平行・入組状磨i肖縄文 横 III 4 h 

-I -7 8ll LI 緑 4箇所 7割付は一致しない

" -- D- 小鉢 I II,-T行磨消縄文
9 I 97 15 0 5 0 15 横 ケズリ ふ器形か III 4 g 
c-

-2 -4 
91 
復原 IIー入絹状底肖羽状縄文

56 c-注「l I一連純刻み目帯 2条

126 66 38 124 Ilaー廃消帝＋亥,1み且楷2条 横 小突起 4個 胴部に縦割瘤 3箇所 Ill 4 b 注口部欠く

-3 -4 411 完 形 IIー入組状庖消縄文

56 H- 注 n
無文 1研序＼ III 2 b 

-4 -3 811 it LJ 

83図 祁 G- 深 鉢
80 II一人紐状磨消羽状縄文 横 Ill 4 g 

-I -7 4II 復原

57 D- 小鉢 I Ila 材状縄文
(1681 (176) 雑 III 4 j 

-2 -2 61 LI 品 II-入紐状磨消縄文

84図 57 G~ 深鉢 I Ilaーキ行磨消縄文 ふ器形か
(165) (200) 80 200 横 平底 Ill 4 g 

-1 -6 511 復原 IIー入糾状磨肖羽状縄文 准I-底復原）
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第42表遺構外出土土器観察表(3)
単位 cm

挿図 屈薮;: 器形 器 ロ 底 I 内面 その他の特徴 分翻

外面鹿文 備 巧
番号 番号 現状 高 径 径 調整 n仔部 底部 その他 群問

84図 57 c-深体 IIー入組状磨消羽状縄文 'げ底
6 縦入念 Ill 4 c 

--2 -, 41 底 縦位材状縄文 気味

8嗽 58 G- 深鉢 I lh-平行磨消羽状縄文 肥f'/"2個1組
51 (255) 1265) 横 凡器形 Ill 4 g 

-1 -6 G- 口緑 IIー入組状磨消羽状縄文 山形突起4箇所
411 

56 G- 長顆壺
70 110 I Ua-平行磨消羽状縄文 横 m 4 1 

-2 -9 51 口縁

56 H- 深鉢 (94) II-長方形状磨消羽状縄文
横

ITI 4 e 
-3 -6 911 屈 良好

58 0- 深鉢 I II, ー序i肖無文帯 横
215 243 264 C器彬 IV 4 ， 底部欠

-4 -10 8 I n縁 II-LR多条縄又！単斜） 斜め

8瞑 58 P- 台付鉢 Ihー羊歯状文 横 脚高
113 1150) I 761 (158) 脚部二次火熱有 IV 2 

-1 -11 1811 復原 II-LR撚糸文 紺 28 

58 D- 壺 I Ilaー無文
8 I 223 84 6 8 (172) 横 IV :; 

-2 -8 E- 復原 II-LR縄文
51 

8咽 62 F- 尖底 暗赤褐色砂、 4礫，
研磨痕のみ 雑 I 1 

-1 -1 61 I~ 体 浮石含む。

62 G- 深鉢 微隆起線文（ムン 'II式I 赤褐色小礫を含む-
条痕 I 3 

-2 -2 51 桐体 （貝殻腹縁＼ 内面庚化物付着

G- 深鉢
微降起線文：ムJ'II式J 条痕 赤褐色 ，' I 3 

-3 411 捌体

62 G- 深鉢 赤褐色，！礫を含む
徴隆起線文（ムンリ I式） 条痕 I 3 

-4 -3 41 桐体 内面炭化付着

訟 F- 深鉢 赤褐色 ，j礫を含む
微隆起線文（ムJ11I式） 条痕 I :l 

-5 -4 41 桐体 内面炭化物付着

62 G- 深鉢 赤褐色 ，l礫を含む
微誇起線文（ムシ 1)]式I 条痕 I 1 

-6 ~5 51 胴体 内面炭化物付肴

62 G- 深鉢 赤褐色，j礫を含む
微怪起線文 iム',,l)j式I 条痕 I 3 

-7 -6 41 肝d体 内面炭化物什普

62 G- 深鉢 灰褐色、灰黄褐色

微降起線文（ムンリ I式） 条痕 ,]礫を含む内面炭化 l 3 
-8 -7 51 桐体 物什杵

62 F- 深鉢 橙黄色，黄褐色 ，1磯
貝殻条捩文 条痕 I 4 

-9 -8 51 肛体 を含むI

62 H- 尖底
(IJ段多条RL縄文i 灰褐色小迎を含t・ I 5 

-10 -9 12ll n緑

62 R- 尖底 0段多条RL縄文
灰褐色細迎を含む I 5 

-I] --10 12Il 口 8 1赤御堂式相当）

62 R- 尖底 蘭文磨減
姐品色紐迎を含む [ 5 

-12 -11 1211 I~ 体 （赤御堂式相当）
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第43表遺構外出土土器観察表(4)
単位 cm

挿1,1 l刈店 喜層 器彬 器 日 底 最 内面 そ の他の特 徴 分類

互
外 面 施文． 備 考

番号 番号 区位 現状 高 径 径 調整 u 昇部 底部 その 他 群類

87図 62 R- : 0は多条 羨褐色 I 4 
-13 -12 1211 

62 R- 尖底
0段多条（赤OO常式相当） 貨褐色 I 5 

-1.1 -13 ]2Jl 刷 1本

62 c-深江 暗灰褐色 繊維混入
0段多条LR縄文 横 11 I a 

-15 -14 51 1目体 浮石含む

62 c-深鉢 黄褐色繊維混入
0段多条LR縄文 II 1 a 

-16 -15 51 胤，i体 浮石含む

59 Q- 深鉢 横
:310) LR縄文：横位斜位） B器形 III 1 a 

-17 -1 Ill u 緑 斜め

8咽 59 H 深鉢 椙

144 OJ RL縄文 （糾立 ・栢fす） 雑 肥原 B器形 111 I a 
-] -2 4ll LI 柑 斜グ）

59 G- 深 鉢 横
(350 RI縄文 肥げ III I a 

-2 -6 411 U 討 艇

59 c-深鉢
(38 Oi RL単斜縄文 横 四 B器形 m I a 

-:l -7 71 u 緑

59 F- 深鉢 補傾孔有

'.38 01 LR単斜縄文 III I a 
-4 -4 ol 口抹 B器形

59 F- 森鉢
B器形{28 01 LR縄文 ｛糾立1 横 肥1月 III I a 

-5 -8 71 n粒

62 H- 深鉢 横
B器形(390! RL単直文 肥匝 III I a 

-6 -17 411 口社 趾

59 H- 深鉢
B器形(300: 叫阜斜縄文 横 肥肘 Ill l a 

-7 -9 811 □ 緑

59 E- 深鉢
B辟形(280) LR単斜縄文 横 III I a 

-8 -JO 71 u 稼

59 Q- 森鉢
8器形(210 腿縄文 横 III I a 

-9 -3 1811 II 稼

59 E- 深体
B器形(220) LR単斜縄文 横 肥耳 Ill I a 

-10 ー］］ 71 日桔

19 ll- 深鉢
B器形'38 O! RL単斜縄文 横 肥阿 111 l a 

-II -5 411 n杖

89図 59 F- 深 鉢
B器形il961 IR縄文 横 m I a 

-I -12 61 u 枯

59 E- 深 鉢
B器形i390) LR縄文（不特定｝ 横 肥厄 111 l a 

1 -13 51 u 嫁

60 G- 深鉢
(280) LR縄文 i帝状プロ；ク） 横 剌阜 111 I a 

-3 -] 711 u 縁
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第44表遺構外出土土器観察表(5)
単位位 cm

挿図 図版 斎層 器形 器 ロ 底 I 内面 その他の特徴 分類

外面槌文 備 名
番号 番号 区位 現状 高 径 径 調笠 口柊部 底部 その他 群類

8睾 60 c-深鉢
(20 1) 材状縄文 横 A粒形 Ill 1 c 

-4 -4 511 口緑

60 F- 深鉢
(287) LR縄文（プロ 9ク状） 横 肥肛気味 III I , 

-5 -2 711 n緑

60 E- 深鉢
(2110) 羽状縄又 横 肥互 Ill l C 

-6 -3 71 口緑

58 c-深鉢 横 二次火訊

1180) (200) 羽状縄文 III 1 c 
-7 -2 411 口結 縦 B器彬

60 G- 小鉢 横
し130) 羽状縄文 III 1 c 

-8 -6 41! 日緑 縦

60 D- 深鉢
(28 II) I Ilaー磨消人紐羽状縄文 横 肥厚 A器『 III 4 f 

-9 ~5 8[[ 口禄

90図l63 c-深鉢 上げ底
100 II-i縄文！ 雑 Ill 1 e 

-1 -2 41 底 気味

63 L- 深鉢 ｝げ底
94 縄文 入；；； III 1 , 

~2 -5 91 底 公味

63 E- 小鉢
56 無文 入念 キ底 III 2 b 

-3 -3 411 底

60 c-深鉢 I Ila-平fr沈線十磨消
12101 横 1沈線栢文後磨消） III 4 , 

-4 -7 511 ロ縁 ｛地文は縄文以下1石］じ）

63 c-注口 横
(70) I Ilaー平行亥1)月帯＋磨i肖箕文帯 Ill 4 b 

-5 ~4 41 口緑 雑

63 G- 深鉢
(100) 縄文1 上げ底 ：薄手） m 1 , 

-6 -7 61 底

63 H- 深鉢 横
i 70) LR縄文 上げ底 m 1 " 

-7 -6 411 底 斜ダ）

63 E- 深鉢
6 II-LR縄文 入念 平底 Ill I a 

~s -8 71 底

60 G- 壺
34 無文 雑 上げ底 Ill 2 b 

-9 -11 41 底

60 F- 小鉢
32 無文 雑 Ill 2 b 

-IO -9 41 底

60 c-深鉢
(22 O! I Ila一平行沈線一磨消 横 1沈線抱文後磨消） Ill 4 , 

-JI -12 51 日緑

50 c-深鉢
(300) I Ila一平行沈線＋磨消 横 1沈線施文後磨消！ Ill 4 , 

-12 -12 51 n籍

60 c-深鉢
(210) I Ila一平行沈線一磨消 横 ｛沈緑施文後磨i1i) Ill 4 , 

~13 86 51 [J 縁
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第45表遺構外出土土器観察表(6)
単位 cm

挿図 図版 発層 器 形 器 ロ 底 最 内 面 その他 の 特徴 分 類
揺 大 外面施 文 情 考

番号 番号 区位 現状 高 径 怪 径 調整
LI 梓部 底 部 そ の他 群類

磯 60 0- 深鉢
II一磨消沈線文 横 9拉躇以後底消 Ill 4 a 

-14 8 a 51 朋 体

60 0- 深 鉢
II一磨消沈線文 横 Ii尤線施文後磨消） Ill 4 a 

~1 5 -13 41 胴 体

60 c-深鉢
II一磨消沈線文 横 沈綜施文後磨消！ III 4 , 

-16 -19 51 朋 体

60 Q- 小鉢
(16 0) I Ila-平行磨消縄文 横 小突起瘤組合 A器形 Ill 4 I 

-17 -14 Ill 日 緑

60 F- 台付
浅鉢 122) I Ila-平行磨消縄文 横 Ill 4 f 

-18 -16 51 口緑

91図 60 H- 台付鉢 小突起3個l組
(293) I Ila一平行庖消縄文 横 Ill 4 f 

-I -15 Bil D 註 4箇所か

60 o~ 深 鉢
I Ila-入組状磨消羽状羅文 横 肥厚 大波状U縁か Ill 4 h 

-2 -18 8 II n縁

60 E- 台it鉢
(32 8) I Ila-平行磨消縄文 横 小突起3個l耕 Ill 4 f 

-3 -]7 51 □ 砧

60 F- 深鉢
(2!6j I Ila-入組状庖消利状縄文 横 胴早 Ill 4 h 

-4 -6 4] 日緑

60 G- 深 鉢
285 I Ilaー乎行磨i肖羽状縄文 横 補條孔有 Ill 4 g 

-5 -20 411 日結

60 F- 台付鉢
(30 0) I Ila一縦位連孤状廃消縄文 横 肥原 化弁状□株 III 4 d 

-6 -3 511 u棟

60 E- 深鉢 I Ila-平行桝消材状縄文
(20 0) 横 横割小突起 如器形 Ill 4 g 

-7 -4 61 口 縁 II-I入紐状吃1月羽状縄文）

61 c~ 深 鉢
(224) I Ila一平行磨消羽状縄文 横 小突起2個l組 A, 器形 Ill 4 f 

-8 -! 71 □ 緑

61 F~ 深鉢 I Ila一平行磨消縄文 横令l小突起
(210) 横 A器，器!) III 4 g 

-9 -5 6-1 ロ 緑 IIー入組状府村羽状縄文 211りli且

61 F- 小鉢 横
ll90I I II, ー入糾状廃消羽状縄文 小突起2個1111 A器形 Ill 4 h 

-IO -9 8 II u枯 斜め

92図 61 F- 台付鉢
l:ll 5; I Ilaー入組状序消羽状縄文 横 小突起2個］組 Ill 4 h 

-1 -7 51 U 籟

61 H- 深 鉢
I Ilaー入組状磨消羽状縄文 横 小突起2梱llfi Ill 4 h 

-2 -8 41 日杖

61 H- 深 鉢
(30.0) I Ila一人組状屯消羽状縄文 罹 肥原 Ill 4 h 

-3 -12 51 U 蘇

61 E- 甜、1鉢
i268) I Ilaー入組状序i消取］状縄文 横 肥げ Ill 4 h 

-4 -13 411 ロ 禄
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第46表遺構外出土土器観察表(7)
単位 cm

挿凶 凶11,喜層 若形 器 ロ 底 最 内 ul: その他の特徴 分雑

｝、 外面地 文 11, 名

番号 番号 区位 現状 高 径 区J. ff 翡 l.' 「I午t部 底部 そグ） 他 詐問

92図 61 H- 深鉢 横

IIー入紐状序消；J;J状縄文 Ill 4 g 

-5 -JI 411 肘 ft 縦

61 H- 長頚壺
!!OJI I Ilaー入紐状磨消縄文 横 Ill 4 h n辱部を欠く

~6 -10 81 u枯

61 F- 戊鉢 横

IIー入絣状磨母J;J状縄文 Ill 4 g 

一7 -li 51 桝 体 斑

63 II- 深鉢 縦

II 入Ill状府1消；甘状縄文 Ill 4 g 
-8 -1 41 桐休 斜 n

61 D- 深鉢
IIー入組状悸消羽状縄文 横 [TI 4 g 

-9 -14 71 胴 1本

61 c-深鉢
II-A紐状磨肖材状縄ダ 横 Ill 4 g 

-10 -15 41 !~ I本

61 H- 壺
II一入社状咽泊縄文 Ill 4 g 

-II -16 BII 桝 体

61 G- 台付鉢 人念 脚内
(66) II-A絹状羽状縄文 Ill 4 g 

-11 -19 811 台 横 調~'雑

61 H- 壺 I一平行聡h無文帯
130 横 Ill 4 i 

13 -18 811 n 縁 恥ー半行席消縄文

第47表遺構外出土土器分類表

分迂 第 1 群 c',1期！ 第 II群：削期 第 Ill 群（後期i 第 1V 群（晩期：

合

1 類 2 類 3 類 4 頴 5 雑 l 顛 2 類 l 傾 2 類 3 類 4 碩 1 lu 2 罰 3 碩

邸

式

（げ）

蛍沢 ムン
（文条痕系）
赤御 阻細

） 
十腰内 1V 群

大洞 人作］
名 A 11 'i I 堂式 v類 B 式 BC式

計

現状 計 計 縄文 無文 沈線文
磨消 ,t 三文文 羊歯 撚糸 吋
縄文 状文 縄文

完 形 1 I 2 2 

復 原 l 4 5 IO IO 

口籍部 1 2 .'!;6 102 7 214 689 2 2 695 

部 柑体訛b 1 15 l 32 49 3 3 2,"1, 8'i4 113 814 4,729 5 2G 4,812 

底 部 1 1 48 85 I Iii 144 I 2 148 

位 注日 把手 3 .1 .J 

不 明 2 106 ]08 

計 I lo l " ヽヽー 54 ] 3 3必2 1凶4 121 1038 5,671 8 3り 38 5706 

比 仝 体 0 90 0 05 !ll 40 0 till 

率 第 III 計 593 184 21 183 98 1 
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イ　土　製　品

第Ⅰ、Ⅱ層から出土した土製品は、 6 点である（第93図、第49表、図版63）。土製品の種類

は、巾着（きんちゃく）状土製品 1点、土偶 4点、円盤状土製品 1点である。巾着状土製品は

完形品で、土偶はいずれも破片である。これらの土製品は、遺構に伴って出土したものはなく、

すべて第Ⅰ、Ⅱ層に遺棄されたような状態で出土した。Ｇ－ 4グリッドから土偶が 2点出土し

た点が注目される。

第93図 1 は、巾着（注 1）状土製品と仮称してみたい。ものを入れる袋の中央を紐で縛った

ような形状をしており、スタンプ状土製品とは異なる。立面の上半部は扁平な円形で、下半部

が球状を呈している。文様は、浅くやや幅の広い沈線と目形の刺突で構成されている。ややし

ぼった胴体部の中央に 2 条の沈線、また、上半部の開口部周縁に 1 条の沈線を巡らしてある。

球体状の下半部文様は、最大径のある部分から下位にかけて、目形の刺突を「米」の字状に施

文している。施文順序は、横画から縦画の順とみられる（以下不明）。施文以前に丁寧に研磨

したようで、器面全体に光沢がある。大畑町水木沢遺跡の第 3号住居跡床面から出土した土製

品と酷似しているが、水木沢遺跡ではスタンプ状土製品と称している。

第93図 2 は、あまり写実的な土偶ではないが、顔面は、五角形を逆にしたような形状である。

まゆ毛と鼻は、粘土紐の貼り付けによってわずかに突出して、小さな鼻孔が付されている。眼

は、左右ともかすかにくぼんでいるが、形は、非対称である。口は大きく開いて、歯を示すよ

うな刺突がある。頭部は、結髪を示しているのか、頭頂部と後頭部が瘡状に盛りあがっている。

器面調整は、なでつけてあるが、やや粗雑である。造形は、頭部と胴体部を個別につくってか

ら接合している。その痕跡は首部断面に認められる。

第93図 3 の土偶は、しもぶくれの顔で、まゆ毛、鼻、眼、口は粘土紐を貼り付けて表現して

いる。鼻は大きく、高く、明瞭な鼻孔が付加されているが、顔面全体は扁平である。頭部は、

第48表土製品観察表

挿図番号 図版番号 発揺区 層位 形態名称 現状部位 文 様 胎土 焼成 色調 人きさ（単位cm/g) 

形， 上半部に 1、2条の，曳い 麻さ 60 最大径 34 
93凶ー 1 63-13 H-4 II 巾着状 完 良 怪 橙灰里色 上幅3oxo 4 璽さ568 g 

沈線、下半部に刺突文 最小径 23 

-2 -10 H-6 I 土 偶珀 部 ［粘士貼付i 晋通 良 戌黄・褐色 現贔 36 幅 25 厚さ 21 

-3 -11 E-5 II 上 偶頭 部 （粘:t-貼付） 良 良 褐灰色 現高 35 肛晶 2.9 /『さ 2 2 

-4 -12 G-4 I 土 偶脂］休部 股部にまるい刺突，沈森 粋通 良 灰黄褐色 視高 04 幅30 厚さ I5 

-5 -9 G-4 I 土 偶肩 郁背血に沈線3条 良 良 児褐色 現高 2.8 幅 28 旧さ I0 

-6 -14 G--7 I 円盤状 完 形 RL縄文 微砂含 軟 灰褐色 径31 
原さ 05 

重さsg I 
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第93図 2 の土偶と共通している。また、意識的に焼成したものか否かは判断できないが、頭

頂部とまゆ
．．
毛から顎の部分は、黒味の濃い灰褐色をおび、その他の部分が褐色を呈している。

器面調整は、やや雑である。

第93図 4 の土偶は、全体に風化していることと、農具などによる損傷があるため文様の不明

な個所がある。胴体部中央に貼り付けによる凸部があり、径 1㎜以下の円形の刺突が加えられ

2
 

0 1 : 1.5 

第93図土製品実測図
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ている。そのほか、かすかな沈線文様が正面、側面、背面に認められるが、全体の文様構成は

不明である。

第93図 5 の土偶は、首部から右肩部及び胸部の一部を残すのみの破片である。右乳房部分が

剥離したような痕跡から、正面を推定したが、これを正面とすると背面には 3条の浅い沈線が

施文されてある。製作方法は、粘土で胴体の概形をつくって芯材とし、その上に化粧粘土を塗

り重ねた有様が断面に認められる。

第93図 6 の土製品は、縄文土器片を打ち欠いて円盤状にしたもので、直径約 3㎝、厚さ0.5㎝、

重さ 8ｇ、ＲＬ縄文が施文されている。この土製品は、馬場瀬（2）遺跡からも出土している。

注　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（北林）

1 巾着とは、布又は革などで作り、口に緒をめぐらして引き括るようにした袋。中に金銭、

薬などを入れて携帯できるようにしたもの。『国語大辞典』尚学図書。昭和56年。

ウ　石器・石製品・礫

Ⅰ、Ⅱ層出土の石を素材とする遺物を次のように分類し、出土点数をともに表記する。

第49表 石器・石製品・礫分類表

A地区 B地区 C地区 地区外 ロ1一

I 磨製石器 A 磨製石斧 ， ， 
A 尖頭器 13 1 1 15 

B 石 匙 4 4 

c 石 錐 4 4 
II 剥 片石 器

D 異形 石器 2 2 

E Rーフレイク 17 17 

F 欠損品 3 1 4 

石 器 石 核 18 18 

象LJ片石器の素材 剥 片 195 5 1 201 

原 材 33 8 41 

A す り石 14 7 2 23 

B 特殊すり石 1 1 

III 礫石器 c 円盤状石器 3 1 4 

D 打製石斧 1 1 

E 石 l1ll 5 5 

石剣（石刀） 1 1 
石製品

石 棒 1 1 

礫 313 63 21 397 
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〈Ａ地区〉（第94図）

遺構及び土器の分布と重複しており、縄文時代後期の所産とみられる。

Ⅰ一Ａ　磨製石斧（第98図 1 ～ 8 ）

9 点出土した。 8点は遺構（竪穴住居）内からの出土である。

すべて欠損品であるが、基部半ばで折損したものが多いことは、基端に残る敲打痕とともに、

使用法の激しさを示している。原形に近いもの（第98図 1 ・ 2 ）でも、刃部は全くつぶれてい

る。刃部における使用痕の観察できる例としては、刃縁に対して斜交する線状痕をもつものが

ある。ほかに転用使用痕として、基部に敲打痕が集中し、浅いくぼみをなすものがある（第98

図 3 ・ 7 ）。

形態的には、ａ　基端の尖る細身のもの（第98図 1 ・ 4 ・ 6 ）、ｂ　基端の角ばる広身のも

の（第98図 2 ・ 5 ）等がある。

Ⅱ－Ａ　尖頭器（第99図 9 ～21）

石鏃以外に、石鏃としてはやや長大なものも、尖頭器として一括した。

13点中、 6点が遺構（竪穴住居）内から出土したものである。

完形品は 7点、ほかは、すべて尖頭部先端を欠損している。完形品のうち、 1例は基部にピ

ッチ状の付着物を残している。

形態的には、ａ　有柄のもの（第99図17～20）、ｂ　無柄一円基ないし尖基のもの（第99図

10～16）、Ｃ　無柄－平基のもの（第99図 9 ）、ｄ　無柄－凹基のもの（第99図21）、がありその

第50表磨製石斧計測表

~o 実測図番 り 出土区 ・層位 長 さ 蝠 厚 さ 重さ れ 種 備 考

1 第 98図 8 3 号・床面 (84) 60 32 (260) 輝緑岩 基部欠捐、刃部がつぷれている

2 第 98図 6 II • 投上 (53) (35) (26) (60) 砂 岩 刃部欠担、枯嬬に敲打痕

3 第 98図 7 10 号・ II i ¥ 51) (38) (24) (60) 師 緑 岩 刃部欠損、基部片面に敲打痕

4 第 98凶 4 II • II (85) (44) (28) (160) 緑色凝灰岩 刃部欠損、凡端に敲打痕

5 第 98IJI 1 II . " (97) 40 22 (130) 
＂ 刃緑欠損、某端に敲打狼

6 第 98図 5 ！！ • II 178) (45) (27) (160) 輝 緑 岩 刃部欠損、基部両面に敲オJ痕

7 第 98[・ メI~ ,, • II (16) ,44) (14〉 (10) 
＂ 基部欠捐、刃緑に斜行する線状狼

8 第 98図 2 15 号 ・床而 (92) 52 27 (190) II 刃緑欠損、枯端に敲打痕

9 第 98図 3 H-4・II (71) (46) (28) (150) II 
刃部欠損、凡端に敲打痕、某部片

面に敲打痕

d: 1. 計測伯の単1りは、長さ ・輻 ・厚さ(rm)、瓜さ (gIてある 3

2. ( )内の計測値は、現存値を小す。

3. 出土区の 3りは第 3号遺構、 H--4はH-1グリ 、／卜 を示す。以―I・同様の表記てある。
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中でも、それぞれ平面形と大きさにバラツキがある。

Ⅱ－Ｂ　石匙（第99図22・23、第100図24・26）

4 点出土した。 3点は遺構（竪穴住居）内からの出土である。

すべて完形品のいわゆる縦形石匙であるが、ａ　刃部の先端に調整剥離が加えられたもの

（第99図23、第100図24）、ｂ　未調整のまま残されているもの（第99図22、第100図25）がある。

Ⅱ－Ｃ　石錐（第100図29～32）

4 点出土したが、遺構（竪穴住居）内から 1点、遺構外からの 3点の出土である。

すべて完形品であり、相対的に、ａ　大型のもの（第100図31・32）、ｂ　小型のもの（第100

図29・30）がある。小型のものは、大型のものに比べて、錐部が明瞭に作出され、また、錐部

第51表尖頭器計測表

No. 実測図番号 出士区・層位 長さ 幅 厚さ 重さ 石種 備 考

1 第 99図 17 7 号 ・覆土 27 12 5 1.2 H質頁岩
完形、 有柄、晶部にタール状の付

消物

2 第 99図 12 10 号・ II (18) 13 6 (1 0) 士ずい 先端欠損、無柄一円ないし尖某

3 第 99図 18 13 号・ II (26) 12 5 (1.1) II 先端欠損、．有納

4 第 99図 19 II • II 35 12 4 1.4 叶質貝岩 完形、・有柄

5 第 99図 10 ＂ 
• II (26) 14 5 (1 .2) 土~ ずい 先端欠損、無納ー尖基

6 第 99図 13 15 号・ II 17 10 3 0 5 珪質頁岩 完形、 無柄一円ないし尖基

7 第 99図 21 F~3· — (20) 18 3 (0.6) ＂ 先端欠損、無柄一凹基

8 第 99図 16 C-6・Ia (32) 13 4 (1 5) II 先端欠損、無柄一円ないし尖払

， 第 99図 20 F-6・II 22 ， 2 0.3 玉ずい 完形、打村］一小型

10 第 99図 14 E-7・la 20 ， 3 0.4 月質頁 岩 完形、有柄

11 第 99図 15 C~9·11 18 11 5 0.9 玉ずい 完形、無柄一尖基

12 第 99図 11 D-9・11 (17) 15 6 (1 0) II 先端欠損、無柄一尖基

13 第 99図， D-10・11 24 17 3 1 0 ff質貞岩 完形、無柄一平基

第52表石匙計測表

No 実測図番号 出土区・附位 ti さ 腑 料さ 屯さ 石種 備 序'・ 

1 第100図 26 10 号 ・梃十 49 21 ， 5 1 月質頁岩 完形、 作業角 L=54゚、 R=56゚ 縦形

2 第100凶 24 13 号 ・ II 72 28 11 19 8 II 完形、作巣角 L=65゚、 R= 57° 11 

3 第 99図 22 E ~ 4 ·n 73 24 8 12 0 ＂ 完形、作業角 L=43゚、R=58゚ II 

4 第 99図 23 G-5・la 72 40 11 23 9 II 完形、作業角 L=53゚、 R=56゚ ＂ 

庄 1. 作業角 Lは、正由図左側緑部における争lj離角を 、 1倍lj離面毎に計測し、中均値をホした ものてある 。

2. 作業角 Rは、止頂i図右fHij緑部における判離角を、 1象lj離由l伯に計測し、平均伯を小したものてある。

以下、 lul様の表記てあ る。
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の断面がより扁平である。

Ⅱ－Ｄ　異形石器（第100図27・28）

いわゆる定形石器には属さないが、面調整が加えられ、特殊な器形が作出されたものである。

2点共、遺構外の近接した位置から出土した。

第100図28は、全体がカギ状に作出されているが、先端は鈍い。第100図27は、全体が鋸歯状

に構成され、両端が、つまみ状の部分と尖端とに分れている。

Ⅱ－Ｅ　Ｒ－フレイク（第100図25・33～40、第101図41～46）

剥片の一部に調整剥離の加えられたものを一括した。

17点出土したが、遺構（竪穴住居）内からは、 6点の出土である。

調整剥離の加え方によって、ａ　作業側縁が単数のもの（第100図40・45）、ｂ　作業側縁が

複数のもの（第101図41・42）、Ｃ　尖端部の作出されたもの（第100図35・36）等の区別がある。

第53表石錐計測表

~I) 実測区1番号 出上区 ・層位 長さ 喘 ！早さ 重さ 石種 1/rii 名・

1 第 100図30 7 号 • 投士 17 11 4 0 6 fl'質頁岩 完形、錐部先端が1砦減

2 第 100図29 G-7・表土 18 ， 3 0.4 翌 [_ 
＂ 

3 第 100図32 C~10 ·Ia 32 27 ， 4 0 吐． ＇員頁岩 II 

4 第 100図31 D-10・" 2:, 17 7 2 1 !I II 

第54表異形石器計測表

No I実測図番号 I出士区・庖位 I長 さ I幅 I厚 さI屯 さI,u 枡 備 考

1 I第JOO図271D -・ 8 • II I :,1 
2 第 JOO閃28 D --9・Ia 23 

11 

18 

4

-

9

 

I. 1 I黒耀岩I完形
2.4 T すい II

第55表 Rーフレイク計測表(1)

No. 実測図番号 出七区・層付 長さ 幅 厚さ 凪さ 仁種 備 考

1 第 100図36 3 号・覆土 18 14 6 1.0 F土質頁岩 尖端角=56°

2 第 101図46 ＂ 
• ff 60 31 5 8 1 II 作業角=50°

3 第 101図41 ” 
• II 90 29 11 32 4 II 作業角=46゚、 72・

4 第 101図42 10 号・ II (57) 25 8 (7.6) II 作業角=76° 、48°

5 第 100凶37 13 号・ II 31 19 8 4 6 II 作業角 =65゜ 、 53•

6 第 IOI図43 II . // 47 22 1l 6.2 ＂ 尖端角=35°

7 第 100図25 G--3・II (64) 32 14 (23 9) 
＂ 作業角=61゚ 、尖端角=10°

8 c--5・1a '.26) 38 ， (9 2) ＂ 作業角=57"

9 第 101図44 E~5·11 99 78 19 120 0 II 作業角=67゚、 35°

10 F~5·11 68 28 8 13.4 ＂ 作業角=61°
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Ⅱ－Ｆ　欠損品（第101図47～49）

遺構（竪穴住居）内から 1点、遺構外から 2点出土している。

主要剥離面を残すもの（第101図47・49）と、両面加工されたもの（第101図48）とあるが器

種は不明である。

剥片石器の素材

石核は、18点出土したが、部分的に表皮を残しているものが多い。従って推定される原材の

大きさ及び残された剥離面の大きさからみて、石鏃・石錐等、小型の剥片石器製作の素材を剥

離しうる程度のもののみである。石匙等、比較的大型の剥片石器製作にかかわるものは出土し

ていない。

剥片の剥離に際して、打面を固定している例はない。転移の仕方にも特に規則性がみられな

い。部分的には、90度及び180度単位で転移する場合もあるが、全体として一貫性をもつもの

がない。

剥片は、195点出土したが、完形品は86点（44.1％）である。破損品のうち、主要剥離面に

剥離痕を残すものが56点（51.4％）ある。偶発的なものとしては比率が高い。ただし、石器の

素材としうるほどの大きさのものはない。

第55表 Rーフレイク計測表(2)

No. 実測図番り 出十区・屑位 長さ 幅 淳さ 璽さ 石種 偏 考

11 第 101図45 F-5・la (48) 29 ， (8 1) 吐質貞岩 作業角=52°
12 第 100図39 G-5・11 27 59 13 15 8 II 作業角 =58° 、56°

13 第 100図34 H-6・表士 23 18 6 1 9 II 作業角 =52° 、48°

14 第 100図40 E-7・la 25 (52) 14 12 .0 II 作業角=62°

15 第 100図38 ” ・la 27 18 6 4 4 ＂ 
16 第 100図33 G-8・表土 25 20 10 3.4 玉ずい 作業角=60° 、65°

17 第 100図35 C -10・la 18 13 8 1 3 珪質頁岩 尖端角 =60°

注 1. 作業角は、調繁剥離の加えられている側縁部における剥離角を、 1剥離面毎に計測し、斗C均値を示したものてある C

2. 尖端角は、調整剌離の加えられている先端部における計測値である。

以 1,、同様の表記てある

第56表欠損品計測表

No 実測図番号 出土区・層位 長さ 輻 原さ 重さ 石種 備 考

1 第 101図47 3 号・覆土 (33) (20) (8) (4 9) 珪質頁岩 作業角=(59°)(59°) 

2 第101図49 F-8・la (20) (21) (6) (2.4) II 作業角=(58°)(48°)

3 第101図48 D-9・11 (19) (15) (9) (2 3) 玉ずい
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完形品については、長さ、幅、重さ、および剥離角について計測し、グラフ化した（第95図）。

原材は、33点出土したが、25点は破損している。やや扁平なものが多い。最小のものでは、

約 1× 2 ㎝ほどのものがある。このようなものが、すべて剥片石器の原材としてもちこまれた

ものであるかは、疑問である。

Ⅲ－Ａ　すり石（第102図50～57）。

いわゆるすり石、敲石、くぼみ石の類を一括した。

遺構（竪穴住居・竪穴）から 3点、遺構外から11点出土した。

完形品は 9点である。基本的な使用痕として、擦痕と敲打痕があり、これらが残される部位

によって、ａ　擦痕が面に残るもの（第102図52・53）、ｂ　擦痕が側縁部・端部に残るもの

（第102図57）、Ｃ　敲打痕が面に残るもの－くぼみとして観察される（第102図50～52）、ｄ

敲打痕が側縁部・端部に残るもの（第102図53～57）がある。また、それぞれ使用痕の種類と

部位が、単数のものと複数のものがある。

第57表 すり石計測表

No. 実測図番号 出上区・層位 長さ 輻 ／厚さ 重さ 石種 備 考

1 第 102図57 10 号・覆土 84 58 36 384 
ホルン

完形、使用痕は、 x,、y,
フェルス

2 第 102図55 II • II 119 68 48 632 安山岩 完形、使用痕は、 y,

3 第102図51 12 号・ II 116 62 41 420 砂 右山 完形、使用痕は、 y,

4 B -3・II 131 50 30 222 II 完形、使用痕は、 x,、y,

5 第102図54 II • II 121 46 28 240 頁 岩 完形、使用痕は、 y,

6 第 102図53 D-3・- 119 85 56 732 安山岩 完形、使用痕は、 x,、y,

7 G -3・II 95 55 37 171 凝灰岩 完形、使用痕は、 y,

8 第102図52 C-5・表土 (114) 34 (24) (190) 頁 岩 一端欠損、使用痕は、 x,、y,

9 第102図56 F -5・II 95 85 38 580 ＂ 
完形、使用痕は、 y,

10 E-6・la (133) (84) (48) (140) 花尚岩 破片、使用痕は、 y,

11 第102図50 J -6 . // 139 47 25 233 I疑灰岩 完形、使用痕は、 y,

12 II • II (108) (77) (57) (430) II -j月lj欠損、使用痕は、 Y1

13 D -9・11 (60) (47) (17) (49) 安山岩 破片、使用痕は、 x,、y,

14 C-10・11 (74) (36) (31) (103) 砂 岩 破片、使用痕は、 x,、y,

注 1. 使用痕x,は、面に残る擦痕を,i;す。

2. 使用i良x,は、側緑部・端部に残る擦痕を小す。

3. 使用痕y,は、面に残る敲打痕を示す。

4. 使用狼y,は、側緑部・端部に残る敲打批を示す。

以下、同様の表記である。
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Ⅲ－Ｃ　円盤状石器（第102図58・59）

やや扁平な円形礫の周縁部を一周する「すり面」をもつものである。

遺構（竪穴住居）内から 3点出土したが、完形品は 2点である。

最終的な使用痕（整形痕）は「すり面」であるが、これを加える前に敲打によって整形した

らしい痕跡を残すものがある（第102図58）。あるいは、一連の作業による複合痕であるかもし

れない。

Ⅲ－Ｄ　打製石斧（第103図60）

第 3号遺構（竪穴住居）から 1点出土した。

粗く打欠いて整形しているが、鋭利な刃部は作出されていない。

Ⅲ－Ｅ　石皿（第103図62～64）

5 点出土した。遺構（竪穴住居）内からは 3 点の出土である。遺構外出土のもので、3 点接

合した資料がある。

使用面により、ａ　一面のみ使用したもの（第103図62・63）、ｂ　両面使用したもの（第103

図64）がある。また、利用する前に、素材を整形したらしい痕跡を残すものがある（第103図63）。

石製品（第103図61）

第15号遺構（竪穴住居）から、石剣又は石刀状に整形されたものが出土している。

縦に割れた破片である。

第58表 円盤状石器計測表

No. 実測凶番号 出士区・層位 長さ 幅 厚さ 菫さ わ種 1廂 o/'., ・ 

1 第 102図59 3 号・覆士 65 64 39 320 
ホルン

完形
フ ェ ルス

2 第 102図58 10 号 ・ II 57 59 35 200 ＂ 完形、すり llllに敲打痕

3 15 号 . II (60) 
＂ 

破片、すり面に敲打痕

第59表打製石斧計測表

No. I実測凶番号 I出土区 ・屈位 1長 さ I 血品 I厚 さ I重 さ I 石 秤 1/fii 考

1 I第103凶60I 3 号・覆十 I 129 I 53 35 I 250 I砂 岩完形

第60表石皿計測表

No. 実測図番号 出土区 ・層位 長 さ 幅 厚さ 箪 さ 石種 価 考

1 第103図63 3 号 ・牧土 (260) (152) (98) (3,200) 砂 岩 ー側緑欠担、敲打により整形

2 10 号 ・ II (150) II 破片

3 13 号 . II (197) (130) (56) (2,530) 安山 岩 中央部破片

4 第103図64 表 採・ - (200) (168) (80) (1,750) 砂 岩 中央部破片、両而使用

5 第 103図62 C -3・ II (400) (366) (118) (15,000) 安 111 岩 中央部破片接、C-5グリ ソド出
士の資料と 合
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礫

遺構内外合わせて、313点出土しているが、安山岩、凝灰岩、埋岩（チャート）で大半を占

めている（第96図）。石種別の破砕率及び焼率は、第97図に示すとおりである。出土量の多い

ものの中では、安山岩、砂岩の破砕率が低く、安山岩、珪岩（チャート）の焼率が高い。

第61表石製品計測表

No Iい l図番号 1出土区 層竹 I長 さI血品 I原 さI重 さI.fi 種
1 第103図61 15 号・ 覆土 (118) (24) (12) (30) 粘板 岩 I破片

備

考

゜
20 40 60 80 100(%) 

11 
安 山 岩 1旦Ill 凝灰岩 I 珪 岩日 II

石英•安山岩

第96図 A地区出土礫構成比

破砕率 0 20 40 60 80 100(%) 焼率 0 20 40 60 80 10( 
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粘板岩MLF@'.IIBEL@;)::ff{:E%)N&i'.21?/・：;:)忍l
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第97図 A地区出土礫、破砕率と焼率
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〈Ｂ地区〉（第104図）

土器の分布とほぼ一致し、散在しており、縄文時代後・晩期の所産とみられる。

Ⅱ－Ｆ　欠損品（第107図 1 ）

Ｑ－12グリッドから 1点出土しただけである。

剥片石器の素材

剥片 5点、原材 8点出土したが、石核は出土していない。

Ⅲ－Ａ　すり石（第108図 2 ～ 5 ）

7 点出土したが、完形品は 3点である。

Ａ地区における、ａ（第108図 5 ）、ｂ、Ｃ（第108図 2 ）、ｄ（第108図 3 ・ 4 ）がみられる。

Ⅲ－Ｃ　円盤状石器（第108図 6 ）

Ｑ－11グリッドから完形品が 1点出土した。

石製品（第108図 7 ）

Ｐ－18グリッドから石棒が 1点出土した。両端を欠損したものである。

第62表欠損品計測表

No. I実測図番号 I出土区 ・屈位 I長 さI幅 I厚さ I重さ I石種 備 考

1 I第 107図 1I Q -12・II I (28) I (23) I (7) I (4. 5) I I上質頁 岩 l作業角=(60°) 

第63表 すり石計測表

No 実測図番号 出士区 ・層位 長 さ 幅 原さ 重 さ 石種 備 考

1 第108図 2 P-9・la (116) 51 (31) (291) 砂 岩 一端欠損、使用後は、 YI、y,

2 第108図 4 Q~ 9• II 186 80 50 954 II 完形、使用痕は、y,

3 N -IO・II 135 42 31 245 II 完形、使用痕は、y,

4 Q ~ JO . II 182 49 49 660 II 完形、 使用痕は、 x,、x,、y,

5 第108図 5 Q ~11· la 118 68 38 1,030 安 山 岩 完形、 使用狼は、XJ、y,

6 第108図 3 R-12・ - (86) 70 28 (270) II 一端欠損、使用痕は、y,

7 P-18・II (75) (36) (27) (77) II 破片、使用痕は、x,

第64表 円盤状石器計測表

No I実測図番号 I出士区 ・層位 I-lie さI幅 Ir.,,. さI重 さI心 種 備 考

1 I第 108図 6 Q-11・la 61 58 30 190 
ホ ルン
フェ Jレス

完形、すり面に敲打痕

第65表石製品計測表

No I実測図番号 I出士．区層位 1長さ I 幅 I厚さ I重さ I 石種

1 第108図 7 P -18・ II (240) (26) (22) (280) 粘 板 岩 I破片

備 方．
J
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礫

63点出土した。Ａ地区と同様、安山岩、凝灰岩、珪岩（チャート）で大半を占めるが、相対

的には、凝灰岩の比率が高く、珪岩（チャート）の比率が低くなっている（第105図）。石種別

の破砕率及び焼率は、第106図に示すとおりであるが、安山岩の破砕率が低く、珪岩（チャー

ト）の焼率が高い。
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第105図 B地区出土礫構成比
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第106図 B地区出土礫＾破砕率と焼率
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第107図 B地区出土石器実測図 (1)
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〈Ｃ地区〉

土器と同様、ほぼ遺構内に分布が限られ、縄文時代後、晩期の所産とみられる。

Ⅱ－Ａ　尖頭器（第111図 1 ）

第23号遺構（フラスコ状土壙）の底面近くから 1 点出土した。Ａ地区ではみられなかった、

石鏃としてはかなり長大なものである。形態的にも、Ａ地区のものと異なる。

剥片石器の素材

第20号遺構（特殊竪穴）から剥片が 1点出土しただけである。
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 第108図 B地区出土石器実測図 (2)

第66表 尖頭器計測表

No 実測図番号 出十区・培位 長 云｝
.n
出出 自

了 f]
 
重 さ

J 伍 種 備 考

第111図 1 2:l 号・覆士 42 13 4
 
2.3 珪質貞岩 完形、無納一平基ー長大
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Ⅲ一Ａ　すり石（第112図 2 ）

第21号遺構（特殊竪穴）から 2点出土した。完形品は 1点である。

礫

21点出土した。他の地区と異なり、安山岩、珪岩（チャート）の比率が低くなり、凝灰岩が

大半を占めている（第109図）。珪岩（チャート）の焼率が高いことは、他の地区と同様である

（第110図）。

第67表 すり石計測表

Nn. I実測図番号 IIH土区・層位 I長さ I輻 厚さ i重さ In 種 備 考

1 I第 112凶 2I 21 号・覆十 I114 I 105 I 42 I 755 I砂 岩 I完形、使用狼は、 X1、Y1、y,

11・11  I (107) I (51) I (38) I (262) 破片、 1史用拍は、 X1、Y1

゜
20 40 60 80 100(%) 

II 11 
凝 灰 岩 珪 岩

安山岩・閃緑岩

第109図 C地区出土礫構成比
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〈地区外〉

設定地区外から石器が 2点出土した。時期は不明である。

Ⅱ－Ａ　尖頭器（第113図 1 ）

Ｊ－11グリッドから欠損品が 1点出土した。Ｃ地区のものと同様、長大なものであるが、形

態的に異なり、平基の石鉄に類似している。

Ⅲ－Ｂ　特殊すり石（第114図 2 ）

Ｊ－12グリッドから完形品が 1 点出土した。扁平な部類に属し、「すり面」の両側に剥落

痕をもっている。

（工藤大・奈良清隆）

゜
10cm 

？
 

第112図 C地区出土石器実測図 (2)

第68表尖頭器計測表

'Jo I実測図番号 I出士区・層位 I長さ I幅 I厚さ I重さ I石種 備 考

1 I第1]3図1I J~11·la I (52) I 15 3 I (2. sJ I吐質貝岩 I先踏欠捐、無柄一凹基ー長大

第69表特殊すり石計測表

No I実測図番号 I出上区・ 層位 I長 さI幅 I厚 さI重 さI+i 種 備 考

1 I第114図 2I J -12・表＿十,I 11s 59 33 I 330 I安 山 岩 I完形、両端に敲打痕、両面に擦狼
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エ　炭化木製品（第115図）

Ｃ－ 5グリッド第Ⅱ層から出土したもの

である。正面図下部及びＲ面を欠損してお

り、原形は不明であるが、細かく面取りし

て先端をまるく仕上げている。Ｌ面は、や

や凹面にカットされている。樹種はカエデ

類を用いており、現存値は長さ約40㎜、幅

約43㎜、厚さ約18㎜である。第Ⅱ層は、縄

文時代後・晩期の包含層であり、付近から

は後期の遺物が出土している。

（工藤　大）

゜
10cm 

くこ>

第113図 地区外出土石器実測図 (1)

゜
10cm 

ロ ／＼ 2
 

第114図 地区外出土石器実測図 (2)

□ 
゜

10cm 

第115図 炭化木製品実測図
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4 第Ⅳ層の調査

（1）遺構、遺物の分布（第116図）

遺構とは判断し難いが、Ｈ－ 8グリッド付近で落ち込みを検出した。

遺物は、台地の縁辺部に沿って分布するものとみられるが、調査区全面を掘り下げていない

ので、充分その拡がりを把握できない。縄文時代早期の土器及び礫が出土している。

なお、前述したように、Ａ地区の遺構内からも、少量ではあるが、早期の土器が出土してい

る。従って、これが、遺構構築の際に混入したものであるとすれば、Ａ地区の未調査部分に、

早期の包含層が存在する可能性がある訳である。 （工藤　大）

（2）検　出　遺　構

落ち込み

第16号遺構（第117図）

第Ⅴ層（南部浮石層）上面で落ち込みを確認したが、湧水のため、精査を途中で放棄した。

ボーリング棒による調査では、湧水面から約1.4ｍ下まで泥が堆積しており、その下は粘土層

である。精査した範囲では、掘り方もだらだら
．．．．

しており、遺構とすべきかは疑問である。遺物

は全く出土しなかった。 （工藤　大）
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第116図 第N層遺構、遺物分布図
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（3）出　土　遺　物

ア　土　器

第Ⅳ層から出土した土器は、4 片 3 個体である（第70表、第118図）。これらの土器は、いず

れも本書の第Ⅰ群（縄文早期）に分類できるものである。

第70表第N層出土土器分類表

ロ
第 1 群（早期） 第 II群（前期） 第 Ill 群（後期） 第 1V 群（晩期）

1 2類 3類 4類 5類 1類 2類 l類 2類，｝類 4類 ］類 2類 3類

凸文系）（蛍A沢II） ムリ 1/ ］ (条文痕系） 材堂御式 買閉( ) 十腰 I人J N 群 大加1 大洞
B式 BC式

計 ii 縄文無文鵡文羹慶 計 ＝叉文 収T・似撚糸 計
一 文縄文

完 形

復 原

n 縁部

部胴体部 1 3 4 

底 部

注U・ 把手

位
不 明

計 I 3 4 

個体数 I 2 3 

゜
1.5 10cm 

3
 

第118図 第N層出土土器拓影図
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Ｃ－ 9グリッドから出土した土器（第118図 1 、図版63－15）は、第Ⅰ群 1類に分類できる。

胴体部の破片で文様は認められないが、貝殻文系無文の土器である。外面は暗赤褐色、内面は

灰褐色の色調で、焼成は堅緻である。胎土には相当の微砂が混入している。Ｅ－ 7グリッドか

ら出土して、第Ⅰ群 4 類に分類した土器（第118図 2 、図版63－16）は、 2 片が接合した。外

面には横位の貝殻条痕文がみられ、黄橙色～赤橙色を呈しているが、内面は灰黒色である。胎

土には小礫、微砂が相当混入されている。第Ⅰ群 4類土器でＥ－ 5グリッドから出土した土器

（第118図 3 、図版63－17）は、口縁に近い胴体部片のようで、器面に垂直な連続刺突文と擦痕

が認められる。内外面の色調は黄灰褐色であるが、器壁内は灰褐色である。胎土には小礫、微

砂が混入しており、焼成は堅緻である。 （北林）

イ　礫

主に、調査区東側の谷寄りから、6 点出土した。凝灰岩が大半を占める。（第119図）。石種

別の破砕率及び焼率は、第120図に示すとおりである。 （工藤大・奈良清隆）

5 第Ⅵ層の調査

（1）遺物の分布（第121図）

M－12グリッド付近から、縄文時代早期の土器が出土した。第Ⅳ層と同様、全面調査してい

ないので、拡がりは不明である。また、やや離れて、石器及び礫が出土している。

（工藤　大）

（2）出　土　遺　物

ア　土　器

第Ⅵ層の土器は、Ｌ－12とＭ－12の両グリッドから出土した 7 片（第72表、第122図）だけ

である。これらの土器は、本書の第Ⅰ群 1類に分類される。

゜
20 40 60 80 100(%) 

邑 凝 灰 岩

第119図 第N層出土礫構成比

破砕率 0 20 40 60 80 100 (%) 焼率 0 20 40 60 80 100 (%) 

粘板岩！．．：＼ぶ：：::/??@X?f t¥!tX!ii(%H!?t%Htm 
凝灰岩髯・.袷衷裟翌苺．予翁苺裔器葵箆唸翌蕊哀磨翁忍翠悉翁婆蕊殺．翌脊：賃l

粘板岩

凝灰岩

第120図 第N層出土礫、破砕率と焼率
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第121図 第N層遺物分布図
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いずれも貝殻文系土器の胴体部下半から底部にかけての破片である。すべて接合した同一個

体であり、尖底部分が欠損している。この土器の胎土には、砂粒、小礫などの混入物が認めら

れるが、器面には目立つほど大きなものはみられない。焼成は、堅緻である。色調は、外面が

橙色、内面が黒褐色である。外面には、縦位の研磨痕がみられ、内面は、磨耗と剥離のため、

ざらざらしている。器厚は0.8～1.0㎝で、成形は輪積みである。施文部分が残存していないた

め型式名をとらえることがむずかしい土器である（第122図、図版63－18）。 （北林）

第71表第VI層出土土器分類表

口
第 1 群（早期） 第 II群（前期） 第 III 群 （後期） 第 1V 群（晩期）

1類 2類 3類 4類 5類 1類 2類 1頬 2類 3類 4類 l類 2類 3類

（斐緊）（哭靡）合r(委塁）点9 閉蟹（ ） 十腰内 N 群 人B式制 B大C涸式

計 計 縄文無文沈線文日嬰 計 三叉文 状羊歯文 撚縄文糸 叶

完 形

復 原

口殺部

部 ii月体部 7 7 

底 部

注D・ 把手

位 不 明

計 7 7 

個体数 l 1 

‘、，`
 

，
 

9
9
 ,' ＇
 

゜

＼ ヽ
I ,/、

ヽ ，， ヽ、 、
、ヽ：、＇ヽ／
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10cm 
第122図第VI層出土土器実測図



― 164 ―

イ　石器・礫

Ⅲ－Ａ　すり石（第125図）

Ｑ－13グリッドから、欠損品が 1点出土した。第Ⅵ層出土の石器はこれだけである。

礫

6 点出土しており、安山岩が大半を占めている（第123図）。石種別の破砕率及び焼率は、第

124図に示すとおりである。 （工藤大・奈良清隆）

第72表

No. 実測図番号

第 125図

出土区・層位

Q -13・VI 

長 さ

(110) 

幅

78 

厚

すり石計測表

34 

さ 重 さ

(350) 

石

砂

種

岩

備

両端欠損、使用痕は、 y,、y,

゜
20 40 60 80 100(%) 

安 山 岩 三
第123図 第VI層出土礫構成比

破砕率 0 20 40 60 80 100 (%) 焼率 0 20 40 60 80 100 (%) 

安山岩麟惑彎麟器盛謳翠磋器翠翠器喜冒言l
凝灰岩 f:};J篇篇蓋炭羹蒙鸞望羞璽斎；¥)書髪贔貸囀

安山岩

凝灰岩

第124図 第VI層出土礫、破砕率と焼率

゜
10cm 

第125図 第VI層出土石器実測図
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6 若干の分類と考察

第Ⅲ群土器について

主に竪穴住居跡、竪穴遺構及びその周辺の第Ⅰ、Ⅱ層から出土し、本遺跡出土土器の主流を

占める。後出の第74表第Ⅰ、Ⅱ層出土土器分類集計表の土器群は、既に第 1類から第 4類まで

大別してあるが、ここでは更に次のように細分を試みた。

ア　文様の細分

資料に用いた土器は、完形土器と復原できた土器約50点を中心としたが、相当量の破片も利

用したので全体の器形、文様などを充分把握できない部分や誤謬を犯したところがあるかも知

れない。なお、第74表の第Ⅲ群土器の出土比率には、完形品及び復原した土器を含めていない。

第 1 類土器　　縄文のみを施文した土器

縄文以外の意匠文を付加していない土器を一括したので、次のａからｅに細分できる。第 1

類土器は、遺構内から出土した土器の約73％、第Ⅰ、Ⅱ層の遺物包含層から出土した土器の約

59％を占める。また、完形土器 9点、復原した土器 2点がある。

1 ａ 縄文を施文した土器

ＬＲ、ＲＬのいずれかの縄文原体を用いて、横位または斜位に回転して施文した土器、土器

の部位によって、横位回転→斜位回転、斜位回転→横位回転などに変化している土器、縄文原

体を横位回転させているが、施文部分の上下間隔が密接していない土器などを含めてある（第

50図 5 、第62図 1 、第65図 1 、第67図 1 、第68図 1 、第74図 1 、第75図 1 、 2 、第79図 1 ）。

第Ⅲ群 1 類ａ土器は、Ｂ器形の深鉢（第65図 1 、第74図 1 ）と小鉢（第50図 5 、第62図 1 、

第67図 1 、第68図 1 、第75図 1 、 2 ）及びＣ器形のもの（第85図 4 ）が認められる。Ｃ器形の

土器は第Ⅲ群土器よりも第Ⅳ群土器の可能性が残っている。

1 ｂ 縄文の施文方向が一定でなく、不特定に変化している土器

第54図 7 、9 、第67図 6 、7 、第89図 7 が相当する。深鉢形のＢ器形土器で占められている。

1 ｃ 横位の羽状縄文を施文した土器

ＬＲ、ＲＬの原体を上段、下段交互に押捺回転して、方向の異なる斜縄文を積み重ねて羽状

縄文を形成した土器（第49図 2 、第79図 1 、第89図 6 ～ 8 ）で、ＬＲとＲＬ原体の接点（交又

点）は、器軸に対して直角、横の方向に走る。羽状縄文の上段にＬ　　、下段にＲ　　を使う

と、羽状縄文となる。第Ⅲ群 1 類ｃとした横位羽状縄文の施文幅は 2 ～ 3 ㎝内外で、第Ⅲ群 1

Ｒ
Ｒ�

Ｌ
Ｌ�

1類一縄文 a、b、

2類ー無文 a、b

第III群土器(3類一沈線文 a、b
4 類一磨消縄文— a 、 b 、 C 、 d 、 e 、

C、d、e

f、g、h、 1、
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類ｅとした幅広い羽状縄文とは施文幅が異なるが、地文の施文手法では第Ⅲ群 4類ｅ土器と共

通する。

1 ｄ 幅広い羽状縄文をもつ土器

第67図 4 、第76図 3 、 7 、第78図 1 が相当する。基本的な施文技法、縄文原体は、横位の羽

状縄文と差異はないが、斜縄文の上下、交互に組み合わせた施文帯の幅が、10㎝内外と広い類

をまとめた。縄文晩期の土器にも施文されている。

1 ｅ 付加縄文の認められる土器

ＬＲか、ＲＬのいずれかの縄文原体に別の撚糸状の原体を付加した土器（第61図 3 ）と、 2

種類の縄文原体を重ねて施文した土器（馬場瀕（2）遺跡出土）などを包括した。第Ⅲ群 1 類ｅ

の器形は、大小の相違はあるが平縁直口の深鉢形で占められている。

第 2 類土器　　無文土器

器面に縄文、沈線文などの文様が認められない土器を一括し、ａ、ｂに細分した。遺構内及

び遺構外出土の完形土器18点、復原できた土器 4点の計22点で、器形を確認できる土器が最も

多い。破片数では、第Ⅲ群土器中の第 3位、遺構内出土の約 8％、遺構外出土の約18％である

点が注目される。また、ミニァチュア形土器が多いことも特筆される。

2 ａ 無文で装飾的貼瘡、小突起などを付した土器

無文で口唇部、胴体部（最大径部）に貼瘡、縦割りあるいは横割りなどの装飾的小突起をも

つ土器で、小鉢（第62図 2 、第66図 5 、第80図 1 ）、注口（第49図 5 、第68図 2 、第81図 1 ）、

台付浅鉢（第60図 8 ）、ミニァチュア形注口（第50図 2 、第60図 4 ）、無頸壷（第75図 3 ）、鉢

（第60図 5 ）、浅鉢（第50図 3 、 4 、 6 ）、台付鉢（第50図 9 ）の器形がある。

2 ｂ 無文で貼瘤、小突起など装飾的付加物をもたない土器

ｂ類の無文土器は、ミニァチュア形（第50図 3 、 6 、 8 、第60図 6 、第75図 5 ）、鉢（第60

図 8 ）、注口（第81図 2 ）、長頸壷（第49図 3 、第60図 1 ）、台付鉢、浅鉢（第68図 5 ）が出土

した。ミニァチュア形の土器には、前出の器形が全て認められるほか、無頸壷（第75図 3 ）、

四脚付（第50図 9 ）も各 1点出土した。器形は多様で変化に富んでいるが、大型の深鉢形土器

は見当らない。器面を入念に研磨して光沢を有した土器と粗雑な造形をしたミニァチュアの類

がある。この差異は、胎土の精粗とも関連が深い。ミニァチュア形土器は、以下ミニ○○と略

称する場合がある。

第 3 類土器　　沈線文土器

沈線文を指標とする土器を包括した。次のａ、ｂに細分類できるが、遺構内出土土器の

0.5％、遺構外出土の約 2％を占めるに過ぎない。復原できた土器は 1点である。

3 ａ 2 条 1 組を単位にした平行沈線を口頸部に施し、胴体部に入組状沈線文をもつ土器
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ミニ長頸壷（第50図10）が相当する。

3 ｂ 沈線文と貼瘤を組み合わせた土器

本遺跡では出土例がなく、馬場瀬（2）遺跡出土の香炉形土器 1点が該当する。

第 4 類土器　　磨消縄文土器

各種の磨消縄文を有する土器を一括して、ａ～ｊに細分した。第 4類土器は、前記の第 1～

3 類土器をすべて加えて組み合わせた土器で、精粗どちらのつくりかと言うと、いわゆる精製

土器に近い土器が多い。第Ⅰ、Ⅱ層から出土した土器及び遺構から出土した土器のそれぞれ約

18％を占める。完形土器 4点、復原できた土器 9点がある。

4 ａ 平行沈線化した磨消縄文を有する土器

平縁か波状口縁をもつ深鉢形土器にみられる文様（第70図 1 、4 、第75図10、第90図 9 ～15）

で、焼成がよく、薄手の粗製土器に属する。斜縄文の地文に、口縁とほぼ平行する沈線を数条

ひき、更に胴体部に大湯式土器の構図（第90図10、13）に類似した沈線で、帯状に区画した曲

線的な文様を描いた後、沈線の内外のいずれかの縄文を磨消したもの（第90図10～12）、平行

沈線文の間に弧状の沈線文を施したり、平行沈線文の間に長隋円形の文様を描いて、一部の縄

文を磨消したもの（第90図 9 ）。この種の磨消縄文手法は、第Ⅲ群 4 類土器においては例外的

な施文手法である。一般的な入組状磨消縄文を施文する場合は、波状・花弁状の口縁部、小突

起、貼瘤を目印にして、構図を沈線で区画し、その次に沈線に沿って羽状縄文や縄文の原体を

回転押捺して充填する方法をとっている。

4 ｂ 口頸部、胴体部に 2条一組の平行連続刻目文と磨消無文帯をもつ土器

第81図 3 は、完形に近い注口土器で、口唇部に小突起、胴体部に縦割りの瘤を貼付けて、口

頸部に刻目文帯を配し、胴体部には磨消羽状縄文による入組状文を施文している。出土例は第

90図 5 の注口土器、口頸部片との 2例がある。

十腰内遺跡出土の第Ⅳ群土器の中で連続した刻目が加えられた土器は、深鉢形を呈したもの

のようである。そして、「十腰内第Ⅳ群土器は、第Ⅲ群土器に対してかなり接近した時間的位

置にあると考えられるので、この刻目などは第Ⅲ群土器からの伝統的なものとしてよいだろう」

といわれている。

4 ｃ 縦位羽状縄文を特徴とする土器

縦位羽状縄文は、注口土器の胴体部下半に施文されている。第69図 1 、第84図 2 の土器は、

口唇部に 2個一組の小突起をもち、口頸部に平行磨消縄文を施している。更に胴体部上半には

磨消羽状縄文による入組状文が施文されて、その下部から底部立ち上りまでの間に口縁部、底

部に対して直角方向の縦位羽状縄文が認められる。第84図 2 の土器も同様であるが、器形は深

鉢又は壷であろう。縦位羽状縄文以外は次の 4ｇ、 4 ｈに類似する。器軸に平行して施文した
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縦位羽状縄文と、器軸方向に直角方向の横位羽状縄文の、施文技法上の違いについては、すで

に十腰内遺跡の報告書で指摘されている。すなわち、「十腰内第Ⅲ群土器では縦位羽状縄文、

第Ⅳ群土器では横位羽状縄文である。そして、縦位、横位の施文技法上の相違が両群を分ける

指標となっている」。このことについては、貝烏貝塚（草間・金子：1971）の報告書ほかでも

指摘されている。

4 ｄ 連弧状磨消縄文を特徴とする土器

花弁状口縁をもつ深鉢形と小型注口土器の器形が認められている。

第58図 7 の土器は、花弁状口縁に磨消縄文帯を配し、五つの花弁状口縁に合わせて、縦位に

弧線、横位に平行沈線を配して連続させ、磨消による無文帯と縄文を交互に配してある。口唇

部は、内側に肥厚しており、補修孔も認められる。花弁状の口縁をもつ深鉢形土器は、岩木山

麓、湯の沢遺跡（村越：1968）から出土している。

小型の注口土器（第49図 4 ）は、口唇部に縦割の小突起を対称的に 4個付している。口頸部

には、平行（横位）磨消縄文帯を配し、胴体部には上下に向かい合った弧線を連結させてから、

磨消羽状縄文を充填して連弧文を形成したもので、連弧文の接点に注口部（アスファルト状の

物質で接合補修している）貼瘤、小把手を配している。底部にもアスファルト状物質による補

修痕がある。

4 ｅ 地文が羽状縄文で、口頸部、胴体部に横位、縦位の磨消無文帯をもつ土器。

器形の全体を確認できる土器が少ないため、分類の特徴を示す部位以外に施文された文様に

ついては不明である。第85図 3 の土器は、胴体部に方形状の磨消無文帯を有する。器形は、深

鉢形が認められる。第49図 1 の土器は、Ａ 3器形で頸部に横位の磨消無文帯を一条施している。

4 ｆ 口頸部、胴体部、底部（台部）に平行磨消羽状縄文のみをもつ土器

口唇部に双頭の小突起、横割り小突起、押し切り小突起（口唇部の 2箇所を箆状工具で強く

押し、刻み目状小突起を形成したもの）を 4箇所、あるいは 2個一組を単位にして 4箇所に付

したものが多い。このグループは、口頸部の破片の場合、次の第Ⅲ群 4類ｇと区別することが

困難である。器形は、台付浅鉢が多く、台付浅鉢土器（第51図 3 、第52図 1 ）のなかには、器

内面中央に目形の刺突文を円形に施したもの（第51図 3 ）や、縄文を円形に施したもの（第52

図 1 ）がある。第81図 9 は、胴体下半から底部までを研磨したように磨消して無文化している

が、本遺跡ではほかに類例のない文様構成を示している。

4 ｇ 口唇部に各種の小突起をもち、口頸部と底部に平行磨消羽状縄文帯を付し、胴体部

（台部）に入組状磨消羽状縄文をもつ土器

器形は、台付浅鉢（第51図 2 、第52図 2 、 3 ）、Ａ 2 器形の深鉢（第84図 1 ）、Ｂ器形、Ａ2

器形の小鉢（第48図 1 、第82図 4 ）、注口（第69図 1 ）、長頸壷（第47図 1 ）がみられる。注口
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土器の胴体部のみに瘤が付されている（第13号遺構第69図 1 ほか）例もある。このグループの

胴体部破片は、次の 4ｈ、 4ｊのグループの胴体部破片と共通の要素をもっているので、それ

によって区別することはできない。

4 ｈ 口唇部に各種小突起を付し、口縁部端に沿って一、二条の磨消縄文帯をめぐらせてか

ら、口頸部と胴体部に磨消羽状縄文による入組状文を施した文様を特徴とする土器

器形は、小突起付平縁（第91図10、第92図 1 ）及び 5個の大きな波状口縁（第71図 1 ）をも

つ深鉢形が多いが、長頸壷形もみられる（第92図 6 ）。口縁が外反し、頸部がくびれるＡ器形

のものだけで、今のところこの種のＢ器形を示す土器はみられないようである。また、この種

の文様を有する土器には口唇部に小突起を付す類はあるが、胴体部に瘤を付す類は見当たらな

い。

4 ｉ 口頸部に磨消無文帯を有する土器

胴体部に縄文を施したもの（第85図 4 ）と、広義の磨消縄文を付したもの（第92図13）など

がみられるようである。器形は、口頸部が短かく“く”字状に外反し、胴体部が膨らむＣ器形

の深鉢（第85図 4 ）、長頸壷（第92図13ほか）などが認められる。

4 ｊ 口頸部が羽状縄文で、胴体部に入組状磨消羽状縄文のある土器

4 ｇとの相違は、口頸部、底部に平行磨消無文帯をもたない点である。（第48図 2 、第55図

2 、第83図 2 ）が相当する。

第Ⅲ群土器は、一応以上のように文様を細分類することが可能である。これらの第Ⅲ群土器

の細分類は、馬場瀬（2）遺跡においても適用し、その際、新たに細分類できるものがあれば追

加したい。第Ⅲ群 1類土器とした後期粗製土器には、第Ⅳ群 3類晩期粗製土器と明確に区分で

きないものも含まれている可能性はないとは云い切れない。

磯崎氏も述べられているが、第Ⅲ群土器には器面に貼り付けられた瘤状突起が存在する。し

かし、十腰内第Ⅴ群土器ほど繁多ではなく、貼瘤文土器全盛期への移行期におかれていたと考

えられる。
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第73表 第 I• II層出土土器分類一覧表

~ 
第 1 群 (Y 期） 第 II 群［前期i 第 Ill 群 （後 期1 第 N 群（晩 期）

合
l i頁 2 !!i 3 ! 且 4 姜且 5 tA I 類 2 類 1 類 2 託 3 誼 4 類 I 類 2 狛 3 類
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） 
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al ,t ,,! ,ii 
A JI v 粕 縄 文無 文沈祝文 吃1打縄文 又文 芋i>f状文 撚計浄縄文

完逍梢内 2 !I :J 14 14 

形 俎 桔外 l 1 2 2 

復直構内 7 ， 1 8 25 25 

原直 1消外 1 4 4 ， ， 
沿構内 ， JR 1 11 39 o9 
計
直構外 2 4 5 11 II 

[J 遺構 IAJ 3 3 73 18 1 5:1 140 ti " 11 15!1 

緑 ,:1! 構外 2 ど 366 10, 7 214 68Y 2 2 1 (i% 

部 計 3 2 5 4:19 120 8 267 834 6 2 7 15 854 

りl•l 選 構内 1 I 33 6 41 5 5 811 95 6 190 1,102 16 :JI 47 J.195 

体 泄 楳外 I 15 1 32 49 3 3 2,948 854 113 814 4,729 5 26 31 4,812 

部 計 2 1 48 7 32 '.lO 8 8 :3, 759 949 119 1,004 5,831 16 5 57 6 007 

底 逍 構内 1 j 32 5 11 51 3 :1 :-~', し9

追 構 外 1 1 48 85 I 10 144 I 2 3 148 

部 II 1 1 2 80 90 1 24 195 1 5 6 203 

そ心構内 lll¥l 1 4 114 114 

の直~ 構外 3 :l :i 

他 el !09 4 4 117 117 

合逍構内 1 I 37 6 45 5 5 1,025 119 7 261 1.412 22 39 Gl l, 520 

計 炊 構外 1 15 I 35 54 3 3 3,362 I 041 121 1,038 5,671 8 30 38 5,766 

総 数 2 1 52 7 35 99 8 8 4,:J87 I, 163 128 1,299 7、083 22 8 b!J 99 7 289 

比遺構内 2 95 0 32 (72 59 8 42 0 50 18 48) 92 71 4 {)() 99 98 

率遺構外 0 90 0 05 I 5~:m 18 4 2 10 18 30) Y8 40 0 60 
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イ　第Ⅲ群土器の器形と分類

第Ⅲ群土器で器形の全体を計測できる土器は、約50点である。次に、これらの土器と資料と

して利用できる破片の器形を分類して、器形の種類、大きさ、特色などを確めてみたい。

深鉢形土器 （第126図、第74表）

深鉢形土器で、器形の全体が確認できるのは 6点である。それらのデーターは、第126図と第

74表に示した。更に、深鉢形とみられる土器全体のデーターも、第74表に示した。深鉢形の器

形は、Ａ、Ｂ、Ｃに区分できる。Ａ器形は口

縁部が開き、頸部がすぼまり、胴体部がやや

膨らんで底部にいたる器形である。口縁部の

形態によってＡ 1～Ａ 3 に細分した。Ａ 1器

形は、（第71図 1 ）のように 5 個の大波状をな

している類。Ａ 2 器形は、（第60図 8 、第80図 2 、第82図 2 ）のように平縁直口の類。Ａ 3 器

形は、（第49図 1 、第62図 2 、第81図 8 ）のように口唇部に小突起、貼瘤などの装飾的付加物

がある類である。Ｂ器形は、口縁部がやや内傾気味で、砲弾の尖端部を切り離したような類で、

多くは口唇部が肥厚している。深鉢では、第65図 1 、74図 1 、小鉢では、第50図 5 、第62図 1 、

第67図 1 、第68図 1 、第75図 1 、 2 、第79図 1 などが相当する。Ｃ器形は、 1 例（第85図 4 ）

認められている。短い口頸部が“く”の字状に外反して、胴体部が球状にふくらんでいる甕形

に近い器形の土器である。口径24.2㎝よりも胴体部の最大径が大きく26.3㎝。器高は、恐らく

最大径よりも若干大きいものとみられる。遺物包含層から出土した土器であるが、第Ⅲ群土器

に包括されるとすれば、特異な器形である。Ｂ器形の深鉢形土器は、口径が器高よりやや小さ

く、器形を確認できる土器の法量は、器高30～36㎝、口径25～35㎝、底径 8～ 9 ㎝である。Ｂ

器形とＡ器形の深鉢形土器の割合は70対 9 、約 8 対 1 である。Ａ器形の深鉢は、口径が器高よ

りやや大きく、器高のわかる土器の法量は器高16～24㎝、口径20～27㎝、底径 6～ 8 ㎝で、Ｂ

器形土器より小型の類が多い。口径が20～30㎝まではＡ、Ｂ器形共存在するが、31～47㎝の口

径をもつ深鉢は、Ｂ器形土器によって占められている。

器形と文様の関係。Ｂ器形の深鉢形土器（45点）の88.9％（40点）は縄文（第Ⅲ群 1 類ａ）

を施文した類で、そのほか、羽状縄文（第Ⅲ群 1 類ｃ）6.7％（ 3 点）、付加縄文（第Ⅲ群 1 類

ｅ）2.2％（ 1 点）、無文（第Ⅲ群 2類ｂ）2.2％（ 1 点）の割合が認められる。これは、全体数

の全てを示すものではないかも知れないが、一応の割合を示しているものと考えられる。Ａ器

形深鉢形土器（12点）の多くは（10点、83.3％）磨消縄文（第Ⅲ群 4 類）の類で占められ、羽

状縄文（第Ⅲ群 1類ｃ）の類と無文（第Ⅲ群 2類ｂ）の類も（各 1点、8.3％）認められる。

Ａ器形のなかで、Ａ 1とした大波状口縁（第71図 1 ）の類は、この時期に発生した器形であろ

第129図　深鉢形土器器形
区分概念図

▽□□ロ
ロ
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うか。近似するものとしては、花弁（五弁）状（第58図 7 、第91図 6 ）の類がある。この器形

は、十腰内第Ⅲ群土器（中宇田遺跡、県埋文13集：1974）で認められているが、モチーフが異

なる。また、十腰内第Ⅴ群土器（蛍沢遺跡出土：1979）にも継続している器形である。Ａ 3器

形の土器とＢ器形の土器は、第 3号遺構では床面からセット（第49図 1 、 2 ）で出土した。従

って、両器形の土器は、器形の独立、換言すると用途の分化がすでに成立していたと考えられ、

第74表 深鉢形土器資料一覧表

出土地挿図劇器形 1
文様
分類 I法量 10 15 20 25 30 35cm 

15号床面 74固 11 B 皿la

13号覆土 65-1 B 皿la

14号床面 71-1 A, 皿4h
TK 

7号覆土;so-s A, I皿2b /1111111111111111111111111罰11』『疇1m11m110011M11』IIMll!II~』11』11』『』IIIHI:
皿4gI TK H KK 

器高(H)I頻出数
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計 27 

A器形 12 
B器形 45 
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事実、Ｂ器形は十腰内第Ⅲ群に存在している。Ａ器形からＢ器形へ、あるいはＢ器形からＡ器

形への変化は本遺跡の第Ⅲ群土器では考えられない。

小鉢形土器 （第127図 1 ～14、第75表）

全体の器形を確認できる土器は、14点ある。器形が小型のために、典型的なＡ器形とＢ器形

を示す土器は少なく、Ａ器形が 5点、Ｂ器形が 9点である。Ａ器形の法量は、器高 9～14㎝、口径

第75表 小鉢形土器資料一覧表

出土地挿図No器形分類 I法量 5 10 15 20cm 

l 
G-6 79図 1 B ffila 

7号覆土 62-1 B 皿la

3号覆土 50-5 B fill a 

15号床面 75-1 B lll a 

13号覆土 67-1 B ffila 

13号覆土 68-1 B ffila 

15号床面 75-2 B 皿la

3号床面 49-2 B III le 

G-5 80-1 B ID2a 

1号床面 48-1 Az ID4g 

F-6 80-2 Az m2a 

0-9、C-982-2 A, ID4g 

10号覆土 62-2 A, m2a 

H-8 81-8 A3 I114f 

器ぶI頻出数1口:K)頻 出 数 底径 頻 出 教 I 文分様類I 頻 出 数

cm 
3 3 

4 ， 
9 I ll10F 2 5 4 

11 6 3 

凸 17 

・-戸 , I 
2 13 

13「―
14~ 

4 

3 15 

2 

" i― 1 I 17 4 A 器形 7 

17 
B 器形 12 

器形不詳 710 I at I 29 

19 2 計 29 

147 I計 29 
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13～17㎝、底径 4～ 5㎝で、口径が器高よりも大きいことが特徴である。土器の文様では、第

Ⅲ群 2 類ａ（無文の類）が 2 点、 4 類（磨消縄文の類）が 3 点認められる。Ｂ器形の法量は、

器高 7 ～18㎝、口径 9 ～19㎝、底径 4 ～ 8 ㎝、器高が口径より大きい土器が 2 点ある以外は、

口径が器高より大きい類で占められる。底径は17点中 9 点（52.9％）が 4 ㎝の類で占められて

いる。これら小鉢形の器形は、深鉢形の器形同様、器形だけに限ると十腰内第Ⅲ群、Ⅴ群にも

存在している器形（前出、十腰内、神明町、蛍沢遺跡出土例ほか）である。

注口土器 （第127、128図、第76表）

器形の概略を計測できる土器は 7点出土した。便宜上器高及び最大胴径が15㎝以上をＡ型注

口、それ以下から 7 ㎝までをＢ型注口とすると、Ａ型注口 1 点、Ｂ型注口 6 点に分けられる。

Ａ型、Ｂ型ともに器高と最大胴径の数値が近接している点が一つの特色である。Ａ型注口土器

の口縁部とみられる破片は 2～ 4 点（第48図 3 、第53図 2 、 3 、第90図 5 ）認められる。注口

部は長さ 4㎝、仰角は35度前後である。Ｂ型注口より小型の類は、ミニァチュア形とした。こ

れらの注口土器の文様は、無文の類（第Ⅲ類 2類 4 点）と磨消縄文（第Ⅲ群 4類 7 点）に大別

される。Ｂ型注口で無文の類に貼瘤、小突起、把手（吊り手か）などを全く付加していない土

第76表 注口土器資料一覧表

出13跨C号土-覆床5地土面 ＇挿8168490図--比25 1 ド~ 口径 底径配l'"'繹K) 

15 20cm 分 (KK) (TK) ( I法量 5 10 

! III 5.0 (丸） 7 X 9 

III 4.9 2.8 9.1 

皿 4.9 2.0 10.2 

E-6 81-2 ill 4.0 2.0 7.4 
」」」」」」」H岳：:;:;:;:;:4・.:_:,::::;:,,:,:; 

13号覆土 69~1 ill 11 . 5 3. 5 19. 0 TK KK HMDK 

3号床面 49-4 Ill 5.5 

器貨）I頻出数 口五rK)頻出数 底訂頻出数 I各悶I頻出数
4 cm 3 2 cm 3 I I 1 ""'I I 2 I I 1112a I B I 3 

5 2 3 2 

6 
凡計,._,E 

7 2 I lU□ 2 I I fil4b国 2 

7 

8 

計 1 7 
IJO, ~ I計 7 I 

11]4f I,~ 
2 

11 

言tI 11 
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器（第81図 2 ）が 1 点認められる。この注口土器以外は、口唇部に各種の小突起を 4組、胴体

部に 3個の貼瘤あるいは 2個の貼瘤と把手 1個（ 2例、第49図 4 、 5 ）を注口部とともに器体

を四等分する形状で配してある。このような把手をもつ注口土器の出土例は少ないようである

が、本遺跡では、ミニァチュア形無頸壷（第75図 3 ）と注口土器（第51図 7 、第60図 4 ）にも

認められる。また、 1例だけ胴体部が楕（長）円形（ 7× 9 ㎝）の類（第49図 5 ）が認められ

る。底部は上げ底と平底がある。十腰内第Ⅴ群の注口土器は、口頸部が長頸壷のように細長く、

しかも貼瘤の数が増加しているが、これまで十腰内第Ⅲ群の注口土器（日本原始美術 1 、

No.165：1964）と対比した場合、器形上の変化（勿論モチーフは変化しているが）は認め難い。

把手状の装飾的付属部分は、十腰内第Ⅲ群土器には認められていないようであるが、第Ⅴ群土

器（蛍沢遺跡第12号住居跡出土）の台付鉢には確認されている。

長頸壷形土器 （第128図、第77表）

器形の全体を把握できる土器は 3点で、床面から出土した。また、口頸部片で長頸壷と推定

されるものが 8点ほどある。器高12～16㎝、口径 4～ 7 ㎝、最大胴径 8～11㎝、底径 1～ 3 ㎝

の法量をもつ土器が認められるほか、口径 9～13㎝から推測される大型の長頸壷の存在が予測

される。破片からは注口土器であるか、長頸壷であるか判別しがたい土器であるが、器形

第77表 長頸壺形土器資料一覧表

出土地 1挿図No 文様 器(H高) 
口径
底(T径K) 最(大MO胴K径) 分類 (KK) 法量 5 10 15 cm 

TK KK MOK H 
7号床面 60図 1皿2b 12.3 5.8 3.6 8.1 

1111111111111111[:¥:¥::¥ 
TK KK MOK H 

3号床面 49-3 ill 2 b 16.0 7.2 3.0 11.5 11111111111111:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: 

4.3 1.3 9.3 
TK KK MOK H 

1号床面 47-1 ill 4 g 13.5 11111[:/:/ぇ：：：；：：::: 

~ 
口径 頻出数 底径 頻出数

4 cm 1 cm 

5 2 

6 3 3 2 

7 計 3 

8 I言t I 3 

計 I 3 I I 9 I 計 1 11 

10 

11 

12こ］ 2 

13 

計 I 11 
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のわかる長頸壷には胴体部の貼瘤と口唇部の小突起は認められない。十腰内Ⅴ群の長頸壷には

無文でも貼瘤が認められている（蛍沢遺跡に出土例）。底部は小さく、押し上げたような上げ

底である。文様は無文（第Ⅲ群 2類ｂ）の類と磨消縄文（第Ⅲ群 4類）の類が認められ、十腰

内第Ⅲ群の壷形土器のような縄文の類の出土はない。ミニァチュア形長頸壷には、沈線文（第

Ⅲ群 3類ａ）の類が存在している点が注目される。十腰内第Ⅴ群中の長頸壷とは、貼瘤の有無

のほか、器形上の大きな変化は認め難い（蛍沢、十腰内遺跡と比較して）ようである。

台付浅鉢形土器 （第128図、第78表）

器形の概略を計測できる台付浅鉢土器は 5 点出土した。そのほか、約20点の破片を器形計

第78表 台付浅鉢形土器資料一覧表

ー一丁――丁
出土地，挿図No・

文様
I分類 10 15 cm 

KK 
c~4 81図5 ll2a 

3号覆土151-31ll[4f 

3号覆土 52-1 皿4f

I 
3号床面 50-1,ill4f 

3号覆土1s1-21ID4g 

呪界 1和噂予I(~克I佑岸忠I(怠{名I(含息1法量 5 

HTKHH 
(5.3) I 11.2 

9

6
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．
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1
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．
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．
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．
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測用の資料とする。総体的には、器高よりも鉢部の口径が大きい傾向が認められるほか、用途

と器形の変化による器形上の相違から大きくＡ、Ｂ、Ｃ類の器形に分けられる。ただし、第50

図 1 以外床面から出土したものがないため、器形的な変化を時期的な変化に置き換えることが

できるか言及できない。台付Ａ類土器は、（第50図 1 、 7 、第51図 3 、 7 、第52図 1 ）のよう

に浅鉢部の口径と台部径との差が大きくなく、器形全体が小型のつくりのものである。この器

形は、鉢部内面に文様が施文されている類（第51図 3 、第52図 1 ）と無文の類に分けることが

できる。台付Ａ類土器の器高は 8～12㎝、鉢部径 9～12㎝、台径 7～ 8 ㎝、その文様は、無文

（第Ⅲ群 2 類ａ）と平行磨消縄文（第Ⅲ群 4 類ｆ）を施文した類がある。台付Ｂ類土器は、器

高のなかの台部高が1.8～ 3 ㎝と低く、鉢部径が16㎝前後のＡ類より大きく、第51図 2 がその

典型的土器である。台付Ｃ類土器は、Ａ類の大型土器を想定しているが、器形の全体が残って

いる土器は少なく、破片からの類推である。第51図 4 、 6 、 7 、第52図 2 ～ 4 、第56図 1 、第

57図 1 、第63図 4 、第74図 2 、第75図 4 、第81図 6 、第82図 1 ）などから想定すると、推定口

径20㎝前後から33㎝、台の高さ 8～11㎝、台径10～13㎝、全体の推定器高15～23㎝の法量が推

測される。これらの土器は、第Ⅲ群 4類ｆ、ｇ、ｈの文様を施文している。これらＡ、Ｂ、Ｃ

類の台付浅鉢形土器と十腰内第Ⅲ群と第Ⅴ群のそれと対比すると、これまで神明町遺跡から出

土した第Ⅲ群台付土器の鉢部とは文様構成を除き変化はないが、台部の高さは本遺跡の台付Ｂ

類に似て丈が低い点を指摘できる。蛍沢遺跡の十腰内第Ⅴ群比定土器にも台付形は認められる

が、浅鉢形の類は認められず、台付の深鉢、注口、底部穿孔土器が認められるのみである。台

をもつ土器には、香炉形も含まれるが、本遺跡では確認されない。これらのことから、台付浅

鉢形土器のＡ類とＣ類は、十腰内第Ⅳ群特有の器形であることも予測される。

浅鉢形土器 （第128図）

全形を判別できる土器は 1 、 2 点である（第68図 5 ）。器高4.2㎝、推定口径12.6㎝、底径2.8

㎝、無文の類（第Ⅲ群 2類ｂ）である。十腰内第Ⅲ群及び第Ⅴ群にも認められる器形であるが、

タイプが異なっている。

ミニァチュア形土器 （第128図、第79表）

器形については、前節ア、第 2類土器の項で触れてあるが、鉢形 6、長頸壷形 3、無頸壷 1、

四脚付鉢 1、注口 4など計15点が器形のわかる土器である。この土器の用途については、次の

節で述べてある。ミニァチュア形土器の法量について、厳密なきまりはないようであるが、こ

こでミニァチュア形とした土器を集計したところ、偶然であるが口径、器高、最大胴径などが

8 ㎝以下の土器となった。また、ミニァチュア形土器が、無文、粗製、極小型などの制約があ

るとすれば、その制約から逸脱している土器は、沈線による入組状文を施文した長頸壷（第50

図10）が相当する。器形の計測値、文様などは第79表にまとめて示してある。ミニァチュア土
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器は、器形を確認できる土器50点中15点、約30％を占め、遺存率はよい。小型で、土圧に耐え

得る力が大きいためであろう。

ウ　第Ⅲ群土器の土器組成と型式設定

十腰内遺跡の報告書で、その第Ⅳ・Ⅴ群土器について、次のように報告されている。

「第Ⅳ群土器は、内容の把握がまだ充分にできていない一群である」（同書340頁）とし、土

器の実測図、拓影図がなく、ＰＬ.74－125～135に写真図版が収録されているだけである。また、

「第Ⅳ・Ⅴ群土器は後期後半から末葉に至る型式である。少なくとも三型式以上の細分が可能

であろう。残念ながら資料が少なく、多くを述べることはできない。古くは新地式と呼ばれ、

近年は金剛式や宮戸Ⅲａ・ｂ式と称されているもので、いわゆる貼瘤文土器のグループである

（伊東：1956、後藤：1957）。第Ⅳ群土器は括れた頸部から放射状に開いた口縁の先端が、尖鋭

な波状を形づくる鉢形土器をもって代表的なものとする。波状口縁の先端やその中間には刻目

を加えた鰭状、角状の突起が発達する。仙台湾地方で、後藤勝彦氏が宮戸Ⅱｂ、Ⅲａ式の中間

に設定された西ノ浜式にほぼ相当するものと考えている（後藤：1961）。器面に加えられる瘤状

土II 器r無15江出出3`資` 号号覆土
II-竺lll各m m ID 2巴a : I 

2 2 2 

悶a a b 

5 

4 

C m 
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突起の存在も第Ⅴ群土器ほどの繁縟さはなく、いわゆる貼瘤文土器の前段階的なものとみるこ

とができよう。繰りかえすことになるが、第Ⅳ・Ⅴ群土器の資料は非常に少ない。これは本遺

跡だけに限らず全般的な傾向として把えられるものである。今までに、この時期の土器の詳し

い内容分析が不可能だった原因の一半は、その辺にあるといってもよい。ただ、後藤氏のいう

西ノ浜式が一型式として成立することには、もはや疑問の余地がないだろうし、十腰内遺跡に

おける第Ⅳ群土器の場合も、独立した型式として取扱える可能性を含むものとしてよいだろう。

しかし、私達の場合は第Ⅲ群土器との分離がまだ充分だといえないし、第Ⅴ群土器との間にも

同様なことをいわねばならない。したがって、この二つの型式に対する詳しい記述は後日に機

会を持ちたいと思っている」（同書383～384頁）。誤解を招かないためと自戒の意味もこめて、

あえて長文を引用したのは、十腰内第Ⅳ群土器が当時どのような状況で型式的分類が行われた

か、そして、それらの土器型式の内容を引きだすためである。

報告書が刊行された後、磯崎正彦「後期の土器」（山内清男編：1964）、天問勝也「後期」

（青森県立郷土館：1971）、小林達雄編「縄文土器」（1972）、佐原真「縄文土器Ⅱ」（1979）な

どに十腰内Ⅲ群～Ⅴ群土器の標式的なものが掲載されたが、依然として十腰内Ⅳ群を中心とし

た土器型式の実態は未完成であったといわざるを得ない。

本遺跡出土の第Ⅲ群土器が、これまで発表されている内容不明な十腰内第Ⅳ群土器に相当す

るとすれば、第Ⅲ群が土器型式としての要件を具備しているか吟味して、その内容をより明確

にしておくことが肝要であろう。磯崎氏が提唱された十腰内第Ⅳ群土器の型式的独立の可能を

含めた分析と検討が必要である。言いかえると十腰内第Ⅳ群土器の型式的再編成に関する予察

を行うことを意味する。

なお、ここで用いている「土器型式」の概念は、「ある地域である時期に使われていた器種の

全体、つまり土器の組成（セット）を指す」（須藤：1973）。また、型式、様式、形式の概念に

ついては、「土器の型式、様式、形式について」（小林：1979）、「土器の用途と製作」（佐原：1979）

などが知られている。さて、本遺跡の第Ⅲ群土器の型式的分類に用いる資料は、竪穴住居跡の

床面上から出土したもので、更に器形が確認できる土器（第130図、第38表）である。竪穴住居

跡、竪穴遺構は 9 軒検出したが、すべて同時期に居住し廃絶したとは考えられない。床面から

器形を確認できる土器が出土した遺構は、第 1 、3 、7 、14、15号遺構の 5 軒である。これらの各

遺構から 1～ 6 点の土器が出土し、その総数は13点である。従って資料としては充分なものと

は言い難いが、十腰内遺跡出土の土器よりは多少良好な資料と考えられる。これらの遺構から

出土した土器を組み合わせると、第82表に示したようになる。土器型式、土器の組成について

ひとつの仮説を試みると、深鉢 1点、小鉢 1～ 2点、注口 1～ 2点、長頸壷 1点、台付浅鉢 1点、

ミニァチュア形（袖珍、小型模造土器） 1～ 2 点の土器組成が考えられる。これらの土器組成
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が最も揃っている遺構は第 3号遺構である。ミニァチュア形土器は、日常生活で直接使用され

ない土器といわれている（小林：1977、佐原：1979）から一応除外して考えてよかろう。

上記のような土器組成を仮定すると、第 1号遺構では、深鉢、注口、台付浅鉢の器種が欠け

ているが、小鉢と長頸壷が各 1点共伴している。これらの土器の文様は、第Ⅲ群 3類以外に縄

文（第Ⅲ群 1類）、無文（第Ⅲ群 2類）、磨消縄文（第Ⅲ群 4類）の土器が認められる。第 7号

遺構の土器は、長頸壷だけが出土し、その他の器種は欠けている。長頸壷は、無文（第Ⅲ群 2

類）土器である。第14号遺構では、第 1号遺構同様、第 1～ 3 類土器の出土はなく、器種は深

鉢（第Ⅲ群 4類ｈ）のみであるが、この土器は十腰内第Ⅳ群土器を代表する土器（磯崎：1964）

に類似する。第15号遺構の土器は、深鉢と小鉢 2点が出土し、他の器種を欠いている。これら

の土器は、縄文を施文したもの（第Ⅲ群 1類ａ）だけである。

これらの床面から出土した土器は、竪穴住居、遺構の使用、廃絶時期を決定し、廃棄のパタ

ーンを（小林：1974）示すものといわれている。器形の区別については、佐原氏が提唱した

（佐原：1979）ように、一つの便宜的な目安にすぎないともいわれている。そしてこれらの遺構

から出土した土器のなかに、第Ⅲ群第 3類に分類した沈線文を主体とした土器は見当たらない。

深鉢形土器（第49図 1 、第71図 1 、第74図 1 など）は、Ａ 1 類「 5 個の大波状口縁」、Ａ 2

類「平縁」、Ａ 3 類「口唇部に双頭状山形小突起をもつ」及びＢ器形「口縁がやや内傾する器

形」がある。Ａ器形の土器は、羽状縄文の地文を一部磨消した類（Ａ 3第Ⅲ群 4類ｅ）と口頸

部、胴体部ともに入組状磨消羽状縄文を施文した類（Ａ 1第Ⅲ群 4類ｈ）で、後者が十腰内第

Ⅳ群土器の標式的土器となっている。Ｂ器形の土器は、いわゆる粗製の縄文土器に組み入れら

れる類（第Ⅲ群 1類ａ）である。深鉢土器は、 5軒中 3から各 1点出土し、法量は、器高23～

36㎝、口径26～35㎝、底径 7～ 8㎝である。

小鉢形土器は、Ａ器形の類が少なく、Ｂ器形が多いようである（第48図 1 、第49図 2 、第75

図 1 、 2 ）。これら小鉢の文様は、縄文（第Ⅲ群 1 類ａ、第75図 1 、 2 ）と羽状縄文（第Ⅲ群

1 類Ｃ、第49図 2 ）及び口頸部と底部に平行磨消羽状縄文帯、胴体部に入組状磨消羽状縄文を

施した（第Ⅲ群 4類ｇ、第48図 1 ）類がある。小鉢は 5軒中 3軒から 4点出土し、法量は、器

高 7～12㎝、口径 9～13㎝、底径 3～ 4㎝ほどである。

注口土器は、第 3 号遺構から 2 点出土した（第49図 4 、 5 ）。第49図 5 の土器は無文で、小

突起、小把手、貼瘤がある類（第Ⅲ群 2 類ａ）で、器高 8 ㎝、口径 5 ㎝、丸底である。別の 1

点（第49図 4 ）は、胴体部に連弧状磨消羽状縄文を施し、口唇部に双頭状小突起、胴体部に把

手と貼瘤がある類（第Ⅲ群 4類ｄ）で、器高 7㎝、口径 5㎝、丸底を呈している。これらの注

口土器は、いずれも小型の類に入るが、ミニァチュア形ではない。
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長頸壷形土器は、無文の類 2点（第49図 3 、第60図 1 ）と入組状磨消羽状縄文の類 1点（第

47図 1 ）が、 5 軒中の 3 軒から各 1 点出土した。無文の類は、器高12～16㎝、口径 5 ～ 7 ㎝、

底径 3㎝であり、入組状磨消羽状縄文の土器は、器高13㎝、口径 4㎝、底径 1㎝ほどの大きさ

である。

台付浅鉢形土器は、第 3号遺構から 1点（第50図 1 ）出土した。口唇部に 2個一組の小山形

突起をもち、鉢、台部共平行磨消縄文が施文された（第Ⅲ群 4類ｆ）類で、器高12㎝、口径15

㎝、台径 8㎝ほどの法量を備えている。

前記のように、第Ⅲ群土器のセット関係が認められた土器は、第 3号遺構出土の土器に代表

される器種であろうと考えられる。その器種は、深鉢 1、小鉢 1、注口 2、長頸壷 1、台付浅

鉢 1である。上述のように充分とは言えないが、一応セット関係を想定することは可能である。

そして、第Ⅲ群土器のセットを構成する土器の文様には、本書で第Ⅲ群 3類（沈線文）とした

土器は含まれていない。従って、土器型式の主流をなす土器の文様は、第Ⅲ群 1、 2 、 4 類と

いうことになる。第Ⅲ群 1類とした土器は、縄文を施文し後期及び晩期にも存在する器種であ

る。また、第Ⅲ群 2類とした土器は、無文の土器で、器形の全体を把握できない場合は時期を

決定する要素が欠けた土器である。従って、本遺跡の竪穴住居出土の第Ⅲ群土器で、標式的土

器として採用できる土器は、第Ⅲ群第 4類土器で、しかも、床面から出土した 4類ｄ、ｅ、ｆ、

ｇ、ｈに分類した土器である。これらの土器は、十腰内遺跡の第Ⅳ群土器に比定できる要素を

具備している。

土器組成論については、須藤隆氏の論文が詳しい（須藤：1973）。単一遺跡における土器組

成の在り方、同一型式期に属する複数遺跡間の土器組成の在り方、更に異型式間での土器組成

の差異・変化が問題視されている。また、その方法論上の問題はあるが、本遺跡の第Ⅲ群土器

を十腰内第Ⅳ群土器に相当させ、それを型式化する場合には、これらの問題を含めた基礎的な

資料集めが必要である。各型式、器形ごとの数量的関係、その関係がそれぞれの型式において、

一般的傾向として認め得るか否か等（前出、須藤：1973、84頁）検討してみたい。対比に用い

た資料は、十腰内第Ⅲ群から第Ⅴ群までの土器を伴出した県内の神明町（県埋文58集：1981）、

中宇田（県埋文13集：1974）、潟ノ沢（村越：1968）、一本木沢（村越：1968）、水木沢（県埋

文34集：1977）、蛍沢（葛西励：1979）の 6 遺跡のほか、土壙（墓？）からこれらの土器群が

出土した遺跡もあるが、一般的に竪穴住居跡出土の土器組成と墓域出土の土器組成は、異なる

量的関係を示すであろうといわれているので（須藤：1973）除外した。前記の遺跡から出土し

た土器と対比するため、本遺跡の第Ⅲ群土器の各種分類基準に該当または近似する土器は一応

適用した。また、本遺跡の組成に採用した資料は、既に第38表にまとめてあるものを用いた。
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1 (49~1) 

5 (50-1) 

6 (49-3) 

13 (48-1) 

1号出士 13・14 

3号出土 1~6 

7号出土 12 

14号出土 15 

15号出土 7~11 

4 (49-5) 

(3) 

14 (47-1) 
15 (71-1) 

第130図 第m群土器組成図

I 

3 (49-4) 

11 (75-5) 

s =1;4_5 

15 
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第80表十腰内第III~V群土器組成対比表(1)

型 遺 遺 器 種
A B 

胄長
広

胄式 跡 構 器 器 ,J, 浅 口 注 未日

形 形 頸 計
備 考

名 名 名
深 深 鉢 鉢: 壺 旦口 注 炉鉢 鉢 壺 口

神
5住 ◎ @ ◎ 3 神明町遺跡，県埋文58集：1980。

＋ 6住 R ◎ ◎ 3 
明

腰
計 2 2 1 1 6 

町 ％ 33.3 33. 316.7 16.7 
内
1住 @ 1 中宇田遺跡，県埋文13集： 1974。
中
皿 宇 計 1 1 

田 ％ 100 

湯
2住 ◎ 1 湯ノ沢一本木沢遺跡，村越潔『岩木山』

‘―̀ 
1968。

III 1住@ ◎ ◎ ◎ 4 
ノ

'N ―グ
計 1 1 1 2 5 
沢
％ 40.0 20.0 40.0 

R ◎ ◎ R 一本木沢一床面出土は，壺形2点だけの

,,....._ N 1住
◎ 

ようである。

本 ◎ ＠ 7 ． 
V 木 計 2 2 2 1 7 
‘ 沢 ％ 28.6 28.6 28.6 14.3 

1号 ＠） R 2 馬場瀬 (1)では 9軒出土し，床面出土

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 
の土器がない、あるいは破片のみ出土が4

3号
軒ある。第3号遺構が最多器種。

馬
馬 ◎ 6 

場
7号 ◎ 
場

1 
瀬 @ 
弟．” ” 
14号 1 
瀬
◎ ◎ ill 15号

群
(1) ◎ 3 

計 2 1 4 1 3 2 13 

％ 23.0 30.8 7.7 23.0 15.4 

1住 ◎ ◎ ◎ @ 4 水木沢遺跡，県埋文 34集 1977。17軒出土，

I ◎ ◎ @ 
床面から小破片のみ出土した住居跡が6

水 2住 軒認められた。型式名を採っていない。

木
＠ ◎ ◎ ◎ ◎ @ ， 

開 3住 @ ◎ R 3 
葉 沢 5住◎ ＠ 2 

6住◎ 1 
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第81表十腰内第III~V群土器組成対比表(2)

7住 @ 1 

縄 8住 ＠ @ 2 

文 水 9住 @ 1 

後 ， 10-f主 ◎ @ 2 

期
木 11住 ◎ @ @ R @ 5 

後 13住@ 
沢
@ 2 葉

計 5 2 3 2 7 3 7 3 32 

％ 21.9 9.4 6.3 21.9 9.4 21.9 9.4 

◎ 1 蛍沢遺跡調査団，葛西励『蛍沢遺跡』

12 
◎ @ 

1979。7軒で51点， 1軒平均7.3個。
2 

R @ @ 3 

◎ ◎ ◎ ◎ @ 5 
住
@ ◎ R @ ◎ @ @ ◎ 8 

＋ 計 3 4 2 1 1 2 5 1 19 

％ 36.8 10.5 5.2 5.2 10.5 26.3 5.2 

腰 @ 1 

蛍
13 

R ◎ 2 

@ ◎ 2 
内 住 ◎ ◎ @ ◎ 4 

計 4 1 1 3 ， 
第 ％ 44.4 11.1 11.1 33.3 

14住 ◎ 1 
沢 計 1 1 

V ％ 

@ @ 2 
15住
◎ ◎ ◎ ◎ ＠ 群 5 

計 1 2 2 1 1 7 

％ 14.2 28.6 28.6 14.2 14.2 

@ 1 
16 

◎ @ 2 

@ @ @ 3 

住 @ ◎ ◎ @ ◎ 5 
計 2 3 1 4 1 11 
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（注）文様分類は一応馬場瀬（1）遺跡の第Ⅲ群土器と同様であるが、下記のように大別した。

Ⅲ群 1類　縄文、羽状縄文

Ⅲ群 2類　無文

Ⅲ群 3類　沈線文（含櫛がき文）

Ⅲ群 4類　磨消縄文

○印は、個数を示す。比率は、土器組成の目安にすぎない。土器は床面出土で、器形の全体

が示されているものの数である。

％ 18.2 27.3 9.0 36.4 9.0 （蛍沢遺跡のつづき）

17住 ◎ ◎ @ 3 

計 1 1 1 3 

％ 33.3 33.3 33.3 

18住 ◎ 1 

計 1 1 

％ 100 

第82表 ＋腰内第ill~V群土器組成対比表(3)

型 遺 器 種 住
A B 
胄長

広 注 胄香式 跡 器 器 小 浅 ロ 計 居 備 考
形 形 : 頸 畠口 ）_王, 炉名 名
深 深 鉢 鉢 壺 口 数鉢 鉢 空~ 

＋ 神 個数 2 2 1 1 6 
明
％ 33.3 16. 7 16. 7 腰 町 33.3 2 

内 棗個数 1 1 

皿 田 ％ 100 1 

ill 湯 個数 1 1 1 2 5 
ノ
N 沢 ％ 20.0 20.0 20.0 40.0 2 

N 個数 2 2 2 1 7 

I V ％ 28.6 28.6 28.6 14.3 2 

,-._ 

l 
個数 2 1 4 1 3 2 13 土器組成不明N 

ヽ
％ 15.4 7.7 30.8 7.7 23.0 15.4 5 

4軒あり

後後>個数 5 2 3 2 7 3 7 3 32 土器組成不明

期葉 ％ 15.6 6.3 9.4 6.3 21.9 9.4 21.9 9.4 11 
6軒あり

V 
蛍 個数 8 7 5 1 4 6 2 14 2 2 51 

沢 ％ 15. 7 13.7 9.8 2.0 7.8 11.8 4.0 27.5 4.0 4.0 7 
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十腰内第Ⅲ群から第Ⅴ群に及ぶ土器組成については、第80～82表のような対比を試みたが、

遺跡数が僅かなため一般的な傾向としてとらえることは無理であろう。しかし、第Ⅲ群土器群

の器種に存在しないものが、第Ⅴ群土器になると、出現していることだけは確かである。また、

最大残存個数を比較すると、神明町遺跡の第Ⅲ群土器は 3 個、馬場瀬（1）遺跡の第Ⅲ群土器は

6個、水木沢遺跡で 9個、第Ⅴ群土器を伴出した蛍沢遺跡では19個と増加の傾向が認められる。

住居内の土器組成は、その土器群を製作・使用・廃棄した家族、あるいはそれらの集団の生活

様式と密接な関係をもち、生活様式を反映している。土器組成の数量的差異、変化は、生活様

式の変化多様化に起因しているものと考えられる。また、生活の道具である土器の形態的変化

と用途の関係、数量的増減も、それを必要とした家族及びそれらの集合体である社会集団の生

活様式と密着していると言われている。土器組成を比較分析する方法はいろいろあるが、土器

型式を設定する際は、できるだけ型式内容を明らかにする基礎資料、手掛りを具備しておくこ

とが、差し当たって必要である。できれば、第Ⅲ群土器の分布範囲についても究明しておくべ

きであるが、別の機会を持ちたい。

なお、県内で発掘された十腰内第Ⅲ～Ⅴ群土器を伴出した竪穴住居跡は、前掲の各遺跡のほ

かに、弘前市の高長根山遺跡（弘前市教育委員会ほか：1981）が知られている。この遺跡から

は十腰内第Ⅲ群土器を伴う竪穴住居跡が 2軒検出されているが、器形の全体を確認できる土器

がはっきりしないことと、時間的な余裕がないため、資料とすることを割愛した。

エ　第Ⅲ群土器の編年的位置

十腰内遺跡の土器群
．
別と東北地方における後期縄文土器の型式対比表（第83表）は、十腰内

遺跡の報告書（磯崎：1968、376～377頁）に発表されている。本遺跡出土の第Ⅲ群土器が、十

腰内第Ⅳ群土器に相当するならば、従来の土器群別から土器型式に変えることができる内容を

秘めている。これまで土器群
．
別を土器型式

．．
化して、既に十腰内 1式

．
～十腰内 5式

．
と記述してい

る刊行物もみられるが、実際十腰内Ⅳ群、Ⅴ群土器の型式的内容が不明なまま使用されてきた

ことになる。磯崎氏が発表された型式対比表（1964「後期縄文式土器」）以後、発表された土

器編年表の主なるものを列挙すると次のものがある。

斉藤忠編、上野佳也作成「縄文時代編年表」（1974）の十腰内 4 は、加曽利Ｂ2－曽谷に併行

させている。安孫子昭二「縄文式土器の型式と編年」（1978）は、具体的な型式名を記載して

いない。小林達雄、泉拓良編「縄文土器編年表」（1979）の十腰内 4 は、加曽利Ｂ3、金剛寺と

併行、十腰内 5 は安行Ⅲａ、大洞Ｂ1と併行させ、十腰内 4 は晩期に位置づけられている。佐原

真編、安孫子昭二作成「縄文土器編年表」（1979）では、十腰内 3 －新地 1 －曽谷、十腰内 4 －

新地 2－安行Ⅰ－（＋）－新地 3－安行Ⅱ、十腰内 5－新地 4－（＋）御殿山となっている。井上光
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第83表 十腰内遺跡の土器群別と東北地方における後期縄文土器の型式対比表

地方氏~ 後期初頭 後期中菓 後期末葉 晩期前半 文 献

関
山内 清男 堀之内 加曾利 B 曾 谷安 行 安 行 「日本先史土器図譜」 1-12 先史考古
(1940) 1 2 1 2 3 1 2 3 a 3 b 3 C 逆チムェ

束
芹沢 長介 堀之内 加曾利 B 曾谷 安行 安 行 「縄文文化」日本考古学講座3 河出書
(1956) 1 2 1 2 3 1 2 3 a 3 b 3 C 房

山内清 男 大 洞 「所譜亀ヶ岡式士器の分布と縄文式土器
束 (1930) B BC CI の終末」考古学 1 -3 

北 芹沢 長介

(1960) 
1期（雨滝） II期 「石器時代の日本」築地書館

般 山内 清男 大洞B BC CI 「日本原始美術」 1 講談社
(1944頃） 1 2 1 2 ｛附記．原典参照）

伊東 信雄
南 境 ~ 玉 峠 金 剛 寺 「臼城県古代史」宮城県史l 宮城県

(1956) 
ケ

東
後藤勝 彦

第三層土器 第二層ナ器 第一層上器
「宮城県宮戸島台囲貝塚の研究」宮城県

(1956) の地理と歴史 1

北
後藤勝彦 宮 戸 口"' ． 戸 、呂,. 

戸 「陸前宮戸島里浜貝塚出土の七器編年に

(1956) I a I b II a II b III a III b ついて」塩釜市教委教育論文 第 2梨

南 第第第第第

斎藤 良冶 「宮城県鳴湘町宮戸台囲艮塚の研究j 宮

半
(1959) 

一=貝 -、I十曹比" ―~貝 曹土9'比" -土
城児の地理と歴史 2

屑層層層層

仙 加藤 孝 宮 戸 宮 戸 、白古 戸 大 洞 「考古学上より 見た塩釜市固辺の逍崖

台 (1960) I a I b II a II b III a III b Ba Bb BC Cl 塩釜市史Ill 号lj篇1
湾

第--- 後藤 勝彦 第一類十．器 第二穎上器第三類土器 第四類土器 第五類士器 「陸前宮戸島単浜台囲貝塚出j・の土器に

(1961) (I a I b) (II a II b)西ノ浜 (III a III b) ’‘ ついて」名山学雑誌 48-1 類

林 謙作 ．呂． 戸 宮 戸
西ノ浜

~ L.,, —J 戸 「東北一縄文文化の発展と地城竹ー」 H

(1965) 袖窪 I a I b II a II b III a III b 本の名山学II 河出占房

角田 文衛
b 

「奥羽に於けるニ ・三の薄手式土器j 名

(1935) 
a C 

古学計’論 1-2 
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地方 氏~Jtfl 後期初頭 後期中葉 後期末葉 晩期前半 文 献

束
八幡 一 郎

大 '（勿Fl. 
「大湯町環状列石」 埋蔵文化財発掘調森

北 (1953) 報告II 文化財保護委員会
北
汀坂輝弥 天古鳴

「東北一各地域の縄文式土器ー」日本考半 狗野 大 湯
(1956) 沢田 ii( 古学講1座3 河出書房

陸
奥 江坂梱弥

札地荒川 （＋） （＋） （＋） （＋） （＋） 雨滝・是Ill CI 
「先史時化ーII縄文文化」考古学ノー ト

津
(1957) 2 H本討論新社

軽 磯崎 正 彦 十 腰 内 「後期縄文式土器」 日本原始美術 1 講
(1964) I II III N V VI 談杜

児玉作左衛門・大場利大
船泊 ト一 層

「礼文島船泊砂丘遺跡の発掘に就て」北

(1952) 方文化研究報告 7
北

大場利夫• 石川 徹 手 稲 「手稲遺跡」北海道礼幌郡手稲町教育委

(1956) 第1・2・3様式 貝ヒムェ
海
名取武光・峰山 巌 入 江

「入江貝塚」北方文化研究報告13(1958) B A 
道

吉~ 崎 昌 一
（＋） 涌元 入江 船泊上層 手稲 堂林御殿山 （＋） 上 ノ国 （＋） 

「北海道一縄文文化の発展と地域性ー」

(1965) 日本の名古学II河出書房

1 . 本表は東北地方における後期縄文七器の諸型式を発表年次を追って対比したものてある。一部のものは編年表から採録した。

2. 本表に掲載された型式名は私達の目に触れたもののうち、主要な文献だけのものを掲載した。したがって総ての型式を網羅してはいない。

3. 各型式の全体的な位置を把握出来るように、那式編年の整備されている関東地方のものを附した。又晩期前半のものも参考までに附した。

4. 関係ある型式のものとして北海道も併載した。北海道の全体的な型式序列については、吉崎氏のものより道西南部、中央部のものを併用させていただいた。

5. 本表に誤りかあるとすれは、その責は総て私達の負うべきものてある。 （十腰内遺跡報告書 "376-377頁引用担当者）。
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貞、児玉幸多、林屋辰三郎、黛弘道編「縄文式土器編年表」（1980）の関係分のみ転載すると

次のとおりである。

一般的に縄文後期の土器群は、後半になると北海道では突瘤文土器（堂林、御殿山式、これ

は一部青森県でも出土している）、東北地方では貼瘤文土器群（茂辺地、十腰内Ⅳ・Ⅴ、西ノ

浜、金剛寺、新地式など）が盛行し、そして、関東地方を中心として安行式土器群が地域を判

然と区分して出現している。馬場瀬（1）遺跡の第Ⅲ群土器が十腰内第Ⅳ群に相当するとすれば、

縄文時代後期中葉より新しく、末葉より古い時期、後期後半の中頃に位置づけられることが想

定されよう。今後、更に土器型式を識別できる資料が増加して、十腰内土器群の型式的内容が

解明されることを期待したい。 （北林）

~ 
北 海 道 北 海 道 東 北 東 北

関 東
東 部 西 部 北 部 南 部

丸 松 涌 元 大 曲 I ＋ 杓、 名 寸1--

袖 窪 堀之内］

ワシベッ 人 iT 十腰内 I

南 境 堀之内 II

船旧上層 船泊上層 1・腰内 II 加曽利 B I 

縄文後期 子 稲"'』
手 稲 十腰内 lJI ~玉” ヶ 蜂 加位利 B II 

加曽利 B III 

泣品 杯 十腰内 N 西 ノ 浜 苗R ク"ミ

安 行 I 

御 殿 山 茂 辺 地 I 腰内 V 令 剛 寺

-久・ 釘,- II 
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7 まとめと問題点

以上が、馬場瀬（1）遺跡の検出遺構と出土遺物の概要である。

このたびの調査で得られた成果を整理し、それによって派生する問題点などを指摘して、本

報告書のまとめとしたい。

（1）遺跡の立地

本遺跡は、岩手県に源をもつ新井田川と馬渕川の間に挟在する山間地の小丘陵地に立地し、

太平洋岸から直線距離にして約14㎞内陸部に入っている。また、鮭の潮行している新井田川は、

本遺跡の東方 4 ㎞を北に向けて流れている。遺跡の北側を一般国道340号線が通っているが、

この道は、藩政時代に“上り街道“と呼称され、現在でも一里塚が残っている。遺跡付近の小

丘陵は200ｍ前後の標高があり、小丘陵の間には沢水が流れ、遺跡の調査地区は南に面してい

る。遺構、遺物の分布から、調査対象地区の周辺に埋蔵文化財が遺存していることは明確である。

（北林）

「上り街道」について

貞享の頃（1684～1687）より開通していたことは、刊本『八戸藩史料』寛保 3 年（1743年）

の条に見える。また、「新上り街道」については、『八戸藩御日記』寛保 2年 8月 8日（1742年）

と寛保 3年 3 月26日の条に記されている。小井田先生を介して、八戸市史編さん委員の野田健

次郎氏から資料を提供していただいた。

（2）遺跡の基本層位

遺跡調査区の基本層位は、 8 層に区分された。第Ⅰ層下位には十和田ｂ火山灰層が、また、

中掫浮石（第Ⅲ層）、南部浮石（第Ⅴ層）、八戸火山灰層（第Ⅶ層）などの火山灰層が層位区分

の鍵層となった。調査区北側の小丘陵地では第Ⅰ～Ⅵ層が欠失して、表土下から第Ⅶ層が認め

られた。また、調査区南側では、基本層位と同様の堆積が認められた。

遺構の確認は、調査区南側では第Ⅲ層（中掫浮石層）上位面、調査区の北側では第Ⅶ層上位

面であった。

遺物は、表土、覆土を除くと第Ⅰ、Ⅱ、Ⅳ、Ⅵ層から出土した。第Ⅰ、Ⅱ層からは、縄文時

代後期後半（十腰内Ⅳ群土器）及び晩期初頭（大洞Ｂ、Ｂ－Ｃ式）の遺物が、また、第Ⅳ、Ⅵ

層及び覆土からは縄文時代中期の遺物も出土した。 （北林）
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（3）調査の成果

ア　検出遺構

遺構の立地と構成

Ａ地区及びＣ地区の遺構群は、いずれも南東に面する台地上に位置しているが、前述したよ

うに、それぞれその立地を異にしている（第 9 図）。Ａ地区の遺構群は、南東側平坦面の南端

谷に面した台地の縁の部分に位置し、竪穴住居（ 5基）、竪穴（ 4基）、土壙（ 2基）により構

成され（第11図）、Ｃ地区の遺構群は、北西側緩斜面の末端から急斜面に移行する部分に位置

し、特殊竪穴（ 3基）、フラスコ状土壙（ 6基）、土壙（ 4基）から構成されている（第31図）。

従って、Ａ・Ｃ地区の遺構群は、各々その立地とともに、遺構の構成においても顕著な対照を

示している。

遺構の時期

Ａ地区では、遺構の掘り込み面が、すべて第Ⅲ層（中掫浮石層）より上部に想定され、また

遺構内外から、縄文時代後期十腰内第Ⅳ群に相当するとみられる土器が、ほぼ単一の相をもっ

て多量に出土している。従って、Ａ地区遺構群構築の時期は、縄文時代後期後半に求めること

ができる。なお、第 3・ 6 ・10・12・13・14・15号遺構から、それぞれ少量の早期及び晩期の

土器が出土したが、主として、後期の遺構構築の際にこわされた包含層からの混入とみられる。

Ｃ地区の場合は、遺構の立地する部分で、第Ⅲ層（中掫浮石層）及び第Ⅴ層（南部浮石層）

をほとんど欠いており、また、遺構に確実に伴う遺物も出土していない。つまり、Ｃ地区遺構

群については、厳密には、その構築時期を決定できない訳である。しかし、遺構周辺に少量で

はあるが、後期又は晩期の土器が分布すること、他の時期の遺物が出土していないこと、第

20・22号遺構（特殊竪穴）及び第28号遺構（フラスコ状土壙）の埋没過程において、遺構廃絶

後あまり時間的経過のない時点で、後期又は晩期及び晩期大洞ＢＣ式に相当する土器が、廃棄

あるいは流入していること、また、第21号遺構（特殊竪穴）内の堆積層のうち、第 1・ 2 層が

縄文時代晩期末葉以降に形成された層とみられ（注 1 ）、この層の下層から晩期大洞Ｂ式に相

当する土器が出土していること等の理由により、特殊竪穴の構築時期を、縄文時代晩期前半又

はそれ以前の比較的近い時期に求めることが可能である。ただし、遺物のほとんど出土してい

ないフラスコ状土壙及び土壙については、その構築時期を明確にできない。

注 1、松山力氏の御教示による。

Ａ地区の遺構

Ａ地区における遺構と遺物の分布状態は、これが調査区外西側にのびることを示しており、

事実、西側に隣接する畑地から、同時期に属する相当量の遺物が表面採集されている。ただし、
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Ａ地区の遺構群構築に際して、末広がりにのびる台地平坦面の一端部を選択利用していること

から、遺構群全体の規模は、それほど大きなものになるとはみなし難い。また、調査区西側に

おける平坦面は、農道の東側までの小面積に限られ、農道の西側は、東面する急斜面となって

いる。従って、遺構構築の立地条件の 1つとして、平坦面に占地するという制約があったとす

れば、Ａ地区の遺構及び遺物の分布は、ほぼ、農道の東側に限られるものとみられる。農道の

西側斜面については、林地となっているため、表面採集等を行えなかったが、仮にこの部分

に、遺構あるいは遺物が分布するとしても、立地条件からみて、調査区内のものとは、その性

格を異にするものが予想される。

以上述べたように、Ａ地区遺構群については、調査区外に予想される分布範囲の狭さから判

断して、調査区内で確認された遺構群の規模が、ほぼ、この遺構群の全貌を呈しているものと

みられる。従って、Ａ地区における竪穴住居、竪穴及び土壙からなる遺構群の構成が（個々の

遺構の同時性については、検討すべき余地があるものの）、縄文時代後期十腰内第Ⅳ群期の集

落のひとつの姿を示すものとして把握できる。

遺構の計測値、長軸方向等については、第84表に示し、規模（長径×短径）、深さ等につい

ては、第131～132図にグラフ化してある。Ａ地区遺構群の場合、竪穴と土壙の規模は相互に類

似しているが、竪穴住居は、相対的に規模の大きなもの（第 3・10・13号遺構）と、規模の小

さなもの（第 7・15号遺構）とに分けられる。竪穴住居の中で規模の最小のもの（第 7号遺構）

は、竪穴の中で規模の最大のもの（第12号遺構）に近い値をもつ。従って、規模の上では、竪

穴住居と竪穴との間に明確な区別が存在しない。竪穴住居の平面プランについては、規模の小

さなものが、ほぼ円形を基本とするのに対して、規模の大きなものは、楕円形を基本としている。

また、規模の大きなもののうち、第10・13号遺構の平面形は、壁の一部が竪穴内に張り出すタイ

プのものであり、第 3号遺構の場合も、南半部のプランが不明であるので、やはり同タイプの

ものとなる可能性がある。竪穴の平面プランについては、規模の大小にかかわらず、円形と楕

円形のものがあるようである。竪穴住居及び竪穴の上屋構造に関しては、柱穴の確認例が少な

いので、その差異を論ずることができない。竪穴住居のうち、主柱穴を判断できる例（第 3号

遺構）は、炉を囲んで台形に配置された 4主柱穴をもつタイプであり、これに壁柱穴が組合う

ものとみられる。第13号遺構の場合も、同タイプとみられるが、明確には主柱穴を判断できな

かった。竪穴住居における炉は、石組の痕跡が確認されないので、すべて地床炉と判断せざる

を得ない。炉の位置は、規模の大きな竪穴住居では、床面中央から、壁の張り出している側へ

寄る傾向があり、規模の小さな竪穴住居では、むしろ床面中央に近い傾向がある。一般論とし

て、炉の偏在する方向に出入口が想定されるとすれば、規模の大きな竪穴住居及び竪穴の床面

の多くは、第Ⅳ層中に構築されているが、ほとんど生活面としての痕跡を残していない。
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第84表遺構 覧表

逍構No 分 類 確認面 位 罹 平面形 大きさ(cm) 長軸方向 床面積(m') 壁高(cm) 炉の大きさ (cm)

1 竪 ~Jヽ・ Ill層上面 A地区G.F-6 円 形 290 X 263 X 22 5.08 14-22 

2 竪 穴 III層上面 A地区F-5 柘円形 261 X 200 X 25 N -48°--E 3 28 20-24 

3 腎穴 住居 III層上面 A地区E.F-3.4、G-4、F-5 柘円形 ((846))x((652))X 48 ((N -45°-E)) ((38 80)) 28-44 70X70X 10 

6 士 坑 III層上向 A地区G-6 不整な円形 135 X 126 X 54 0 84 48-54 

7 竪穴住居 [I[層上面 A 地区 G,H~6.7 不屯知な円形 346 X 316 X 22 7 84 22-28 40X36X 1 ， 土 絋 III層 1阻i A地区H-6 松円形 142 X 122 X 72 1.00 60-72 

10 竪穴住居 III層上面 A地区B-4、C-4.5.6 怜円形 ((636))X ~X (40) (20-52) ((110 X 84 X 14)) 

12 竪 穴 III層卜.面 A地区C.D-4 Pl 形 《322))X((321))X((14)) ((6.48)) 

13 腎穴住 居 III層上面 A 地区C.D~Z.3 怜円形 760 X((658))X 60 N -50°-E ((37 92)) 44-65 62X58X 6 

14 竪 ,,_ 1, lII層上面 A地区E-4. 5 怜円形 - X((288))X(34) (28-36) 

15 翌穴住居 III層上面 A地区D,E-6,7 不繁な円形 454 X 420 X 34 12. 72 30-34 60X56X 11 

16 落ち込み v層卜且i A地区G.ll-7.8 623 X 526 X -

18 フラスコ状土琺 C地区H-20 不整な円形 255 x((J92))x(loo) N -43°-W ((2. 96)) (96-100) 

19 フラスコ状土砿 C地区E-19.20、F-19 円 形 ((178))x((l66))x((ss)) ((1 72)) (86- 90) 

20 特殊竪穴 VII層上血 C地区E.F-21,22 円 形 504 X 490 X 86 4 24 50-122 

21 特殊竪穴 VII層J_jjjl C地区E-22,23 円 形 ((572))x ~ X(lOO) (95-106) 

22 特殊竪穴 V11層 I血 C地区G-22、F.G-23 円 形 462 X 440 X ]16 3 44 102-120 

23 7ラスコ状土拡 C地区E-2~ 円 形 ((212))x ~ X(98) (84-108) 

24 i. 肱 III層上面 C地区G-26. 27 円 形 178 X Hi~X 54 1 08 13-~8 

25 7ラスコ状土拡 V11層」．．血 C地区H-20.21 円 形 193 X 176 X 98 2 52 88-108 

26 a 十 址 V11層上面 C地区H-21 柘円形 142 X 120 X 38 I 04 24-38 

26 b 上 砿 V11層J侑l C地区H-21 ~ X(( 116))X (12) (10) 

27 フラスコ状土砿 C地屁ll-21 円 形 ((102))X - X(84) (78-90) 

28 フラスコ状士琺 VII層上面 C地区G-23 円 形 144 X 137 X 38 2 .32 36-42 

29 上 坑 VII層卜雁i C 地 Iメ•c. H -23 円 形 116 X 116 X 16 0.96 14-16 

注 l. 位沼は、グ リソトで示してある。

2. 大ぎさ (cm)は、長径x短径X深さ、で示してある。
3. 長軸 hl••I は 、 磁北に対しての数値である。

4. 床面積は、紬尺20分の 1の図血から、プラニメーターて3回計測した平均1直てある。
5. 且酎高は、確認面からの数値てある 3

6. 炉の人苓さは、長径X知径X深さ、でi)、してある。

7 . ( )内は、現存値。(( ))内は、推定値てある。
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特に、炉を持たない竪穴の場合は、床面を面として把握できない遺構もあるほどである。遺物

の出土状態からみても、構築された遺構が全く利用されなかったとは言えないので、何らかの

施設を床面上に想定するべきであるが、有機物等の置かれた痕跡は確認されていない。

遺構の廃絶時及び廃絶後の状況については、出土遺物等の面からも検討する必要がある。Ａ

地区の竪穴住居と竪穴の場合、遺構内堆積土の断面図からみて、第10号遺構の廃絶時を除き、

すべて廃絶後は自然埋没したものとみられる。第10号遺構については、遺構中央部に崩れ落ち

たような、炭化材、炭化物を多く含む層が堆積しているため、廃絶時における火災等の状況も

想定できるが、このほかの遺構では、人為的に埋土した痕跡がみられない。そこで、上屋構造

をもつとみられる遺構が、ある時点で廃絶され、その後、自然に崩壊し、埋没したものとすれ

ば、出土遺物に関して、次のような解釈が成り立つ。

（長径）
cm 

．
 

800 

600 

400 

200 

． 

ロ

． D 

・。

゜▲O 

..
 

● 竪穴住居

0 竪穴

ロ 特殊竪穴

▲ フラスコ状士拡

△ 土 砿

(¥{¥. 

△ △ 

゜
200 400 600 800 （短径）

cm 

第131図遺構の規模
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ａ　遺構の床面から遺物が出土した場合

（1）遺構の廃絶時における、床面への放置

（2）遺構の廃絶後、床面埋没前における、上屋からの自然的落下

（3）遺構の廃絶後、床面埋没前における、遺構外からの人為的投棄

ｂ　遺構の覆土から遺物が出土した場合

（1）遺構の廃絶後、埋没過程における、上屋からの自然的落下

（2）遺構の廃絶後、埋没過程における、遺構外からの自然的流入

（3）遺構の廃絶後、埋没過程における、遺構外からの人為的投棄

遺構が廃絶された時点で、遺物が遺構内に残される場合には、床面への放置と、上屋への放

置（壁外の空間も含めて）の二つのケースが考えられる。上屋へ放置された場合は、上屋が腐

朽し崩壊した（又は壁が崩れた）時点で、遺構内へ遺物が落下する訳であるが、その時点での

遺構の埋没状態の違いによって、遺物の出土状態に差異が生じることになる。また、Ａ地区の

ように、ほぼ平坦な場所に遺構が構築されている場合、遺構外から、自然の営力によって多量

に遺物が遺構内へ流入することは考え難い。仮に流入したものがあったとしても、ほぼ近接し

たものに限られ、その場合は、その遺構を構築し利用した人が、残したものである可能性が高

（規模）

． 

500000 ． 

200000 ． 

． 
100000 ゜

゜
゜ A 

△ .. .. 
△ 含 ,. 

△ 

1---------

゜
20 40 60 80 100 120 (深さ）

第132図 遺構の規模と深さ
cm 
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くなる。これに対して、遺物が

遺構外から投棄された場合に

は、その時点での遺構の埋没状

態の違いによって、遺物の出土

状態に差異が生じることは勿論

であるが、また、その遺物を投

棄した人と、使用した人とを、

一応区別して考える必要もあ

る。

以上のように考えれば、ａ

－（1）（2）及びｂ－（1）の場合は、そ

の遺構のいわゆる伴出遺物とし

て認識され、ｂ－（2）の場合は、

伴出の可能性を持つことにな

る。また、ａ－（3）、ｂ－（3）の場

合には、伴出の可能性が全くな

いとは言えないが、非常に低い

ことになる。従って、床面から

出土した遺物のすべてが、必ず

しもその遺構に伴うものとは限

らず、また、伴出遺物の全体を

示している訳でもない。遺構に

関して、その伴出遺物を決定す

ることは、遺構の廃絶時期、遺構の性格等を把握する上で、重要な問題であるが、そのために

は、遺物の出土状態等の検討を通して、慎重に判断される必要がある。

第134～151図は、遺構内出土遺物の接合関係等を示したものである。

遺構が竪穴住居の場合、一般的には、炉の周囲－遺構の中央部は、居間としての性格が強い

ものとみられる。したがって、使用中の状態で出土した特定の遺物を除き、床面に遺物が放置

される場合は、壁際又は壁寄りに位置する可能性が高い。上屋に放置された遺物は、小型のも

のとみられるが、それが落下する場合、その時点で、床面がまだ埋没していなければ、落下し

た位置から遠く散逸することがないが、すり鉢状に覆土が堆積していれば、中央部のくぽみに

向かって遺物が散逸することがある。璧外の空間に遺物が置かれた場合は、壁の崩壊によって、

（規模）

． 

50000000 

200000 

． 
゜

ロ

．゚ 

． 
,000001 ゜

゜
"゚ 

△... ... 

.. △ △ △ 

。~~
（長％径）1.0 1.1 1.2 1.3 1.4 

第133図 遺構の規模と長幅比
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第15号遺構 （床面）
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第15号遺構（覆土）
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第12号遺構（覆土）
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第151図　遺構内遺物分布図（18）
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壁寄りに流入することになる。また、遺物が土器の場合、それが遺構の廃絶時に使用されてい

たものであれば、完形又は、少なくとも機能を保ちうる程度に復原できるような資料でなけれ

ばならない。破片については、特殊な用途のために保存される例を除き、一般的には再活用さ

れるケースはまれである。遺構の廃絶時に土器片が放置されるケースがあったとしても、それ

は廃絶時以前に使用されたものであり、既にその機能は、別の土器に移行したものとみなすべ

きである。遺構外の近接した位置に、その遺構を利用した人によって残された土器についても、

同様の見解が成り立つ。これに対して、石器あるいは礫の場合、破損品であっても、その再活

用の可能性は、土器に比べて、はるかに高い。特に、石種によって入手し難いものなどは、か

なり保存されるケースを考える必要がある。

以上の点を考慮し、その遺構の廃絶時に使用されていたもので、遺構内に放置されたとみら

れる遺物を推定すると、次のようになる。

竪穴住居

第 3 号遺構（第134～139図）

床面壁際及び壁寄りから出土した 3点の完形土器（壷・注口・鉢）が、廃絶時に放置された

ものとみられる。また、覆土から出土した完形又は原形を復原できる資料の中で、小型のもの

（浅鉢・注口・手づくね）は、上屋に放置された可能性がある。

第 7 号遺構（第140・141図）

床面壁際から出土した 2点の完形土器（壷・手づくね）が、廃絶時に放置されたものとみら

れる。また覆土から、 2点の復原資料（手づくね）が出土したが、比較的近い位置で接合して

おり、上屋に放置された可能性がある。

第10号遺構（第142図）

覆土からは、完形又は原形を復原できる資料が出土していない。他の遺構、及び遺構外出土

のものと接合する資料が多く、原形を復原できる資料もあるが、放置されたものとはみなし難

い。

第13号遺構（第143～146図）

覆土中で接合する資料が多く、原形を復原できるものもある。このうち、近い位置で接合し

た小型のもの（注口・手づくね）は、上屋に放置された可能性がある。

第15号遺構（第147・148図）

床面壁際から出土した 2点の完形土器（鉢・手づくね）、土壙上面から倒立の状態で出土した

復原資料（深鉢）及び壁際から出土した完形に近い磨製石斧が、廃絶時に放置されたものとみ

られる。接合資料は覆土中のものにほぼ限られ、壁寄りから出土した復原資料（小型の深鉢）

は、上屋に放置された可能性がある。
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竪　穴

第 1 号遺構（第148図）

床面壁際から出土した 2点の完形土器（壷・鉢）が、廃絶時に放置されたものとみられる。

第 2 号遺構

遺構の廃絶時に放置されたとみられる遺物は出土していない。

第12号遺構（第149図）

完形又は原形を復原できるような資料は出土していない。接合資料は、壁寄りに多いが、放

置されたとみられる遺物は出土していない。

第14号遺構（第149図）

床面壁際から出土した完

形土器（深鉢）が、廃絶時

に放置されたものとみられ

る。

従って、竪穴住居及び竪

穴の中で、その廃絶時にお

いて使用中の遺物が、遺構

内に放置されたものとし

て、ほぼ確実に把握できる

のは、第 3 ・ 7 ・15・ 1 ・

14号遺構である。

Ａ地区遺構群の配置は、

竪穴住居がＵ字形に並び、

その内側に竪穴、外側に土

壙が並ぶ構成を示してい

る。また、竪穴住居のうち

大型のものは、南側－谷寄

りに位置している。しかし、

これらの遺構は、ほぼ同時

期に属するものではある

が、そのすべての遺構が同

時に存在していた訳ではな

c
 

B A 

3

4

 

.

-

第152図最終期の遺構
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い。一般的に、遺構内に遺物（特に土器）を放置する場合は、比較的遠距離に、放置しない場

合は近距離に移動したものとみられる。そこで、遺構の切り合い関係等も考慮し、集落内の遺

構の動きを推測すれば、集落を廃絶した段階で、最終的に存在した遺構は、使用可能な遺物を

遺構内に放置した、第 3・ 7 ・15・ 1 号遺構であるとみられる。つまり、Ａ地区における縄文

時代後期集落の最終期は、遺構群の中で北東部に位置する大型の竪穴住居 1基、小型の竪穴住

居 2基及びこれに伴う土壙から構成されるものと推測される（第152図）。

Ｃ地区の遺構

Ｃ地区の遺構群の立地については、既に述べたとおり、南東にのびる台地の南面する部分に

構築されているが、遺構の種類によっては、多少異なる面が指摘できる。つまり、特殊竪穴の

場合は、主に緩斜面の末端部に位置し、フラスコ状土壙の場合は、急斜面に移行した部分に位

置するものが多い。従って、こうした占地上の制約と、周囲の地形から判断すると、特殊竪穴

の分布は、調査区外の北西へ、フラスコ状土壙の分布は、調査区外の西へ拡がるものとみられ

る。ただし、いずれの場合も予想される分布範囲は、地形的制約から、それほど大きなものと

はなり得ない。更に、Ｃ地区の場合、遺構の種類によって、立地が異なるだけでなく出土遺物

の有無があり、また、重復関係にある遺構もある。従って、これを同時期の遺構群として、把

握することができないので、一応別個に考察する必要がある。

第131図～133図によれば、特殊竪穴としたものは、ほかの竪穴に比較して、異常に掘り込み

が深いという特徴がある。これは、壁における段の存在及び規模に対する床面積の小ささと共

に、この種の遺構の構造的な特質をなしており、ほかの竪穴とは、区別されるべき全く異質な

性格を想定させる。また、検出されたのは 3基のみであるが、規模、構造とも、極めて類似し

ており、規格性の強いものであると言える。上屋構造については、類例もないので判断し難い

が、ピットの検出されたものが 1 基ある（第22号遺構）。これが柱穴とすれば、 4 本柱の構造

をもつものである。壁上部で検出しているので、検出されていないほかの遺構でも、本来存在

していたものが、斜面における堆積土の流れ等によって消滅した可能性がある。ピットの検出

された遺構が、3基の中で傾斜の最も緩い部分に位置することを考えると、その可能性は強い。

上屋が存在したとすれば、一種の家屋ともみられるが、床面積の大きさからは、居住したとし

ても、 1～ 2人が限度である。

遺構内出土遺物の接合関係等は、第150・151図に示してある。 3基とも廃絶後は、自然埋没

したものとみられ、完形土器は出土していない。接合し、復原できた資料は、第22号遺構にお

ける羊歯状文の施文された鉢だけである。床面からも遺物は出土しておらず、遺構の廃絶時に

おいて、使用中の遺物を遺構内に放置した可能性は全くないと言ってよい。接合資料は、壁寄
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りから遺構中央部のくぽみに向かって散逸した状態のものが多い。遺構周辺から、遺物はほと

んど出土しておらず、別の遺構構築のために、遺物が整理された様子もない。地形的に、付近

に別種の遺構群が存在する可能性も薄いので、埋没過程で、人為的に遺物が投棄されたケース

は、考え難い。従って、この場合の遺構内出土遺物は、特殊竪穴を利用した人によって、使用

され、破損した土器及びその他の遺物が、遺構の周囲に放棄され、遺構の埋没過程で、流入し

たものと解釈するのが妥当である。また、遺構の廃絶時に、まだ利用できる土器等があったと

すれば、それを携帯し移動したことになり、それは、比較的近距離の移動であったと考えられ

る。

フラスコ状土壙及び土壙については、第131～133図により、概して、フラスコ状土壙の方が、

規模が大きく、かつ深く掘り込まれる傾向にある。前述のように構築の時期は、不明であるが、

これを示唆する例としては、第Ⅲ層（中掫浮石層）上面で確認した土壙（第24号遺構）、後期

又は晩期の土器を出土したフラスコ状土壙（第28号遺構）及び特殊竪穴（第20号遺構）によっ

て切られたフラスコ状土壙（第23号遺構）がある。ただし、後期又は晩期の土器を出土したフ

ラスコ状土壙の場合、ほかの同種の遺構において遺物を出土しないのが一般的である以上、単

純にこれを遺構と結びつけて考えるのは危険である。むしろ、これを偶然性の産物として把握

すれば、特殊竪穴を使用した人によって廃棄されたものである可能性が高い。従って、ここで

述べられることは、土壙の中の 1基は、後期以降に構築されたものであり、フラスコ状土壙の

中の 1基は、特殊竪穴の構築以前に構築されたものであるということだけである。一方、フラ

スコ状土壙及び土壙が、他のどの遺構と伴うかということである。これら遺構の性格からみて、

単独で存在するものとは考え難く、近接した場所に集落等の存在を想定する必要がある。そこ

で、可能性として出てくるのが、Ａ地区の遺構群と関係し、その一部として集落を構成するの

ではないかということである。Ａ・Ｃ地区の遺構群間には、かなり距離が存在するが、特に、

フラスコ状土壙の場合、その構造的特徴から、崩れやすい、第Ⅲ（中掫浮石）、Ⅴ（南部浮石）

層の分布を避けて、斜面上部に構築されたとすれば、Ａ地区の集落を営んだ人にとって、最も

適した場所がＣ地区であると言える。 （工藤　大）
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イ　出土遺物

遺構内覆土及び基本層序の第Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅵの各層から、縄文土器、石器、土製品、炭

化木製品、炭化物、礫などの遺物が出土した。およその出土数は、完形及び復原した土器50点、

土器片7,155点、石器類89点、土偶・土製品 6点、炭化木製品 1点である。

（ア）土　　器

縄文土器は、第Ⅰ群から第Ⅳ群土器に大別した。そして、今回の調査で最も主体的な土器は、

第Ⅲ群土器であるが、これらは、第Ⅰ、Ⅱ層及び竪穴住居跡から主に出土した。第Ⅰ群土器は、

遺構覆土第Ⅳ層と第Ⅵ層から出土した。

第Ⅰ群土器は、第 1類から第 5類に分類した。第 1類貝殻文系土器は、型式名を特定できな

いが、白浜式土器から物見台式に至る貝殻文系土器とみられ、縄文時代早期中葉に比定してお

きたい。第Ⅰ群 2類土器は、第 1類と同様、貝殻文系土器であるが、口縁部の貝穀腹縁押引文

は、岩手県日野遺跡（草間：1956）、出土の早期土器、大鰐町砂沢平遺跡出土の第Ⅰ群土器

（県埋文53集：1980）及び青森市蛍沢遺跡の蛍沢ＡII式に類似し（三宅：1979）縄文早期中葉

に位置付けられよう。第 3類土器は、ムシリⅠ式（早稲田第Ⅲ類併行）に相当し、第 4類の貝

殻条痕文土器と共に早期後葉から末葉の時期に該当させることができるものと思う。第 5類土

器群は、縄文土器文化の直接的母胎と考えられている（江坂：1955）赤御堂式土器（長七谷地）

で、早期後葉から早期末葉に編年的位置付けがなされている。これらの土器は、出土量が僅か

であり、器形については、ほかの出土例からの類推である。第 1類土器は、調査した基本土層

の最下層である第Ⅵ層（八戸火山灰層の上位面）から出土したことは、今後の土器編年と発掘

調査に与える影響は大きいであろう。

第Ⅱ群土器は、本書の編年上の都合で 2類に大別したが、本遺跡からは 1類とした土器が出

土した。第Ⅰ群土器よりも出土数が少なく、しかも小破片であるが、縄文時代前期初頭に位置

付けられている早稲田Ⅴ類（佐藤・二本柳・角鹿：1957ほか）に相当する。

第Ⅲ群土器は、第 1類から第 4類に類別して、更に細分した。そして第Ⅲ群土器に群化した

土器を土器組成、土器型式の観点から若干の分析を試みたところ、これら第Ⅲ群土器は、標式

遺跡である弘前市十腰内遺跡の報告書のなかでも、土器型式、組成、器形などの内容が不詳で

あった十腰内第Ⅳ群土器であることが推定された。その結果、本遺跡の調査によって出土した

第Ⅲ群土器は、これまで空白的な状況にあった十腰内第Ⅳ群土器の型式的内容を充分ではない

が、把握できる資料であって、独立した土器型式として取り扱える可能性を含む土器群である

と仮定した。第Ⅲ群土器が十腰内第Ⅳ群土器と仮定すると、磯崎氏の編年では縄文時代後期中

葉、東北地方南半では宝ヶ峰式の一部（伊東：1956）、西ノ浜式（後藤：1961、林：1965）、宮

戸Ⅱ・Ⅲ式の一部（後藤：1957）、安孫子昭二氏の提唱している新地 2式（安孫子：1979）関東



― 223 ―

地方の加曽利ＢⅢ式、曽谷式、安行Ⅰ式（芹沢：1956、鈴木：1980）に併行するものと考えら

れるが、最近の縄文時代土器編年表（井上ほか：1980）によると、縄文時代後期中葉と末葉の

中間に位置づけられている。十腰内第Ⅳ群土器は、岩手県貝鳥貝塚第Ⅲ群 5 類、第Ⅳ群土器

（草間・金子：1971）、崎山弁天遺跡第Ⅴ群 6 類（草間：1974）、大槌町立石遺跡第Ⅳ群 5 類

（岩手県大槌町教育委員会：1979）、水木沢遺跡Ａ、Ｃ～Ｅ群（県埋文34集：1977）に併行関係

が認められるようである。これらの土器群は、貼瘤（コブ付）土器群の系統に属しているが、

この時期の貼瘤の風潮は顕著ではなく、東北地方を中心として北海道東部まで分布している。

また、東北地方における縄文後期後半のいわゆる「コブ付土器」の編年は、安孫子昭二氏の研

究（安孫子：1969ほか）がある。なお、水木沢遺跡から多数出土したＡ群ｂ類 4種「カギ状幾

何学帯縄文」と名付けた文様をもつ土器は、本遺跡第Ⅲ群中には認められなかった。これは、

地域差か、時期的差異か、今後検討を要する問題である。また、出土数量の多い第Ⅲ群 1類土

器と第Ⅳ群第 3類土器を分類して、一つの問題となった点は、所謂、粗製深鉢形縄文土器の破

片を施文手法、器形、胎土などの差異から、時期的区分に結び付けることが充分になし得たか

危惧している。縄文後期と晩期初頭の土器破片から時期的に分類することは困難であった。今

後十腰内第Ⅳ群土器の発掘資料の蓄積によって、更に土器型式の内容的検討を期待したい。

第Ⅳ群土器は、第 1類から第 3類までに分類した。これらの土器群は、縄文時代晩期初頭に

位置づけられている（山内：1930ほか）。第 1類は大洞Ｂ式（三叉文土器）、第 2類には大洞Ｂ

－Ｃ式（羊歯文土器）を該当させた。第 3類については、第 1、 2 類土器の粗製縄文土器をふ

りあてた。本遺跡の周辺に該当時期の遺跡が存在していることが想定される。 （北林）

（イ）石器・石製品・礫

Ａ地区の分布

Ａ地区における石器、石製品及び礫の分布状態については、第94図に示してあるが、ここ

で注意しなければならないのは、遺構確認面の上位から、遺構外の遺物として採り上げられた

ものの中で、遺構の掘り込み面を考慮した場合、遺構覆土出土の遺物として処理すべきものが

あることである。これに該当する石器を列記すると、Ｆ－ 6グリッド出土の尖頭器（→第 7号

遺構）、Ｅ－ 4グリッド出土の石匙（→第 3号遺構）、Ｆ－ 5グリッド出土のＲ－フレイク 2点

（→第 2号遺構）、Ｃ－ 3グリッド出土の石皿（→第13号遺構）がある。

第153図は、石器・剥片石器の素材、礫に分けて、グリッド単位の大まかな分布を示したもの

である。いずれも、遺構（特に竪穴住居）内及びその周辺に多く分布し、遺構外では、Ｄ－ 9

グリッド付近に集中する傾向にあるが、個々の遺構との関係では、それぞれ差異がある。石器

は、第 3・10・15号遺構（竪穴住居）付近に多いが、剥片石器の素材は、第10・12・15号遺構

（竪穴住居・竪穴）付近に多く、また、礫は、第 3 ・10・12・13号遺構（竪穴住居・竪穴）付
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近に多く分布する。従って、第3号遺構付近には、石器と礫、第10号遺構付近には、石器、剥

片石器の素材と礫、第12号遺構付近には、剥片石器の素材と礫、第13号遺構付近には、礫、第

15号遺構付近には、石器と剥片石器の素材が多く分布することになり、これは、その遺構の廃

絶時の事情に関係するものとみられる。つまり、廃絶時に、遺物を遺構内に放置したとみられ

る遺構（第 3・15号遺構）では、石器が多く、遺物を放置しなかったとみられる遺構（第10・

12・13号遺構）では、礫が多い傾向にある。

次に、第85表は、石器の遺構別の出土量を示したものである。これによると、石器について

は、器種によって、主に遺構内から出土したもの（磨製石斧・石匙・円盤状石器）と、主に遺

構外から出土したもの（石錐・異形石器・すり石）に分けられる。更に、磨製石斧の様に、特

定の遺構（第10号遺構）に集中するものもある。遺構別にみた場合は、多様な器種を出土した

遺構（第 3・10・15号遺構）と、特定の器種のみ出土した遺構（第 7・13号遺構）がある。前

者の場合、遺物を遺構内に放置しなかったとみられる遺構（第10号遺構）では、出土器種に偏

りがある。

なお、接合資料としては、第13号遺構覆土出土のものも、Ｃ－ 5グリッド、第10号遺構付近

出土のものが接合した石皿、第10号遺構覆土出土のものが接合した剥片及び第15号遺構覆土出

土のものが接合した石核と剥片がある（第94図）。

第85表 A地区石器遺構別出土表

-------------
2 、巧" 3 号 7 "9:, • 10 号 12 号 13 号 15 号 遺構外

I-A 磨製石斧 2 5 1 1 

II-A 尖珀器 2 1 3 1 (1) 6 

II-B 石匙 l 1 1 1 

II-C 石錐 1 3 

11-D 異形石器 2 

II -E Rーフレイク 2 3 1 ill 2 (21 6 

II-F 欠損品 l 2 

m~A すり石 2 1 (1) 10 

III-C 円舟似IJ山器 1 1 1 

lll-D 打製打斧 1 

m-E 石皿 1 1 1 2 

圧 1. ( )内の数値は，その遺構に近接した位賀て出十．したものの数を小す。

2, 第13号逍構から出上した石皿は、第10号直構付近から出上した破片と接合している。
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石器の構成

各地区出土石器の器種別構成比については、第

154図に示すとおりである。Ｂ・Ｃ地区の場合、極

端に出土量がすくなく、また、各地区とも、調査

区外に分布がのびるので、対比し難いが、Ｂ地区

では、特にすり石が多く出土している。Ａ地区の

場合は、ほぼ、縄文時代後期十腰内第Ⅳ群期の集

落を営んだ人が移動した際に放置された石器の構

成を示すものとみられる。この時期に生産された

石器の構成については、集落に残された石器以外

に、集落外で消費されたもの、あるいは、移動に

際して携帯されたもの等の存在も含めて考える必

要がある。

搬入石種とその利用

各地区において出土した石器・石製品及び礫の

石種に関するグラフ（第155～157図）から、次の

ことが指摘できる。

1．Ⅰ（磨製石器）類、Ⅱ（剥片石器）類、Ⅲ

（礫石器）類とも、それぞれ別種の岩石が利

用される傾向にある。

2．Ⅱ類の製作に利用された石種は、珪質頁岩

と玉ずいがほとんどで、まれに黒曜岩と碧玉

がある。

3．玉ずいの場合、珪質頁岩に比較して、素材

又は残り屑として残される比率が高い。従っ

て、剥片石器の原材としては、珪質頁岩の方

が生産性の高い石種であるとみられる。

4．頁岩は、一般に剥片石器の原材として利用

される石種であるが、調査区内では、製品化

されたものは出土していない。むしろＡ地区

において、Ⅲ類として利用された例がある。

5．Ⅲ類のうち、Ⅲ－Ａ類には、多様な石種が
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利用される傾向にあるが、Ⅲ－Ｃ・Ｅ類では、石種が限定して用いられている。

6．石製品の場合も、石種は、粘板岩のみに限定されている。

7．利用される器種又は製品の限定される石種としては、輝緑岩（Ⅰ－Ａ類）、花崗岩

（Ⅲ－Ａ類）、粘板岩（石製品）、凝灰岩（Ⅲ－Ａ類）、緑色凝灰岩（Ⅰ－Ａ類）等がある。

8．これと対照的に、安山岩、砂岩等は、多様な器種に利用される傾向にある。

9．この中でも、石器あるいは石製品として利用度の高いものは、輝緑岩、花崗岩、砂岩、

緑色凝灰岩、ホルンフェルス等である。逆に低いものは、粘板岩、凝灰岩等であり、礫と

して残される比率が圧倒的に高い。

10．石器又は石製品の原材として、全く利用されていない石種としては、流紋岩、石英安山

岩、浮石、泥岩、珪岩（チャート）、千枚岩、緑色変岩、石英がある。

11．また、出土量が多いにもかかわらず、石器として利用度が低い石種としては、安山岩、

凝灰岩等がある。

以上述べたように、石器又は石製品の製作に際しては、その目的に合った石種が選択されて

いたものとみられる。一方、全くあるいは、ほとんど製品化されていないにもかかわらず、多

量に集落内に運びこまれた礫が存在することは、利用に不適なものとして廃棄されたとみなす

よりも、別種の用途を想定するべきである。特に、珪岩（チャート）などは、火を受けている

率がかなり高く、何らかの形で、利用するために、搬入されたものであるとみられる。

（工藤大・奈良清隆）
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Ⅳ　馬場瀬（2）遺跡

1 調査の概要

本遺跡の調査は、馬場瀬（1）遺跡と同じように、調査開始直後に試掘調査を行って、遺物包

含層の有無、遺物の分布状況、堆積土の厚さなどを、一応把握した上で実施した。

調査は、分層発掘法を採用したが、無遺物層については一部重機を利用した。遺構は、第Ⅰ

第Ⅱ層で溝状ビット 1基、第Ⅳ層でフラスコ状土壙 2基、計 3基を検出した。

遺物は、縄文時代の早期、前期、後期、晩期の土器約3,100点、土製品 4 点、石器20点及び

歴史時代の土師器 3点、須恵器 1点、古銭20点、鉄製品 3点、土製品 1点などが出土した。遺

物の多くは、縄文時代後期及び晩期の土器片で、若干復原できたものもある。 （北林）

2 調査区の基本層位

調査区内の堆積土は、次のように区分される（第159～161図）。

表土

第Ｏａ層　再堆積土層（1）。

第Ｏｂ層　暗褐色土層。

第Ｏｃ層　未命名の火山灰層。

第Ｏｄ層　再堆積土層（2）。

第Ｏｅ層　十和田ａ火山灰層。

第Ｏｆ層　再堆積土層（3）。

第Ⅰａ層　灰黒色土層　下位に十和田ｂ火山灰を少量含む。

第 Ⅱ 層　暗褐色土層　下位に中掫浮石を少量含む。

第 Ⅲ 層　中掫浮石層。

第Ⅳａ層　黒褐色土層、南部浮石を少量含む。

第Ⅳｂ層　黒褐色土層、南部浮石を多量に含む。

第 Ⅴ 層　南部浮石層。

第 Ⅵ 層　暗褐色土層。

第 Ⅶ 層　八戸火山灰層。

馬場瀬（2）遺跡では、調査区北西の斜面上方から下方に向かって、再堆積土層が、少なくとも

3 回にわたって流れた状態で堆積しており、その間に、馬場瀬（1）遺跡ではみられなかった 2 枚

の火山灰層を挟んでいる。調査区南西部では、馬場瀬（1）遺跡とほぼ同様の堆積状態を示してい

るが、第Ⅰｂ層、（十和田ｂ火山灰層）がみられず、第Ⅱ層がかなり薄くなっている。



― 233 ―

遺物の出土層は、次のとおりである。

第Ⅰａ層　縄文時代後・晩期の遺物

第 Ⅱ 層　縄文時代後・晩期の遺物

第 Ⅳ 層　縄文時代早期の遺物

なお、このほかに調査区南端で、縄文時代前期の遺物が出土したが、湧水部分からの出土で

あり、出土層を確認できなかった。また、歴史時代の遺物は、主に表土あるいは再堆積土層か

らの出土である。 （工藤　大）

1〉
□

[

 

第159図馬場瀬 (2)甚本層位
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3 第Ⅰ、Ⅱ層の調査

（1）遺構、遺物の分布

調査地区を横断している農道の両側には、第Ⅰ、Ⅱ層の上部に再堆積土が認められた。第Ⅰ、

Ⅱ層の調査範囲は、第162図の一点鎖線内側にある小さい方眼の部分である。

検出した遺構は、溝状ピット 1基だけで、Ｃ、Ｄ－26グリッド付近に分布していた。出土し

た遺物は、縄文時代後期及び晩期の土器片、土製品、石器並びに歴史時代の遺物であるが、そ

れらの遺物は、ほぼ第162図の範囲に分布していた。 （北林）

（2）検　出　遺　構

第Ⅰ、Ⅱ層の調査で検出した遺構は、現地で第 7号遺構と称した溝状ピット 1基だけである。

溝状ピット （第163図、図版75、76）

第 7 号遺構は、調査対象地区の北西部付近にあるＣ－26とＤ－26の両グリッドにまたがって

検出した。遺構は、基本層位の第Ⅲ層上面で落ち込みを確認した。遺構の壙底面は、第Ⅶ層の

下部に堆積している灰白色火山灰層を更に掘り下げて褐色砂質土層に及んでいる。重複関係は

認められない。

平面プランは、両端がやや膨らんだ細長い溝状で、長径方向はN－83°－Ｅにある。短径の断

面形は開口部がやや開き気味の不整な“Ｕ”字状で、また、長径の壙底面は、若干の高低差が

認められる。

s
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シルト、中撤浮石を含む。

シルト、中諏浮石と南部浮石を少械含む"

シルト、南部浮石を少鼠含む。

／ルト、南部浮石を多く含む。 ¥Il層 i褐色+.1のプロ J クを若ニ

，ルト、南部浮石を若干含む。

曝ら01土

゜
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第163図 第7号溝状ピット実測図
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長径上端径3.00ｍ、同下端径2.84ｍ、短径上端最大径0.65ｍ、同最小径0.44ｍ、同下端最大

径0.20ｍ、同最小径0.15ｍ、確認面からの深さ1.60ｍの規模である。

覆土は、 5層に大別したが、人為的な堆積とは認められない。遺物及び自然礫などの出土は

ない。 （北林）

（3）出　土　遺　物

第Ⅰ、Ⅱ層及び再堆積土層で出土した遺物は、縄文時代の土器、石器、土製品、平安時代の

土師器、江戸時代に鋳造した古銭などである。ここでは、縄文時代の遺物をとりあげることに

して、平安時代以降の遺物については第 5節において扱う。

縄文時代の遺物は、第Ⅳ層、第Ⅴ層においても出土したが、第Ⅰ、Ⅱ層出土の遺物は、一部

表面採集の土器を加えると、縄文土器3,040点、石器18点、土製品 3 点の計3,061点である。こ

れらの遺物は、本遺跡出土遺物の90％以上を占める。

出土遺物は、土器、土製品、石器の順に記載する。

ア　土器

第Ⅰ、Ⅱ層出土の土器は、表面採集したものを除くと3,025点で、数量的には本遺跡から出土

した土器の98.4％を占める。

出土した土器は、第Ⅰ層よりも第Ⅱ層に多く包含されていたが、出土層位によって土器型式

に差異があったとは認め難い出土状況である。第Ⅰ、Ⅱ層出土土器は、本書において第Ⅲ群及

び第Ⅳ群としたものに相当するものが多い。第Ⅰ、Ⅱ層出土土器について、記述する。

第Ⅰ、Ⅱ層の土器分布　　（第164図、86、87表）

第Ⅰ、Ⅱ層では、 5ｍ× 5ｍの面積を 1調査単位としてグリッドを設けたが、25㎡以下の面

積をもつグリッドを含めると189箇所のグリッドになる。第87表は、各グリッドから出土した土

器数を集計した表で、この数値から第164図の遺物分布模式図を作成した。第164図によって判

然とすると思うが、25㎡の広さを有するグリッドから、縄文土器の出土が 1点もないグリッド

が半数以上の104箇所（55％）である。従って、残り85箇所のグリッドから土器が出土したこと

になる（第86、87表、第Ⅰ、Ⅱ層出土土器集計表）が、その出土数量は、最少 1 点最多258点で、

平面分布数は、均等でも漸移的でない。30点を 1 単位として各グリッドの土器出土数を第86表

にまとめたが、これを説明すると、85箇所のグリッド中30点以下の土器出土数のグリッドが64

箇所である。これは、全グリッド数の33.9％である。更にこれを細分してみると10点以下のグ
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第86表第I、II層出土土器集計表(I)

グリッ 外面文様 部 位 l 31 61 91 121 151 181 211 241 
計 ＼ I I I I I I I I 

ド名 縄文 無文 施その 他文 口緑 胴体 底 30 60 90 120 150 180 210 240 270 

B-27 3 3 3 ． 
B-28 14 1 14 1 15 ． 
B-29 18 1 l 18 19 ． 
B-30 4 3 7 7 ． 
C-25 1 1 1 ． 
C-27 33 33 33 ． 
C-28 43 1 44 44 ． 
C-29 19 2 1 20 21 ． 
C-30 12 1 11 12 ． 
D-25 1 1 1 ． 
D-27 1 1 1 ． 
D~28 18 1 17 18 ． 
D-29 28 4 3 1 34 35 ． 
D-30 8 8 8 ． 
E-24 1 6 7 7 ． 
E-27 2 l 3 3 ． 
F-13 5 2 3 5 ． 
F-14 7 3 10 10 ． 
F-26 4 4 4 ． 
G-14 23 22 1 23 ． 
G-15 141 6 129 6 141 ． 
G-16 63 7 56 63 ． 
G-17 I l 1 ． 
G-24 1 1 1 ． 
H-11 1 I 1 ． 
H-12 15 2 13 15 ． 
H -14 2 2 2 ． 
H-15 220 6 6 10 222 232 ． 
H-23 2 2 2 ． 
H-24 1 1 1 ． 
I -10 25 2 1 3 25 28 ． 
I -11 19 1 2 2 20 22 ． 
I -12 233 25 30 225 3 258 ． 
I -13 27 8 18 1 27 ． 
I -14 133 16 115 2 133 ． 
I -15 149 3 8 143 1 152 ． 
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第86表第 I• II層出土土器集計表(2)

グリソ 外面文様 部 位 1 31 61 91 121 151 181 211 241 

施その他文
計 I I I I I I I I I 

ト名 縄文 無文 ロ縁 制体 底 30 60 90 120 150 180 210 240 270 

I -16 15 2 12 1 15 ． 
J - 9 62 5 55 2 62 ． 
J -10 20 2 21 1 22 ． 
.J~]J B 4 1 16 17 ． 
J~12 7 5 1 10 1 12 ． 
.l -13 106 16 11 110 1 122 ． 
J -14 143 4 24 II 159 1 171 ． 
.J -15 161 39 1 17 182 2 201 ． 
J -16 4 1 3 4 ． 
.J -20 1 1 1 ． 
K-9 64 6 5 3 72 75 ． 
K-10 50 l 6 45 51 ． 
K~ll 102 12 90 102 ． 
K~12 14 14 14 ． 
K-13 117 3 2 3 118 1 122 ． 
K-14 16 4 2 22 22 ． 
K-15 3 2 1 3 ． 
K-16 6 2 8 8 ． 
K-19 3 3 3 ． 
K-23 1 1 1 ． 
L-8 78 22 ， 17 92 109 ． 
L- 9 5 2 6 1 7 ． 
L~J O 153 3 144 6 153 ． 
L-11 103 17 86 103 ． 
L-12 1 1 2 2 ． 
L-14 1 I 2 2 ． 
L-15 1 1 1 ． 
L-16 2 2 2 ． 
L-17 2 2 2 ． 
L-18 4 3 7 7 ． 
しー20 29 27 2 29 ． 
L~ZJ 1 1 1 ． 
M- 8 1 2 3 3 ． 
M- 9 1 1 1 ． 
M-10 1 1 1 ． 
M-11 3 3 3 ． 
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リッドが、44箇所（23.2％）、

11～20点のグリッドと21～30

点のグリッドが、各々10箇所

である。1グリッド30点以下

のグリッド数と土器の出土が

ないグリッドを合計すると

168箇所（88.9％）で無遺物層

か、土器の包含量が希薄なことを示している。これは、調査地区の過半が遺物の分布が密でな

いことを物語っている。しかし、逆に土器分布範囲を群化（グルーピング）して摘出する場合

は容易となる。第Ⅰ、Ⅱ層から出土した土器の平面分布を模式化して図にしたものが第164図で

あるが、出土数の密なグリッドを中心に群化（グルーピング）して分布圏を摘出すると、土器

の分布に関しては 4 群に分けられる。土器の平面的分布群には、数量の多少は認められるが、

出土数の多い分布群の中核となるグリッドの存在が認められるようである。ただ、第Ⅰ、Ⅱ層

出土の遺物分布では、古銭の分布群も加わるので 5群に区分される。これらの分布群は、多少

重複しているが、仮にそれぞれの分布群にＡ～Ｄの名称を付けて説明すると、Ｂ群はほぼ全体

の範囲をとらえることができる。Ａ、Ｃ、Ｄ群は、それぞれ調査対象地区外にも分布範囲が延

第86表第 I、II層出土土器集計表(3)

グリッ 外面文様 部 位 1 31 61 91 121 151 181 211 241 

施その他文
計 I I I I I I I I I 

ド名 縄文 無文 口縁 胴体 底 30 60 90 120 150 180 210 240 270 

M-12 11 1 12 12 ． 
M-13 1 1 I ． 
M-17 2 2 4 4 ． 
M-18 21 1 1 21 22 ． 
M-20 116 3 7 109 3 119 ． 
M-21 10 10 10 ． 
N-10 10 10 10 ． 
N -12 6 2 1 7 8 ． 
N ~・13 1 1 1 ． 
N-14 6 6 6 ． 
N-20 3 3 3 ． 
N -21 26 25 26 ． 
表採 11 2 2 2 13 15 

計 2,791 147 102 221 2,781 38 3,040 

百分率 91.8% 4 8% 3.4% 7.3% 91.5% 1 2% 

第87表第 I、II層出土土器集計表

土 器 グリッド 土 器 グリッド

出土数 数 出 土 数 数

1 - 30 64 151-180 3 

31- 60 4 181-210 1 

61- 90 3 211-240 1 

91-120 4 241-270 1 

121-150 4 計 85 
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びているとみてよかろう。ちなみにＡ群の土器分布数は、699点（23％）Ｂ群1518点（50％）、

Ｃ群230点（7.6％）、Ｄ群217点（7.1％）で、Ｂ群に出土土器の50％が集中している（第88表参

照）。また、土器の分布群は勿論、遺物の分布群のとらえ方については、出土グリッド付近の当

持の地形を考えなければならないであろう。これら 4つの土器分布群は、その出土土器の型式

によって時期差が判断される。出土土器の時期を判断する良好な資料が少ないため明確な分類

はでき難いが、Ｂ群が縄文時代後期後半（本書土器分類の第Ⅲ群 1～ 4 類）、Ａ、Ｃ、Ｄ群が縄

文晩期初頭（Ⅳ群 2類）の所産による土器が指標となっている。

土器の観察

第Ⅰ、Ⅱ層出土の土器のうち、一部接合した土器片と比較的大きな破片で文様、器形などを

観察できる土器を第165図から第175図に図示し、土器観察表（第89～94表）を付した。出土土

器の分類は、馬場瀬（1）遺跡において行った基準と同様である。

第88表 土器分布群別集計表

貪文様 縄文 無文 その他 面～部位：ロ 緑 胴体 底

A 706 36 21 A 65 688 10 

B 1,645 83 70 B 140 1,636 22 

C 218 3 6 C ， 213 5 

D 208 14 3 D 5 219 1 

E 3 ， E 12 

計 2,780 145 100 計 219 2,768 38 

合計 3,025 合計 3,025 

第89表遺構外出土土器観察表(I)
単位 cm

挿図 図り9忍肘 器 彬 器 fl 底 ？ 内 mi そ の 他 の 特 徴 分類
外面施文 備 考

番号 番り ［メI立現状 在 仔 径 径 調柊 □ h 部 底部 その他 群類

165[刈 79 L- 片 U 横割小突起2個 やや
(3041 78 LR単斜縄文 横 lll I , 

-1 -1 1011 図伐 と小突起1I~ /:If底

79 H- 深 鉢
(37 01 (39 01 LR多条縄文 横 肥1'/ B器形 Ill I a 

-2 -2 !SIi n枯

79 L- 深 鉢 LR縄文
1111 133 01 横 煤付二次火熱 m I a 

-3 -3 
M-
0 ii 単ー！州斜縄文1111 

7~ K- 深体 横
(324) LR縄文 みかき 押『し／澳1月有 111 I a 

-4 -4 1011 n 枯 入 含

l剥股l80 H- 深鉢
123 i28 0) RL単斜縄文 椙 肥 III I a 

-[ -1 1511 ロ 縁

80 c-深鉢
LR単斜縄文 横 二次火然 Ill 1 a 

-2 -2 1511 ffll I本

80 I- 深沐
i,240) RL縄文 横 肥阿 B堺彬 III 1 a 外屈l炭化物付布

-:i -3 1311 n社

80 G- 深鉢 横 底部無文
(280) (300 LR縄文 縦 肥9 III 1 a 

-4 -4 1511 口 祐 斜 め B器形
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1 b 
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゜
: 3 10cm 

第165図 第I. II層出土土器実測図 (1)
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第166図 第I • II層出土土器実測図 (2)
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1 : 3 10cm 

第169図 第I • II層出土土器実測図 (5)
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゜
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2 10cm 

第170図 第I• II層出土土器実測図 (6)
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第172図 第I. II層出土土器実測図 (8)
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第175図 第I、II層出土土器実測図 (11)

第90表遺構外出土土器観察表(2)

坤図 図肋 忍吊 器形 器 rt 斑 i 内曲 その他の i, 徴 ',! 類
外 Iii! 施文 Ii; 名

番号 番号 区1立 JJ1. 状 岱 径 径 径 肉奴 LI 杯部 底品 その 他 群 !Ji

l洲同 80 M- 深沐
(26 0) LR隼斜縄文 横 Ill I o 

-5 -5 201 D Iふ

80 J- 点鉢
(36 Oi RL隼斜縄文 横 肥Iリ B器I; Ill I a 

-6 -6 9!! II 殺

16詞 81 I - 深鉢
:300) RL縄文！鉗紆屯文！ 横 肥I'/ Ill 1 a 

-I -I 1211 n枯

81 I- 深沐
(2201 LI渾斜縄文 斜め B器形 Ill 1 , 

-2 -2 121 !1 往

81 J- 深鉢
320) LRり惰1縄文 横 肥19 B料形 Ill I a 外面煤付寺

-3 -3 l3ll n積

81 I- ば沐 描
(28 0) LR印料喝文 外IHi炭化物{t{; Ill I a 

-4 -4 IJII II 稼 ，，が合

M- ，菜鉢 横
LR縄文 III I a 

-5 1111 底 研脊

l秘図 81 K- 深鉢
(38 0) RL縄文 描 妙 B器I; 111 I a 

I -5 911 日社
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第91表遺構外出土土器観察表(3)
単位 cm

挿同 凶取 炉器＇ 彬 器 n 底 最 I~ 雁i その他の特徴 分顆
｝、 外向地文 備 考

番号 番り 仄位 現状 高 径 径 径 謂序 口昇部 底部 その他 詳類

淑巨 .J - 深鉢 横
(40 0) LR単紺覇文｛プロ，ク状） 鱈 B器形 Ill I , 

-2 1311 Lt 枯 雑

81 K- 深鉢
llll !3901 LR縄文（横鉗を1 横 肥肘 B器形 In l a 

-3 -6 
J-
n Ii Ill! 

II- 深鉢 横
!3001 LR早斜縄文 111 I , 

-4 131 u緑 不 H

81 L- 深衿
LR縄文！鉗•!→縦III m 1 , 

-5 -i 811 口枯

81 11- 深 鉢
25 6 LR縄文 1細11: 描 Ill I a 

-6 -8 201 L1 稼

81 j- 深鉢
280) RL譴文 横 肥厚 B器形 Ill 1 a 煤付

-7 ・9 911 ロ縁

81 L- 深鉢
LR謳節縄文 横 小波状 Ill 1 a 

-8 -10 911 n縁

81 M- 深沐
'!Iii LR!<節縄文 横 押圧刻目 Ill I a 

-9 -]] 211 u殺 3債l組

81 L- 深鉢
(30 0) LR紐節縄文 横 Ill l a 

-10 -12 1411 I―I討

169区l82 L- 深鉢
132 81 幅恥削状縄文 横 肥阻 111 I d 

-¥ -I 811 fl 積

82 L- ほ 鉢 幅広い羽状縄文
(3Illi 横 肥厄 111 1 d 

-2 -2 8ll LI It I IHLR、卜段RLI

82 L- 深 鉢 閣広い羽状縄文
!28 6: 横 Ill I d 

-3 -3 811 U 棟 r IDL I: 下/ZRIt I 

罰閃 82 K- 深鉢 胆広い,,1状縄文
!Oil i34 Oi 縦 Ill I e 付加条原体付

-¥ -4 K- n 緑 IL R→ R LI 1111 

82 L- 深鉢
1皿ぃ1,状縄文 横 Ill 1 d 

-2 -5 811 胴 t~

82 L- 深 鉢
鮨広い材札縄文 横 m 1 d 煤付

-3 -6 811 桐体

Iii区l82 ¥I- 深鉢
12:lll LR単針縄文 下明 2個1組小突起 Ill 1 , 

-] -7 181 17 !, 

82 H- 深鉢
i280 RL甲針綺文 横 m 1 , 

-2 -8 131 口枯

82 G-深鉢 RL縄文
320) 横 m 1 , 

-3 -9 1611 且藉 横斜位変化

82 I- 壺鉢
!188) RL縄文 横 CTI l a 

-4 -10 1211 枷1体
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第92表遺構外出土土器観察表(4)
単位 cm

埴図 図版
喜徴
澁形 器 ロ 底

! 
内面 その他 1午徴 分類

外面均文． 惰~ 名
番号 番り 区位 視状 高 任 往 調序 日 苔音1: 底郁 そ 他 肝 /R

171図 S2 K- 深鉢
LR縄文斜位 糀 Ill I , 

-5 -11 1211 ,1月体

岱 K- 壺 IR縄文
(220i 横 Ill 1 , 

-6 -] lllll 胴休 1梢糾かに変化

83 L- 深鉢 LR縄文
横 III 1 a 

7 2 SII 剃 1本 1原体2伍

83 L- な鉢
IR多条縄文 III l a 

8 -3 SI! ！」縁

83 J- ，栞鉢
LR縄文，横位知位交互 粒 IT! I e 

9 -4 llll 胴 1本

172図 I - 深鉢 tげ底
70 LR縄ti横， HI立｝ Ill 1 , 

-¥ 12[[ 底 9メし味

83 I- 深鉢
67 LR縄又 横 I't底 ケズ')後施文 IT! 1 ' 

--2 5 ]6[[ 底

8:l L- 深鉢
82 LR単和縄文 横 中底 III I , 

-3 -6 !OIi 屈

83 ]-- 深鉢
訊縄文 III l a 

-4 -7 12II 底

8- 深鉢
75 LR単糾縄文 稲 tげ底 III 1 " 

-5 2811 底

J - ，采鉢 丁底
120) 縄文， Ill 1 , 

-G 1211 底 丑柏ft

J- 深鉢
(]10) 縄文＇, Y底 111 l a 

-7 1111 底

8.l J- 小鉢
70) LR縄文 Ill I o 

-8 -8 911 底

83 J- 深鉢 木亜
11 O) 1期！ 二次火舷 Ill 1 a 

-9 -9 1411 底 「I.'!出

83 M- 小鉢 卜守底
561 L~ 縄文 ー一次火妓 Ill l , 

-]ii -]II 2UI 底 ＇心＼味

G- 深鉢
75 RL縄文 不明 証文 1底 III 1 a 

-]] 1511 底

S:l L- 小鉢
60 不明 Ill 1 a 

-12 -11 1011 底

83 K- 深鉢
;4 悶文 不明 二次火妹 Ill I 

-13 -12 1211 底

83 J 鉢 r.'f底
511 徊；文 人今' Ill 2 b 

-14 -13 1511 底 気吐
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第93表遺構外出土土器観察表(5)
単位 cm

樹,I 図りi発層 器彬 膀 日 底 t 内前l その他の特徴 分紐

祉 外向施文 備 ,; 
番り~ 番号 仄I,,現状 ,:':; 径 径 ff 調祁 口柊 部 底部 その 他 詳問

・; 詞 83 j- 小鉢
毎文 横 外側貼溜 波状口討 Ill 2 , 

1 -14 1411 u 様

83 深鉢 縦 小突起外Jill
表採 加文 Ill 2 a 

-2 -15 lJ 柑 横 3個1糾伯

83 .I― 、-
笠文 罹 Ill 2 b 

-.1 -16 1311 甜II本

83 J - 台（寸鉢
i 80} 無文 横 IV 2 

-4 -Ii 1511 よ↓

83 K- 深鉢 横 外煤付
911 i205 21,1 笹文 III 2 b 

-5 -18 
K-
II 粒 縦 BlW 

!Oll 

8J ./- 令
無文 椙 Ill 2 b 

--6 -19 1311 伽If本

83 J - 表 接合
笹文 Ill 2 b 

-7 -20 1511 ［［縁 痕,,.

83 J- 無祁壺
il8 0) 臼文 横 Ill 2 b 

-8 -21 15ll 胤，]休

83 L- 鉢
II→1み廿瑚-赤色船料 横 Ill 4 b 

-9 -22 811 11•1 沐

83 I- 壺 横
II一平行I弁，阻縄文 接介辰有 Ill 4 a 

-10 -23 1211 1,1 体 不 n

17憫 84 H- 壺
il221 II-平行序消縄文 横 III 4 a 

-] -I 1511 刹 1本

84 I- 台It鉢
IIーギ行和加1状縄文 横 !l! 4 e 

-1 -2 12II 脚

84 I- 壺 横
IIーギ行磨消縄文 Ill 4 a 

•- :l -3 1211 枷1休 不良

84 H 深鉢
II-¥ 行序帰縄文，RL縄文1 楕 Ill 4 a 

4 -4 131 胆~ 沐

84 I- 深鉢
I Il a —ヰ行序哨羽状縄文 横 平籍 生かA器形 Ill 4 e 

-5 -5 1211 U 籍

84 F- 点鉢 横 縦そ知‘の
!180) I Ila-fl子序;e;』1人縄文 111 4 e 

6 -6 1311 u 緑 良好 小突起付

84 I- 紅寸鉢 3個1祉
I Ila-平行朕消材状縄文 横 lll 4 e 

7 -7 1211 u 柑 縦割小突起ft

84 J - i↑ 杏
Ihー入胆1、1f<1消縄文 '.LR< 横 難部貼瘤一周か 叶腰i½V 相当 i

-8 -8 1411 Ill 体

84 K- 鉢 I Ila―羊伯状文十LR撚糸文 罹
!18 Oi 艇 小突起（寸 内外煤付 N 2 

~9 -9 911 II緑 研序



― 258 ―

土器の文様と部位

馬場瀬（2）遺跡の第Ⅰ、Ⅱ層から出土した土器は、本書における第Ⅲ群及び第Ⅳ群土器に相当

するが、資料として用いることのできる土器は多くない。また、第Ⅲ群土器については、馬場

瀬（1）遺跡で述べてある。ここでは、本遺跡の特色を指摘することにとどめたい。

出土した土器を施文文様別に大きく区分すると、縄文を地文とする類、無文の類、地文以外

の文様を施文した類に大別できる。これらをそれぞれＡ、Ｂ、Ｃ類とすると、縄文を地文とす

るＡ類が圧倒的に多く、91.8％（2791点）を占める。ついで無文のＢ類が、4.8％（147点）、Ｃ

類が、3.4％（102点）の順となる。Ａ類は第Ⅲ群 1 類と第Ⅳ群 3 類、Ｂ類は第Ⅲ群 2 類、Ｃ類

は第Ⅲ群 3 、 4 類及び第Ⅳ群 2 類に相当する。第Ⅲ群 4 類に分類した土器（第174図 8 ）は十

腰内第Ⅴ群土器の可能性もある。貼瘤の数が本遺跡の第Ⅲ群土器よりも多いことを指摘できる。

また、第Ⅳ群 1類（三叉文）土器が出土していないことも注目される。

縄文を地文とする土器の器形は、深鉢形を呈する類が多い。縄文を地文とする土器は、精製

土器と粗製土器との分け方からすれば、後者に属し、それらの土器は、その文様だけによって

後期後半の土器であるか晩期の粗製土器であるか、破片から判断することは難しいが、土器組

成を粗製土器と精製土器に区分した場合の、一応の比率を知る目安にすることができよう。

土器の文様についての分類で、縄文時代後期後半から晩期初頭にかけての粗製土器、特に深

第94表遺構外出土土器観察表(6)
単位 cm

挿団 同店 発層 器形 器 ロ 底

>
内面 そ の他の特徴 分 碩

掘 外面地文 偏 ,; 
番号 番号 区位 視 状 高 径 径 拶 整 LI 界 部 底部 その 他 詳 II

175図 84 L- 浅 鉢 I Ila一羊歯状文帯＋
70 (1301 横 VI 2 

-1 -10 8 II 日 緑 11-2本l組の半竹沈線

84 D- 鉢 横
Ila-羊IIJ状文 VI 2 

-2 -11 291 厠体 雑

84 M- 鉢
II28l 羊伐状文 横 VI 2 

-3 -12 20! n様

84 L- ミニ鉢 2個1組
I 5 SJ I Ila一羊世状文い平fr沈線 研 序 VI 2 二次火妹

-4 -13 1011 u械 小突起付

84 11- 鉢
LR撚糸文 横 VI 2 

-5 -14 1111 朋体

84 L- 壺
(1121 I Ilaー平行磨消縄文 横 精穀品 VI 1 （器形の分類かっ！

-6 -15 811 D 緑

84 L- 深 鉢
(212) I II, ー無文積、みかざ 横 縦笞lj小突起 VI 2 菩形の分！勤り＇

-7 -16 811 LI 緑

-22 J- 香 炉
I 沈線文 貼臼 Ill 3 b I挿屁なし）

-26 1411 日舷
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鉢形土器外面施文には、多分にユニークなものが認められる（第168～170図、第Ⅲ群 1 類ａ

～ｅ）。このような施文例からすれば粗製土器の文様区分は、一部の文様をもって全体の文様を

推定することはできないようになるので、その点を充分考慮したいものである。また、第168図

5 、第171図 7 のように施文原体の異なる文様が同一個体で使用していることは、土器の製作工

程の時間差と関係があることを示しているのかも知れない。

次に、出土土器の残存部位の数量を区分してみると（第88表参照）、口縁部221点（7.3％）、

胴体部2,781点（91.5％）、底部38点（1.2％）の数値が得られた。胴体部の破片数が多いことは、

粗製深鉢形土器の器形が大型で、器面が広く、精製土器に比較して破片が多くなる率が高いこ

とと、消耗率が高いことがあいまって、このような結果を示しているものと考えられる。底部

の数量が極めて少ないことを示しているが、一般的には底部のつくり方が一塊の粘土によって

成形されるため、粘土の継ぎ目がなく、破損率が低くなっているものと考えられている。

成形、胎土、焼成、色調、器形

第Ⅰ、Ⅱ層から出土した土器は、破片であるため、破片の剥離状態から胎土の接合方法、成

形方法を知ることが容易である。土器の成形は、器形の大小によって異なっている。極小型の

ミニァチュア形は、手ずくねであるが、その他の器形は巻き上げを多用し、仕上げ用の化粧土

を上塗りして器面を調整した部分も認められる。

粘土紐の継ぎ方は、第Ⅲ群土器と第Ⅳ群土器の間に特に差異は認められない。

器形の成形に関連して、土器の厚さは何㎝以上が厚手で、何㎝以下が薄手という基準はない

が、便宜上ここでは、1 ㎝を基準として以下を薄手、以上を区分すれば、全体的には薄手、特に 4

～ 6 ㎜のものが多い、晩期の精製土器（第175図 1 など）にあっては、4㎜以下の類も認められる。

縄文時代後期後半から晩期のものの胎土は、器形によって若干混入物の量が異なっているよ

うで、これは、土器文化圏が同じであれば、ほぼ共通的な傾向として理解されている。第Ⅰ、

Ⅱ層出土の土器には、特に植物性の繊維を混入した土器は認められないが、器形によって石英、

輝石、浮石粒などを自然のまま、あるいは磨り砕いて微細化したような砂、小礫を肉眼で観察

できるくらい多く混入した土器と、ほとんど目立たない程度の微細な鉱物組成のみの胎土とが

認められる。今のところ、このような混入物が粘土のような可塑物の中に、何％含まれている

と多量なのか、何らの基準はなく、観察者の経験則によって混入物が少ない、多いなどが判断

されている。本遺跡では、（馬場瀬（1）遺跡ではとりあげなかったが、）一般に混入物が多い土器

は深鉢形で、比較的目立たないくらいの混入あるいは、ほとんど認められない土器の器種は注

口土器、香炉形、台付形、浅鉢形などの精製土器である。これは、土器の用途→器形の分化→

器形別によって混合物を入れる度合が、経験的に会得されていたようである。胎土を選別する

傾向は、縄文晩期の精製土器と粗製土器を対比すると、一目瞭然である。
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土器には、焼き斑の残っている類が、器形の大小にかかわらず認められた。器面に黒褐色あ

るいは、黒色を残している類や、器壁の芯が内外面の焼色と異なり、黒色気味を呈する類は、

焼成時の条件が影響しているものと考えられている。また、破損後に二次的火熱を受けた土器

は同一個体のものであっても、変色していることは無論のことであるが、使用時よりも器面が

堅緻になった破片と、逆にもろく変化した土器が認められる。

土器の色調は、本来焼成後、使用開始前、使用中（火熱を受ける）、使用不能（破損）、廃棄

後の火熱などによって変化しているものと考えられる。第Ⅰ、Ⅱ層出土の土器の色調は、内外

面共に同一の色調を呈する類は、内外面共異色の類よりも少ない傾向が認められる。また、同

一個体の土器であっても、部位、内外面によっても色調を異にする類が多数を占めている。土

器の色調については、新版標準土色帖（小山・竹原、1973）を参考にしたが、これだけでは土

器の色調と一致する色を選出できない場合も認められた。個々の土器の色調については、第Ⅰ、

Ⅱ層出土土器観察表に記載しなかったが、客観的で明確に表現できる方法が開発されることを

期待したい。

第Ⅰ、Ⅱ層出土の土器は、すべて破片であるため、器形の全体を確認できる資料は極めて少

ないが、深鉢形、鉢形、小鉢形、浅鉢形、無頸壷形、台付形、長頸壷形、片口形、香炉形、ミ

ニァチュア形（袖珍形）などが認められた。器形の分類は、破片からの推定であるが、縄文時

代後期の土器の器形は、単独破片から推定することは多分に誤認するおそれがある。特に注口

土器、鉢形土器、無頸壷などは、その器形を決定する部分の破片を確認できない限り断定する

ことは難しい。上記のように器形の種類は、分類できても図示できる土器の数は少なく、器形

自体の分類ができる器形も限定される。

器形別の個体数は、深鉢形61個体以上、鉢形15個体、小鉢形 3個体、浅鉢形 2個体、無頸壷

（有孔）形 2 個体、台付形 1 個体、壷形 4 個体、片口形 2 個体、香炉形、ミニァチュア形 3 個

体、器形不詳74個体以上で、確実な注口土器は認められない。 （北林）

イ　土製品（第176図、図版84－17～19）

土製品は、土器片の周囲を打ち欠いて、円盤状に作りあげたものだけが 3点である。

第176図 1 は、Ｍ－20グリッドの表土から出土したもので、最大径3.8㎝、厚さ0.6㎝、重さ10.7

ｇである。縄文時代後期の粗製土器とみられる胴体部片を利用してつくった有文もので、橙色

の色調をもっている。

第176図 2 は、Ｌ－10グリッド第Ⅱ層から出土したもので、最大径4.8㎝、厚さ0.6㎝、重

さ17.5ｇである。縄文時代後期の粒製土器胴体部片でつくられ、内外両面が明灰褐色、器壁内

が黒褐色を呈する。



― 261 ―

第176図 3 は、Ｍ－20グリッドの表土から出土した。最大径3.5㎝、厚さ0.7㎝、重さ9.0ｇで

ある。焼成はよく、橙色を呈する。縄文後期の粗製土器胴体部片を利用したものである。土器

胴体部片を打ち欠いて円盤状につくりあげた土製品は、主として縄文後期初頭から晩期にかけ

ての出土例が多い。しかし、底部片を利用した例は、まだ知られていないようで、胴体部片の

湾曲（そり）が、この土製品の用途を暗示しているのではないかと思われる。また、中央に小

孔を設けた例（貝鳥貝塚：1971、草間、金子編）、三角形に打ち欠いた例（杉の沢遺跡　県埋文

45集：1979）もある。土器片の利用ではなく、その用途に合わせて特に製作された小円盤の例

（貝鳥貝塚）もあるが、出土数量からすれば、土器片利用の円盤状土製品が多いようである。

（北林）

ウ　石器・礫

馬場瀬（1）遺跡の

分類表に従い、次の

ように表記する。

石器・礫とも、傾斜面に沿うように、調査区北西から南東にかけて分布しており、縄文時代

後晩期の所産とみられる（第177図）。

゜
10cm 

第176図土製品実測図

第95表石器・礫分類表

I 磨製 ゎ器 A 磨製石斧 1 

A 尖 頭 器 5 

II 剥片 伍器 B 布 匙 2 

E R ーフ レイク l 
イ］ 器

某lj 片 2 
刻片 石 器の素材

原 材 2 
~ ・-

A す I) 石 ， 
Ill !i要 石 器

B 牝外すり石 2 

礫 96 
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Ⅰ－Ａ　磨製石斧（第179図 1 ）

Ⅰ－13グリッドから欠損品 1点が出土している。基部半ばで折損しており、両刃、斜交する

線状痕、やや扁刃であること等により、縦斧として使用されたものである。

Ⅱ－Ａ　尖頭器（第179図2～6）

5 点出土したが、完形品は 3点である。欠損品は、いずれも尖頭部先端及び基部の一端を若

干欠くものである。形態的には、ａ　有柄のもの（第179図 4 ～ 6 ）、ｂ　無柄－平基のもの

（第179図 2 ・ 3 ）に分けられ、有柄のものはすべて完形品である。

Ⅱ－Ｂ　石匙（第179図 7 ・ 8 ）

いわゆる横形の完形品 1点と、縦形の欠損品 1点が出土した。

Ⅱ－Ｅ　Ｒ－フレイク（第179図 9 ）

Ｄ－30グリッドから 1点出土した。全体に小型の箆状を呈しているが、調整剥離は周縁部に

限られている。

剥片石器の素材

剥片 2点、原材 2点が出土しただけである。

Ⅲ－Ａ　すり石（第180図10～14）

第96表磨製石斧計測表

No. I実測図番り I出十区・而位 I長さ I輻 I「用 さ I直さ Iれ種 備 名

1 I第 179図 111-B・II (48) (55) 1 27) j ({ 00) j 
ホルン
フルス
I >よ部欠損、やや扁J.)

工

第97表尖頭器計測表

No. 実測図番号 出十区・層位 長さ 輯 t',': さ 車さ れ種 佃］ 名

1 第179図 2 1-11• II (29) (14) 3 (1 3i 月買頁岩 先瑞・基罪欠拍、無柏一平晶

2 第179図 3 II • I/ (34) 〔11) 4 (1.2) ！！ // 

3 第179図 4 B -27・ 25 16 5 0 8 ＂ 完形、有枯

4 第179凶 6 B -28・ 42 16 8 4 :i ＂ ＂ 
5 第179図 5 A-30・ 33 16 7 2.8 ＂ 

II 

第98表石匙計測表

~"·I 実測凶番号出上区・陪位 I 長さ I 幅 I厚 さI重さ Iい神 備 考

1 I第179閃 7I I -11・II I 31 ol 7 I 9. 2 11+買貝岩 I元形、作染角 =68" 横形

2 I第 179図 8lfl-15・ (19) I (17) I 5) (1.4) 刃部欠損 縦形

第99表 Rーフレイク計測表

No. I実測図番号 l出上区・層位 iにさ I幅 I厚さ 軍さ I石柾 備 名

1 I第179図 9I D -30・ 29 18 5 I 2.9 I J.l質負岩 l作業角 =27゚、 28゚、 18'
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表採品も含め、 9点出土した。完形品は 6点であるが、そのうち 3点は、Ｌ－ 8グリッド

の集石を構成するものである。

Ⅲ－Ｂ　特殊すり石（第180図15・16）

完形品 1点、欠損品 1点が出土した。第180図16は、「すり面」を 2面もち、いずれも剥落痕

を伴っている。第180図15は、一端を欠いているが、他端に敲打痕がみられ、剥落痕を伴わな

い「すり面」をもっている。

礫

96点出土したが、馬場瀬（1）遺跡の同時期のものと異なり、安山岩がほとんどである（第178

図）。また、火を受けたものも少数例あるだけである。 （工藤大・奈良清隆）

第100表 すり石計測表

"" 丈測図番号 出J区・層粒
長~ さ 輻 仰さ 手さ “柾 備 界,→ 

1 第 180図12 L -8・II 145 75 35 540 砂 岩 完形、使用政は、 y,

2 第 180図］］ II • II 142 65 44 541 ." . 完形、使用拍は、 y,

3 第 180図10 II • II 138 74 34 420 安 111 宕 完形、使用股は、 x,、y,、)., 

4 M-8・表土 (98) (62) (59) (430) 砂 岩 一端欠担、使用痕は、 y,

5 第 180図14 J -9・II (89) 76 46 (:l90) 安山岩 一嬬欠担、使用狼は、 x,、X2ぶ lぶ2
•• 

55 6 ＂ 
• II 11 l 34 230 ＂ 完形、使用痕は、 y,、Y2

7 S -)4• II 105 75 58 500 II 完形、使用恨は、 x,、y,

8 C-26・ 160 82 :12 600 砂 岩 完形、使用批は、 y,、)'2

9 第 180図13 表採・ (118) (47) (24) (190) 千枚岩 一端欠柑、使用仇は、 y,

第101表特殊すり石計測表

No I実測図番号出j・区・層位 I*さ I輻 厚さ I重さ I .f1 種 価 ぢ

l I第180図15I K-14・II I 1,147) 78 I /49) I (740) I安山 宕 I一端欠拓、他端に敲オJ狼

2 I第 180図16I H -23・ 174 I 77 65 I 1,202 I砂 岩 I完形、すり面か 2面

゜
20 40 60 80 100(%) 

岩D紋流
安 山 岩 I[] 

砂岩・凝灰岩・珪岩

第178図礫構成比
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第182図　第Ⅵ層発掘区配置図
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4 第Ⅲ～Ⅵ層の調査

（1）遺構、遺物の分布

第Ⅰ、Ⅱ層の調査は、第Ⅲ層中掫浮石層上面までを目安とした。第Ⅲ層上面までの調査は約

4,000㎡で、遺構、遺物の分布は前述のとおりである（第181図スクリーン・トーン白抜き部分）。

第Ⅳ、Ⅴ層（南部浮石層上面）までの調査は（第181図のスクリーン・トーン部分）延1,320

㎡について実施した。

検出した遺構は、第Ⅳ層下部から掘り込まれたフラスコ状土壙 2基で（第162図参照）、調査

地区の北西に位置するＤ－27及びＤ－28グリッドに分布している。第Ⅳ層出土の土器は 1 個体

（第162図参照）で、調査地区の南東端に位置するＭ－ 8 とN－ 8 グリッドに分布していた。こ

の付近は水位が高く、湧水と労働災害防止のため、調査できないグリッドがあった。

第Ⅴ層（南部浮石層）から第Ⅵ層（八戸火山灰層上位面）までは、約580㎡（第183図）を調

査した。遺構は確認できなかったが、N－12グリッド第Ⅴ層中から尖底土器片が出土した。隣

接地区にも遺物が包含されている可能性はあるが、調査対象地区外のため拡張できなかった。

（北林）

（2）検　出　遺　構

フラスコ状土壙

第Ⅳ層の調査で検出した遺構は、第 5、 6号遺構と称したフラスコ状土壙 2基である。

第 5 号遺構 （第183図、図版77）

本遺構は、調査対象地区の北西部に設けた南北基本層序実測用溝掘りの際、Ｄ－27グリッド

北隅付近で検出した。第Ⅳａ層下部、第Ⅳｂ層から掘り込まれた遺構で、壙底面は、第Ⅶ層に

達している。第 6号遺構と近接しているが、重複関係は認められない。

平面プランは、やや歪んだ円形を呈し、開口部径1.42ｍ×1.25ｍ、最小壙径0.81ｍ、壙底部

径1.12ｍ、確認面からの深さ0.92ｍの規模である。遺構の覆土は 8層に区分できた。

遺物の出土は全くない。遺構の年代決定資料は、遺構の掘り込み土層によるものと考えられ

る。

第 6 号遺構 （第183図、図版78）

本遺構は、第 5号遺構の北側に隣接したＤ－28グリッドから、南北基本層序実測用溝掘りの

際、第Ⅳａ層下部で落ち込みを確認し、検出した。基本層序の第Ⅳａ層の下部、第Ⅳｂ層から

掘り込まれたもので、壙底面は、第Ⅶ層に達している。平面プランは、円形で、開口部径1.55

ｍ、最小壙径1.14ｍ、壙底部径1.35ｍ、確認面からの深さ0.78ｍの規模である。遺構の覆土は、

8層に大別できた。
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遺物は、全く出土しないため、年代決定は、遺構掘り込み面が鍵層となる。 （北林）

（3）出　土　遺　物

第Ⅲ層から第Ⅳ層までの調査で出土した遺物は、縄文土器 2個体である。土器については一

括記載する。

土　器

第Ⅳ層の土器 （図版84－20）

第Ⅳ層の土器（第184図 1 ）は、Ｍ－ 8、N－ 8グリッドから出土した。第Ⅳ層出土の土器は、

この 1個体だけである。器形は、口縁部がやや開いた円筒状深鉢形を呈するものとみられるが、

口縁部と底部を欠失している。現存の器高32㎝、推定口径28～29㎝。外面の文様は、胴体部上

半と下半で異なっている。上半の文様は、ＲＬ多条とＬＲ多条を交差させたものであるが、胴

体部下半には、ＲＬの縄文原体を斜位にして回転させた文様がみられる。胎土には、植物性繊

維と、石英、長石、浮石粒などの砂粒が多量に混入されている。焼成は、非常に堅緻である。

外面の上半は異褐色、下半は暗褐色であるが、内面は黒褐色と灰褐色を呈する。土器の型式名

は、不詳であるが、本書の第Ⅱ群 2類土器に分類される。内面調整は、横位が多く、砂粒が浮

き出ている。
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第Ⅴ層の土器 （図版84－21）

第184図 2 第Ⅴ層の土器（第184図 2 ）は、N－12グリッドから 1 点出土した。5.5㎝×3.4㎝

の小破片であるため、器形は推測の域を出ないが、尖底土器とみられる。器厚は、0.8～1.0㎝

内外面共文様を欠いているが、外面には、研磨痕が残っている。内面の調整面は、既に剥離し

て器面がざらざらしている。胎土は、粘りの少ないものを使用し、混入物は通常のものより粒

が細かく、胎土全体の粒子は、緻密性を欠いている。焼成は、すこぶる堅緻である。外面の焼

成は褐色、内面は黒褐色を呈する。第Ⅰ群 1類に分類される土器である。 （北林）

0 1 : 3 10cm 

第184図 第N.V層出土土器実測図
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5 歴史時代の遺物

本項における歴史時代とは、平安時代、江戸時代（～現代）を対象としている。

歴史時代の遺物は、第185図のように分布し、第Ⅰ、Ⅱ層及び再堆積土層から出土した。

出土した遺物は、土師器 3、須恵器 1、鉄製品 3、鉄滓 4、古銭20、土製品 1であるが、古

銭以外はすべて破片である。 （北林）

（1）土師器、須恵器 （第186図、図版86－ 1 ～ 4 ）

第186図 1 は、土師器でⅠ－12グリッドの第Ⅰ層から出土した。回転糸切底の内黒処理を施こ

した坏形土師器である。ロクロから切り離した後、調整を加えている。外面が明赤褐色、内面

が黒色を呈しており、焼成は堅緻である。

第186図 2 は、Ｅ－24グリッドの第Ⅰ層から出土した。甕形胴体部の小破片で、器厚は0.5～0.6

㎝、ロクロ製ではない。胎土には小礫、砂の混入が多少みられ、二次的な火熱を受け赤変して

いる。

第186図 3 は、Ｍ－20グリッドの第Ⅰ層から出土した。第186図 2 と同様、整形胴体部の小破

片で、器厚は0.5㎝、外面は、ヘラケズリ後、ナデを加え、内面にはヨコナデが認められる。

胎土、焼成ともに良く、焼色は両面ともに橙色を呈する。これらの土師器は、平安時代後葉期

のものとみられる。

須恵器は、Ｆ－ 9グリッド第Ⅰ層から 1片だけ出土した。大型甕形胴体部の破片で、外面に

叩き締め痕がみられる（第186図 4 ）が、内面は剥離している。色調は灰白色で、器内壁がや

や橙色を示している。二次的火熱を受けた破片である。 （北林）

立̀f/} P 4 llft,V 
,'胃~-員
,'~-• s , I 

C -一—~
＼ 

ヽ

‘、 F ノ i:; 0 1 : 1.5 10cm 

第186図 土帥器・須恵器・鉄製品実測図
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（2）鉄製品 （第186図、図版87－5、6）

鉄製品は 3 点で、農道付近のグリッドから出土したものである。第186図 5 は、Ｈ－24グリ

ッドから出土した。径 4㎝、幅0.6㎝、厚さ0.2㎝のリング状の鉄製品である。

第186図 6 、 7 は、Ｇ－23グリッドから出土したもので、第186図 6 は、“楔”か釘のような

鉄製品の基部片である。第186図 7 は、厚さ0.2㎝ほどの板状の鉄片である。これらの鉄製品は、

用途、種類は不詳であるが、農道の造成再堆積土から出土したことから推測すれば、藩政（江

戸）時代の製品ではないかとも考えられる。 （北林）

（3）鉄滓 （図版87－ 1 ～ 4 ）

鉄滓は、第Ⅰ層から 4点出土したが、出土グリッドは、図版87－ 1 がＫ－13、図版87－ 2 が

Ｂ－28、図版87－ 3 がＢ－29、図版87－ 4 がＢ－30である。いずれも鉄分が残留した未溶解の

製鉄（たたら）滓である。重量は、図版87－ 1 が15.5ｇ、図版87－ 2 が19.5ｇ、図版87－ 3 が

14.0ｇ、図版87－ 4 が44.9ｇである。製鉄関係の遺物、遺構は確認できないが、八戸市から本

遺跡までの間に、鍛冶畑という部落名があるので、関連性があるのか、また、鉄滓の年代比定

は、これ自体からは推測できかねる。 （北林）

（4）古銭

20点出土（第187図、第102表、図版87－ 7 ～15）した。ここでは、馬場瀬（1）遺跡の北側畑

地から採集した 1 点を加えて観察表で示す。出土グリッドは第185図のように、農道の北西側

に集中している傾向が認められる。出土土層は、現表土（耕作土）下の再堆積土層である。

何ら遺構らしい形跡は検出できなかったが、古銭が出土した12箇所中の 6箇所では 2～ 3 枚

の銭貨が錆で融着し合った状況で出土した点が注目される。

判読できる銭貨名（面文）は、政和通宝 1 、寛永通宝 6（馬場瀬（1）採集を除く）の 7 枚で

あるが、いずれも銅製の銭貨である。銭貨名の不明なものは、すべて鉄銭である。寛永通宝は、

鉄製の一文銭も鋳造されていたことが知られている（青山　1972）。

政和通宝は、磨滅しているが、北宋銭で、初鋳年が1111年である。寛永通宝は、江戸時代の

寛永 3年（1626）に水戸の商人佐藤新助が、最初の許可を得て鋳造したのに始まり、以後明治

初期まで250余年にわたって全国に通用した法定貨である。背文－元－をもつもの 1枚、（第187

図）残りは無背である。表採品を含めた寛永通宝 7枚中、“ス”宝が 2枚（第187図 4 、 1 、図

版87－ 8 、11）“ハ”宝が 4 枚（第187図 2 、 3 、 6 、図版87－ 9 、10、13、15）認められる。

また、法量については、個体ごとに多少の差がある。

政和通宝の出土例は、函館市志海苔（函館市博物館：1970）青森県藤崎、柏木、乳井、猿賀

（工藤：1961、1968）脇野沢（奈良：1972）などで多量に、また、浪岡城跡（浪岡町教委：

1980）から 1枚、尻八館跡（青森県立郷土館、岩本：1980）から 3枚、などの出土例がある。
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10cm 

一
第187図古銭拓影図
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寛永通宝の発見例は前記のところ以外に、県教育委員会の調査では、平賀町富山遺跡（県埋

文21集：1975）から 2枚、同町鳥海山遺跡（県埋文32集：1977） 1 枚、浪岡町杉の沢遺跡（県

埋文45集：1979） 7 枚、階上
はしかみ

町志
し

民
だみ

（2）遺跡（県埋文65集：1981）16～17枚、などの出土例が

知られている。志民（2）遺跡では、墓壙内から 3 枚一緒の出土例がある。また、杉の沢遺跡で

は、江戸時代以降のお堂跡から、さい
．．
銭のようにまとまった状況で出土した例がある。（北林）

（5）陶　器

第Ⅰ、Ⅱ層から12片出土した。出土グリッドの分布は、第185図のように調査地区の南端寄

りと北端寄りに二分されるが、特に集中的に出土したグリッドは認められない。

藤沼邦彦氏の御教示によると、これらの陶器は、近世以降の年代が認められる、とのことで

ある。また、佐々木達夫氏から第188図 4 、 9 は、江戸時代若しくはそれより古いと御教示を

いただいた。 （北林）

第102表古銭観察表

闊閤 闊悶 グドリ名ッ 銭貨名（面1文） 背文 茎批 f,し., 銭径曰 輪紬伍 孔径徊） 銭財日 碩さ(g) 憐i "~ 
187 81 

表採 寛氷通宝 几 鉗 l 22X22 5 2 () 6 5 0 6 2 20 鉄鈍付れ、 「ス」,c、馬場，1/illl採比-1 -8 

-2 -9 D-23 ィ立永通宝 無ヽヽ 銅 l 23 2 0 6 5X6 0 0 9 2 45 r,, Jヽ 'I., • 

G -23 不明、阪損 鉄 1 

-3 -10 H-23 '寛永通宝 無 鉗 1 23 l 5 6 5 0 5 1 90 「ノ、→ •ニK'. 

11-2:i 不明、破損 鉄 2

4 - 11 H-23 寛永通宝 無 銅 2 23 5 2 0 5 0 0 8-1 0 :i 25 「ス 」 •- j(

-5 -12 H 23 寛水通宝 無 鉗 2 24 5 6 5X6 0 0 8 3 30 187凶4と；；甕ふ

-6 -1:S H-23 寛永逍宝 無 鉗 3 24 I 0 他の 2枚は欽銭破!ii、 「ハ」土；

ll-24 立永逍主 無 鉗 3 23 5 5 他の 2枚は鉄銭載担

11-24 不明、破/JI 鉄 3 31父共破/Ji

-7 H -24 不明、載Iii 鉄 2 23 3 30 2枚の？ち 1枚1/Jilil

-15 H -24 寛永通・ぷ 無 鉗 I 23X22 2 I) :, ー←" 1 () 2 :io r ~ ヽJ 'I.ヽ• 

-7 -]4  J -22 政和逍宝 無 鉗 I 22 l 0 7 5X7 0 0 5 0 90 北’求桟、初鋳年1111年
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第188図 陶器実測拓影図



― 278 ―

（6）土製品 （図版86ー5）

N－10グリッドの第Ⅱ層から 1 点出土した。仏像の顔面、眼から顎にかけての小破片である

が、恐らく江戸時代以降に、粘土を型におして抜き、焼き上げた土製品で、仏像は、“大黒様”

とみられる。胎土には、砂などの混入がみられず、焼成は堅緻で、暗赤褐色～にぶい橙色を呈

している。中空か否かは不明である。江戸時代以降の型抜きの土製品である泥面子、鳩笛は、

黒石市高館（県埋文40集：1978）、鳥海山（県埋文32集：1977）、碇ヶ関村古館（県埋文54集：

1980）遺跡から出土し、その用途は、子供達の玩具であったようであるが、仏像はいかなる用

途をもっていたのであろう。土製仏像の出土例は、八戸市長者森遺跡（県埋文センター1981年

の調査）がある。土製仏像の年代は、恐らく近世以降のものと考えられる。 （北林）

第103表陶器観察表

挿図番号 図版番号 グリッド名 層位 器形 部位 特 徴 時 代

188図 1 86-6 8~27 I すり鉢 胴1本部 内外共に鉄色薄。筋目戌く、
鮨3-4ミ

リ。全体的に い。
近世以降

2 7 C-28 I II 胴下半 筋目に自然釉か付者、胎土は祖い。 ＂ 
3 8 D-28 I 鉢 胴体部 灰白色の釉か内外に附〈みられる。 II 

4 ， H-11 II すり鉢 ロ縁部
鉄釉に近い色調て-I，やや明るい色、胎
土に細礫か混り多 L1't。

（近世、以前か9

5 10 H-12 II 鉢 胴体部 外か鉄釉色、内か薄い鉄釉の横縞文様 近世以降

6 II H-23 I 胡江¢ヽ 胴体部 胎土は練瓦色、内外に U[Iき痕と鉄釉。 II 

7 12 J-10 II 徳利 胴1本部 内様外無釉、外面薄青白色地に背色
の花

模 。 ＂ 
8 13 J-10 II 鉢 胴体部 内外に原い鉄釉色の釉かかかっている。 ＂ 
， 14 K- 9 I Jill 胴下・底 褐色の胎土に内外共に薄緑色（久慈焼、 （近世、以前か）相馬焼の色）の釉。

10 15 K- 9 II 梨 胴体部 内外共鉄釉色。胎土は濃い灰色。 近世以降

II 16 L-10 II 同上 底部
同上のはか、底部に砂粒か付着してい

＂ る。

12 17 N-10 II 梨 胴体部 内外共鉄釉色。胎士は濃い灰色。 II 
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6 まとめ

以上が本調査の概要であるが、本遺跡も、調査対象地外に広がりをもっていることは、検出

した遺構及び遺物によって裏付けられる。この調査によって得た成果の一端を列挙して本報告

書のまとめとしたい。

遺跡の立地と遺跡の基本層序は、すでに馬場瀬（1）遺跡において述べてあるので省略する。

調査の成果

（1）検出遺構

溝状ビット 1基、フラスコ状土壙 2基である。これらの遺構からの出土遺物がないため、遺

物による遺構の年代決定はできない。遺構確認面、遺構掘り込み土層が異なっていることから

溝状ピットとフラスコ状土壙の構築時期に、年代差が存在したことは明白である。前者は、第

Ⅲ層上面の中掫浮石層で確認され、その土層（第Ⅰ、Ⅱ層）からは縄文時代後期後半、晩期初

頭以降の遺物が出土した。また、後者は、隣接地域の馬場瀬（1）遺跡の検出例からすれば、比較

的規模が小さい。この土壙は、第Ⅳｂ層から掘り込まれており、遺構の掘り込み土層が、構築

年代の手がかりとなる。この土層から掘り込まれた遺構についての検出例、性格、用途などに

ついては、今後更に検討が必要である。 （北林）

溝状ピットは、「Ｔピット」「陥し穴状遺構」とも呼称されているが、遺物を伴出した例が少

ないため、その構築年代、用途などについて不明なピットであるが、最近これに関する調査研

究が進められている（瀬川：1981、福田：1981）。南郷村における検出例は、田ノ上遺跡 1 基（県

埋文65集：1981）、三合山遺跡 1基（県埋文69集：1982）、石ノ窪 4基（同前）、鴨平（1）遺跡 2基

（昭和56年度の調査）の 5 遺跡 9 基である。この遺構の分布は、南は神奈川県、北は北海道東

部あたりまで知られている。東北地方では、今のところ山形、宮城、福島の各県での発見例が少

ないようであるが、本県の県南地方から岩手県には濃密に分布している遺構である。溝状ピッ

トの最初の報告例は、昭和29年 7 月といわれている（前出、福田：1981）が、本県では昭和48

年、上北郡六ヶ所村発茶沢遺跡（2）試掘調査（県埋文 9集：1974）で 3 基検出し、小竪穴状遺構

と称されたものが初現である。次いで、発茶沢遺跡（3）4 基（県埋文24集：1975）、千歳遺跡（13）10

基（県埋文27集：1976）の報告書から「溝状ピット」と称するようになった。そして明確な時

期、用途は不明であるとしながら、複数のピットを並列させた一種の「陥し穴」、あるいは平安

時代以降に馬の放牧場に付設した防護施設などを想定したにとどまった。その後、五戸町古街

道長根遺跡 2 基（県埋文29集：1976）、青森市近野（Ⅲ）1 基（県埋文33集：1977）、八戸市長

七谷地貝塚101基（県埋文57集：1980）、同売場遺跡60基以上（報告書未刊、昭和53、54年調査）、

大鰐町砂沢平遺跡 3基（県埋文53集：1980）、碇ヶ関村大面遺跡 2基（県埋文55集：1980）、六ヶ
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所村表館遺跡15基（県埋文61集：1981）、同村新納屋遺跡（2）3 基（県埋文62集：1981）、同村発

茶沢遺跡430余基（昭和54、55年調査、県埋文67集：1982）などの検出例がある。これらのなか

で、長七谷地貝塚の報告書ではその形態、規模、規則的な方向性をもつ配置、遺構の覆土、埋

め戻しなどから、陥し穴遺構が最も妥当的な見解とした。すなわち、長七谷地貝塚においては、

縄文時代中期から晩期にかけて、同遺跡の水源地、湿地帯に集まる仮説的対象動物（ニホンシ

カ）の群を対象とした、追いおとし狩猟法に使用された遺構で、集落や居住地の遺構とあまり

直接的にかかわりのない遺構と考えられるとした。しかしながら、馬場瀬（2）遺跡においては地

理的環境が溝状ピットを設けるような地形ではなかったのか、あるいは調査対象地区外に遺存

している可能性は考えられるとしても、1 基よりも検出できなかった。青森市近野、南郷村三

合山、石ノ窪、五戸町古街道長根、碇ヶ関村大面、今別町山崎などの諸遺跡で検出された数は、

単独又は少数である。本遺構がこのような狩猟を目的とするものであれば、当然 1基の構築配

置だけであれば、その機能は、複数同時構築配置の場合よりも機能面で劣ることになる。同時

に多数の溝状ピットを、同じ季節に作用させる複数同時配置の機能面を重視する説明であれば、

単独あるいは少数の溝状ピットが、同じような狩猟を目的のために構築された遺構として妥当

か、否か、今後仮説的対象動物の生態から、このような追いおとし狩猟法が実際可能であった

か、民俗学の面からも究明することが必要であろう。

長七谷地貝塚における溝状ピットの使用時期は、縄文時代中期から晩期に及ぶといわれてい

るので、少数の溝状ピットを季節毎に掘り返し、あるいは新規構築、掘り返し放棄（廃棄）を

繰り返した結果が、100基以上の累計となったものであろうか。それにしても、このような幅の

狭い、しかも深い溝状ピットをどのような道具を使用して硬いローム層まで掘り下げて空洞化

したか、調査時に遺構覆土を除去するだけでも、大変な労力を要したことを考えると、本遺跡

のように単独検出の場合でも、その構築目的が狩猟のための「陥し穴」として説明できるため

には、更に検討を加える余地を残した遺構の一つにあげることができよう。

フラスコ状土壙については、馬場瀬（1）遺跡において概略を記述してあるので割愛するが、構

築・使用・廃棄の時期は、溝状ピットよりも層位的には古い階梯を与えることができよう。

（北林）

（2）出土遺物

遺物は、主として第Ⅰ、Ⅱ層から出土し、遺構内からの出土はない。出土した遺物は、縄文

土器約3100点、石器18点、土製品 4点、土師器 3点、須恵器 1点、鉄製品 3点、鉄浮 4点、古

銭20点、陶器12点であるが、石器、古銭以外は、完形品はみられない。

土　器

縄文土器の分類基準は、馬場瀬（1）遺跡と同様であるが、内容において若干の差異が認められ
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た。出土した土器は、縄文早期貝殻文系（第Ⅰ群 1 類）1 点、前期初頭（第Ⅱ群 2 類）1 個体

以外は、縄文時代後期後半の十腰内第Ⅳ群土器（本書の第Ⅲ群 1～ 4 類）と、縄文晩期初頭に

比定されている大洞ＢＣ式土器（第Ⅳ群 2・ 3 ）に包括される。数量的には後期の縄文を地文

とする類が多く、出土土器の主流を占めるが、縄文晩期の粗製土器と形態上区分できない土器

もみられた。第Ⅱ群 2類土器は、全く単独出土の 1個体であり、明確な型式名を確認できない

まま、縄文時代前期初頭に位置づけたが、今後はこの時期に該当する土器を検討することが課

題である。

今年度の調査において出土した遺物の時期からみて、本遺跡は、多分に馬場瀬（1）遺跡と時期

的に併行関係がみられ、同時に生活の場、領域をもち交流があったものとみられる。特に縄文

時代早期、後期後半～晩期初頭において、その形跡が顕著であるが、特に遺構に伴うまとまっ

た遺物の出土がない。馬場瀬（1）遺跡と多少、異なる点は、平安時代の土器、江戸時代の古銭、

陶器片などが出土したこと、再堆積土層と降下火山灰の堆積が認められたことなどである。

石器・礫 （北林）

石器及び礫の分布は、第177図に示したとおりである。石器は、調査区南東（斜面下方）及

び調査区北西（斜面上方）の 2グループに分かれて分布している。前者をＡ群、後者をＢ群と

すれば、礫は、Ａ群の分布と重複して集中している。土器の分布状態から判断すれば、Ａ群は、

縄文時代後・晩期、Ｂ群は、晩期に属するものとみられる。

第189図は、石器Ａ・Ｂ群の器種別構成比を示したものである。Ａ群は、磨製石斧（ 1 点）、

尖頭器（ 2 点）、石匙（ 2 点）、すり石（ 7 点）、特殊すり石（ 1 点）で構成され、すり石の比率

が高い。Ｂ群は、尖頭器（ 3 点）、Ｒ－フレイク（ 1 点）、すり石（ 1 点）で構成されている。

Ａ・Ｂ両群に共通するのは、尖頭器とすり石であるが、Ａ群とＢ群で、それぞれ比率が逆転し

ている。また、Ａ群の尖頭器が、いずれも無柄の欠損品であるのに対して、Ｂ群の尖頭器は、

すべて有柄の完形品である。ただし、Ａ群は湿地帯にかかるため、未調査部分を残しており、

Ｂ群は、分布が調査区外にのびるものとみられる。従って、いずれも本来の構成比を示すもの

かは疑問である。

石器及び礫の石種に関しては、第190図によって、次のことが指摘できる。

1．馬場瀬（1）遺跡と同様Ⅰ（磨製石器）・Ⅱ（剥片石器）・Ⅲ（礫石器）類で、それぞれ

別種の岩石が利用されているが、石種構成がより単純である。

2．馬場瀬（1）遺跡では、Ⅲ－Ｃ類に多く用いられていたホルンフェルスが、ここでは、

Ⅰ－Ａ類に利用されている。

3．Ⅱ類には、珪質頁岩のみ利用されており、玉ずいがみられない。

4．Ⅲ－Ａ類と、Ⅲ－Ｂ類では、利用石種に大きな差がみられない。
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5．馬場瀬（1）遺跡と同様、石器として利用度の高いものは砂岩であり、逆に安山岩、凝灰

岩は、利用度が極端に低いか、全く利用されていない。

6．流絞岩・珪岩（チャート）等は、やはり、全く利用されていないが、ここでは、千枚岩

が、Ⅲ－Ａ類として利用されている。

（工藤大・奈良清隆）
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璽 I 類

疇 II 類

L•-•-•-•-•-•-•-•-•」
類

第189図石器構成比
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Ⅴ　炭化材の樹種同定

青森県の遺跡から出土した炭化材の樹種

調査者　嶋倉巳三郎

青森県下の遺跡から出土した炭化材について、その樹種を調査したのでここに報告する。

試料は 1㎝内外のものから数㎝大のものまで66点で、これらについて木口、柾目、板目方向

の破断面をつくり、反射顕微鏡で観察した。炭化による変形あるいは適切な面が得られなかっ

たため、解剖学的特徴を十分見出すことができず、同定にやや疑問のあるものには？をつけた。

馬場瀬遺跡の炭化材

三戸郡南郷村馬場瀬（1）及び馬場瀬（2）遺跡（縄文時代後期）から得た炭化材の樹種は次のよ

うである。

エノキに同定したものは、早材部道管の大きな環孔材で、晩材部の小道管は集合し独特の配

列を示し、放射組織は10細胞中に達するものである。分布上からみるとエゾエノキに近いもの

と思われる。カエデ類としたものはサクラ類にやや似た散孔材であるが、放射組織が同性で、

道管壁のラセン肥厚もそれ程著しくないものである。カエデ属には種類が多いが種の同定に至

らなかった。この材は容器等の木製品として各地の遺跡から広く出土している。

以上をまとめると次のようになる。同定にやや疑問のあるものも一応それとして扱った。

番号 遺跡名 遺 構 名 出上層位

コ樹バノロ
1 馬場瀬 (1) 第 10号遺構 覆土

.. 

2 鳥場瀬 (1) 第 10号遺構 覆土 エゾエノキ

3 馬場瀬 (1) 第 10号逍構 投土 クリ

4 馬場瀬 (1) 第 15号遺構 覆 上 クリ・アスナロ

5 馬場瀬 (1) C-5グリッド II 屈 カエデ類

6 馬場瀬 (2) K~9 グリッド IlJ 層 ケヤキ

7 馬場瀬 (2) K-9グリソド III 層 ケヤキ
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試料数が少ないので、比較することはあまり意味が無いかも知れないが、数例以上のものに

ついてみると、縄文時代のみの炭化材には、オニグルミ・コナラ・フサザクラなどがあり、平

安時代のみのものにホオノキがある。何れにも多く含まれているものにクリがある。遺跡から

出土した炭化材は、当時の人々が使用したものが多いから、時代による樹種の変遷があったら

面白いことと思う。
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調査前南東 I>北西

i
'
 

調査前南[>北

図版 1 馬場瀬 (1)遺跡遠景
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南西部遺構確認状況西 I>東

北 t>南

図版 2 馬場瀬 (1) 遺跡南西部の調査
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北半部第N、VI層の調査東 I>西

・ヘ← •-

北西部出土遺構群西[>東

図版4 北半部の調査
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南北基本層位 Kライン 20.21付近

P-8グリ，ッドの十和田b層と第m群土器

図版 5 基本層位 (1)
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南西部 (A地区）検出遺構群東[>西

南西部検出遺構群北[>南

図版7 南西部検出遺構群
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図版8 第3号遺構
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図版9 第3号遺構出土遺物
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図版12 第10号遺構
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図版13 第10号遺構
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図版15 第13号遺構
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図版16 第13号遺構
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図版17 第13号遺構出土遺物
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図版18 第15号遺構
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図版19 第15号遺構出土遺物
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図版20 第 1号遺構出土遺物
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図版21 第2号遺構
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図版23 第14号遺構出土遺物
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図版24 第20号遺構
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図版25 第20号遺構
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図版27 第21号遺構
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図版28 第22号遺構
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図版29 第22号遺構
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図版30 第18号遺構
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図版31 第19号遺構
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図版32 第23号遺構出土土器
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図版33 第25号遺構
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図版34 第27号遺構
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図版35 第28号遺構
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図版36 第6号遺構
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図版37 第9号遺構出
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図版38 第24号遺構
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図版39 第26号遺構
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図版40 第29号遺構
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図版41 第16号遺構
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図版42 第 1・3号遺構出土土器
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図版43 第3号遺構出土土器
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図版44 第 1......, 3号遺構出土土器
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図版45 第3号遺構出土土器 (1)
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図版46 第 3号遺構出土土器 (2)
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図版47 第3号遺構出土土器 (3)
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図版48 第6・7・10号遺構出土土器
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図版49 第10・12・13号遺構出土土器
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図版50 第10・12・13号遺構出土土器
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図版51 第13号遺構出土土器 (1)



― 342 ―

11 (70-8) 

14 (70-7) 
S = l/2 

図版52 第13号遺構出土土器 (2)
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図版53 第14・15号遺構出土土器
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図版54 第15・20・21号遺構出土土器
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図版55 遺構内・遺構外出土土器
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図版57 遺構外出土土器 (2)
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図版59 遺構外出土土器 (4)
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図版60 遺構外出土土器 (5)
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図版61 遺構外出土土器 (6)
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図版62 遺構外出土土器 (7)
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図版64 石器・石製品 (1)
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図版65 石器・石製品 (2)
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図版66 石器・石製品 (3)
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調査前南 I>北

調査開始北 I>南

図版67 馬場瀬 (2)遺跡遠景
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試掘調査北[>南

図版68 馬場瀬 (2)遺跡試掘調査
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発掘調査北 I>南

発掘調査南[>北

図版69 馬場瀬 (2)遺跡発掘調査
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北半地区発掘調査北[>南

北半地区発掘調査西[>東

図版70 馬場瀬 (2)遺跡北半地区の調査
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図版71 基本層位 (1)
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図版73 基本層位 (3)
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図版74 基本層位 (4)
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図版75 遺物・遺構出土状況
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図版76 第7号溝状ピット
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第5号フラスコ状土拡土層断面 西[>東

B
 第5号フラスコ状土砿完掘 西[>東

図版77 フラスコ状土砿 (1)
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図版78 フラスコ状土拡 (・2)
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図版79 第I. JI層出土土器 (1)
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図版80 第I・II層出土土器 (2)
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図版81 第I・II層出土土器 (3)
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図版82 第I・II層出土土器 (4)
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図版83 第I・II層出土土器 (5)
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図版85 石器
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図版86 歴史時代の遺物 (1)
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図版87 歴史時代の遺物 (2)
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図版88 樹種同定顕微鏡写真
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